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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナはこう言われた。

形の合わぬ歯車は決して回ることがない。周囲の歯車も同じである。

真しんの己おのれを偽いつわる者は真の救いを得ることがない。偽りを見過ごす者も同じである』


────『マキナ教典』車輪行伝三章九節より









　　　序章







　集合ラッパがこの世の終わりみたいに鳴り響ひびいた。

　無理やり眠りを破られた俺おれは、一いつ瞬しゆんで簡かん易い寝台から飛び起きた。考える暇ひまもなく手足が勝手に動き、枕まくら元もとの装備を次々に身につけていく。防寒用の分厚いコート、毛皮で縁ふち取どられた軍ぐん帽ぼうと手袋、予備の弾だん丸がんや雑ざつ囊のうと繫つながったベルト──どこかの泥や誰だれかの血がこびりつき、俺自身の汗あせの臭いがする。もちろん替えの装備なんてありはしない。

　バカバカしく聞こえるかもしれないが、寝起きの良さと身み支じ度たくの速さは兵士にとってすごく大事なことだ。ほんの数秒眠りこけていたせいで、天幕ごと火か葬そうにされるかもしれない。周りで着替えている連中は全員そのことを肝きもに銘めいじている。だからどうにか生きのびていた。

　俺たち新兵はみんな同い年で、志願兵は一人もいない。右隣どなりにいるキンドレッドは首都マグナスの家具屋の見習い店員だし、左隣のアンスンはドリスキル地方の小学校で代用教員をやっていた。俺はといえばしがない植しよく字じ工こうで、毎日ただただ鉛なまりの活かつ字じばかりいじくっていた。

　俺たちは帝国憲法の定める通り兵役の義務に就つき、退たい役えきの日を指折り数えながら訓練に耐たえていた。

　まさか戦争が始まるなんて想像もしていなかった。

　長銃を手に天幕の外へ飛び出す。俺おれたちの野営地は小さな集落の跡あと地ちにある。家という家はきれいに焼きつくされ、崩くずれかけた塀へいしか残っていない。屋根のあるところに泊とまれると思っていた俺たちはがっかりしていた。

　収穫された麦の倉庫も燃やされ、井戸まで埋うめられている。人間の住んでいた場所のはずなのに、俺たちの役に立つものはなに一つなかった。

　鉛なまり色いろの空のもと、雪と霜しもにまみれた薄うす汚い荒野が地平線の先まで広がっている。まだ初冬のはずだが、骨が軋きしむような寒さだ。冷たい地面がブーツ越しに両足の温もりを早くも奪うばい始めた。どこを向いても見慣れない、気が滅入るような風景だ。

　楽しいことなんてかけらもない、ゴミ溜だめの底みたいな一日がまた始まる。

　一体、いつになったら帰れるんだろうか。

　暖かく豊かなレガリオン、この世界で唯ゆい一いつ文明の息づく俺たちの祖国に。

「さあ、早く集合しましょう！　皆さんギアース」

　エルトン小隊長が場違いな明るい声で叫さけんだ。中年より少し手前の禿はげかかった小男で、一人だけ汚れていないコートを着ている。下士官は予備の軍服を持つことが許されている。

　司し祭さいみたいに大きな歯車の護ご符ふを胸にぶら下げているが、若い頃ころは本当に神学校にいたらしい。機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナの教えを学ぶうちに、ある日神からの啓示を受けたそうだ。「神について学ぶ前に、竜りゆうから人間の世界を取り戻すのが先だ」と。その日のうちに神学校を去り、次の日にはもう軍に入ったという。

「今日からわたしたちの使命は食糧の調達です」

　整列した俺たちにエルトンは爽さわやかに語りかける。たぶん上官としてはそんなに悪くない。ちょっと周囲が見えないところはあるが、いつも自分から先陣を切っていくし、ごますりの古参兵をえこひいきもしない。この北の国に上陸して以来、曲がりなりにも俺たちが生き残ったのはこの男のおかげだ。

「世界は硬質な神たる機械、機械たる神のものです。血と肉を持つわたしたちは皆機械のしもべ、不完全な歯車ギアースです。世界の大いなる規律は竜という怪物によって脅おびやかされてきました。我われ々われと同じ姿で人間を惑わし、竜ル気ンと呼ばれる邪悪な力によって世界の半分を支配し続けているのです。一いつ刻こくも早く奴やつらを根絶やしにし、野や蛮ばん人じんたちを圧政から解放せねばなりません。誇りと希望を胸に神敵を打ち払はらいましょう！　皆さんギアース！」

　エルトンは反応を確かめるように小隊の面々を見つめる。俺たちは案か山か子しみたいにただ突っ立っていた。寒いし腹が減っているからだ。

　やたら勇ましいことを言っているが、俺たちがやらなければならないのは食糧の調達──要するにどこかから食うものをかっぱらってくることだ。

　小隊長は白い息を吐はきながら話を続ける。

「さて、今日のわたしたちの任務は食糧の調達です。世界は硬質な神たる機械、機械たる神のものです。世界の大いなる規律は竜りゆうという怪物によって……」

　またか、と俺おれは心の中でつぶやいた。この男は同じことをそっくりそのまま繰り返すくせがある。最初は大事なことだからそうしているのかと思ったが、どうも興奮すると自分がたった今口にしたことも忘れてしまうらしい。軍の上官としてはまともな方だと言ったが、頭の中身はだいぶいかれている。

　寒々とした異い郷きようにエルトンの歯切れのいい説教が響ひびき渡わたる。俺はひたすら聞くふりをしていた。今日はいつ飯めしにありつけるのか、そんなことを考えながら。




　背の高い樫かしの並木を左右に見ながら、小隊は街かい道どう沿ぞいに行軍する。エルトンが四回も繰り返したとおり、今日から近くの集落を回って、焼け残った小麦やジャガイモを探すのが俺たちの任務だった。

　きりきりと車輪を軋きしませて、幌ほろのついた軍用馬車が俺たちの脇わきを通りすぎていった。この先の前線へ食糧を運んでいるのだ。乏とぼしい食糧は最前線の連中に優先して回される。

　戦況が今どうなっているのか、俺はよく知らない。多分、レガリオン軍が優勢なのだろう。はっきりしているのは大勢の兵士たちが死んだことだ。うちの小隊からも三人の戦死者が出ている。

　葉の落ちた樫の木のてっぺんに、俺たちと同じ軍服の兵士が突つき刺さっている。太い枝が背中まで貫つらぬき、垂たれ下がった髪かみの毛と指先が北風にあおられて揺れていた。

　どこへ行っても似にたような死体を見かける。竜の「力」で吹き飛ばされた不運な犠牲者。埋まい葬そうしてやりたくても、木の上から降ろしてやることもできない。

　竜と竜騎士ドラグーンの使う竜ル気ンというやつは本当に恐ろしい。火だったり氷だったり雷かみなりだったりそれぞれ違うが、どれも人間をむごたらしく殺せる超常の「力」だ。竜の鱗うろこを加工した弾だん丸がんにその「力」をこめて、容よう赦しやなく撃うちまくってくる。

　機甲竜ヒユドラの援えん護ごがない時に奴やつらが急降下してきたら、歩兵の命はまずないものと思っていい。俺たち歩兵の長銃では飛んでいる竜に致ち命めい傷しようを与えられない。

（我らの運命を司つかさどる機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナ）

　俺は祈りの文句を唱えながら、コートの左胸を固く握にぎりしめる。内ポケットに小さな歯車が入っている。旧文明の遺い跡せきから出土した貴重な機械の一部。機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナを信じるレガリオン人なら、誰だれでも一つは持っているお守りだ。

（どうか今日も俺たちをお守り下さい。無事に故こ郷きようへ帰れますように）

　不意に行軍停止の号令がかかる。まだどこの集落にも着いていない。訝いぶかりながらエルトンの指示を待まっていると、

「竜りゆうだ！」

　前にいたキンドレッドが叫さけんだ。思わず長銃を構えて空を見上げたが、攻こう撃げきされているわけではなかった。竜がいるのは地面の上だった。

　小柄な若い竜が人間の姿でよろよろと街かい道どうに近づいてくる。たぶん俺おれたちとそう年は変わらない。身に着けているのが軍服でなければ、物売りに見えそうな地味な女だった。

「わたしは投とう降こうを申し出ます」

　彼女は不自由そうに左手だけを挙げて言った。軍服の破れた右肩が血で染まっている。本来の姿に戻れば翼つばさのあたりだ。飛んで逃げることができなかったのだろう。俺たちは銃口を向けるのをやめた。投降すると言うなら撃うつわけにはいかない。

「本当に投降するのですか？　パートナーの人間はいないのですか？」

　エルトンが場違いに朗ほがらかな調子で言った。

「わたしの騎き士しはさっき息を引き取りました。この先の水車小屋に横たわっています」

　彼女は首を振って背後にある丘を指し示した。かすかに声が震ふるえている。竜という生き物は噓うそをつかないという話だ。きっと契約を結んだ人間は本当に死んだのだろう。

「少し人手を貸していただければ、わたしの騎士を埋まい葬そうできるのですが」

　キンドレッドがふんと鼻を鳴らした。カラスにでも食わせりゃいいだろう、と大声で言い、どっと皆が笑った。

「いっそのことお前が食っちまえ。怪物にはそれがお似合いだ」

　別の誰だれかが言って、ますます笑い声が大きくなった。

　こう言うとひどいと眉まゆをひそめる奴やつもいるかもしれない。でも、そういう奴は俺たち兵士の気持ちを分かっていない。竜騎士ドラグーンを乗せた竜たちは、反則そのものの力で多くの兵士を蟻ありみたいに殺してきた。その上、戦友を弔とむらう余裕もない俺たちに、相あい棒ぼうが死んだから埋うめて欲しいと言える神経がどうかしている。

　次々と浴びせられる嘲あざけりを雌めすの竜は黙だまって聞いていた。表情を変えようともしない。度ど胸きようのある奴なのは確かだった。

「……水車小屋を確認してきましょうか」

　クローバーがエルトンに小声で言う。

「食糧があるかもしれませんし、他にも隠かくれている者が……」

「本当に投降するのですか？　パートナーの人間はいないのですか？」

　エルトンがさっきとまったく同じ調子で竜に言った。俺たちは互いに顔を見合わせる。この小隊長の「病気」が始まった。

「投降すると言ったでしょう。わたしの騎士なら水車小屋にいます」

「答えなさい。本当に投降するのですか？」

「だからわたしは……」

「本当に投とう降こうするのですか？　投降するのですか？」

　なおも畳たたみかけるようにエルトンが尋たずねた。雌めすの竜りゆうは戸と惑まどったように口をつぐむ。なんだか嫌いやな予感がしてきた。エルトンの見開かれた瞳ひとみは膜まくを張ったみたいに無表情で、いつも以上に薄うす気き味み悪かった。

「本当に投降するのですか？　投降するのですか？　投降するのですか？　投降するのですか？　投降するのですか？　投降するのですか？　本当に本当に投降するのですか？」

　彼女は瞳に怯おびえの色を浮かべて後ずさる。俺たちも同じ顔つきだったと思う。本当に頭がいかれたのかもしれない──誰だれもがそう思い始めた時、突然エルトンは腰の短銃を抜いた。止める暇ひまなんかなかった。彼は女の眉み間けんに向けて発砲した。

　噴水みたいに鮮血を噴き出しながら、小さな体がばったり倒たおれた。銃声の残ざん響きようが消え去さると、後には棒ぼう立だちになった俺おれたちと死体だけが残った。

　エルトンは口笛でも吹きそうな笑顔を浮かべて、短銃を腰に戻す。

　もちろん戦時協定で捕ほ虜りよの扱いは決められている。俺のような下っ端ぱもさんざん教え込まれていた。投降した敵軍の兵士の命は保障しなければならない。自軍の兵士と同様の食事と睡眠を与え、間違っても暴力をふるってはならない。

「わたしたちはこの人外どもを根絶やしにするのです。人外や野や蛮ばん人じんにわたしたち歯車ギアースの聖なる規律を当てはめる必要はありません」

　エルトンは歯車のお守りを握にぎりしめながら、ブーツの先で死体の頭を軽くこづいた。竜は目と口を開けたまま死んでいた。なにが起こったのかよく分からない、そんな顔つきだった。

「この竜は最後まで投降しなかった、そう処理しましょう」

　古参兵たちは誰一人として異議を唱えない。俺はようやく悟った。戦時協定など建前だけで、司令部は竜の捕虜を受け入れるつもりはない。皆殺しにする方針なのだ。

　ひょっとすると三年前のアバディーン戦せん役えきでも同じようなことをやっていたのかもしれない。海ユ洋ニ連オ合ン軍の捕虜はレガリオンに大勢連れてこられたが、その中に竜族がいたという話を聞いたことがない。

「なにか敵軍の機密に繫つながるものを持っているかもしれません。探してみなさい」

　エルトンが俺に命じる。仕方なくうずくまって死体のポケットに手を突つっこんだ。まだ温もりは消えていない。胸のポケットから堅焼きのパンのかけらが出てくる。きっと非常用の食糧だったのだろう。とたんに古参兵の一人が俺からもぎ取って、一口で吞のみこんでしまう。

　反へ吐どが出そうになった。俺たちは行き倒れに群がる物盗りそのものだ。

　街かい道どうを振り向くと棺かん桶おけを積んだ荷馬車の列が通りすぎていくところだった。近くの集落で死んだ民間人の葬そう列れつだろう。一応、衛生上の観点から葬式を挙げることは許していた。この国の墓地は集落の外にある。

　俺は目を瞠みはった。荷馬車について歩いているのは、マキナ教の正式な法衣を着た司し祭さいと修しゆう道どう女たちだ。そういえば聞いたことがある。竜りゆうの存そん在ざいを認める「異い端たん」のマキナ教徒たちが、海ユ洋ニ連オ合ンに亡ぼう命めいしてひっそり暮らしていると。きっとこの者たちがそうなのだ。

「ごきげんよう！　皆さんギアース！」

　エルトンが手を振りながら、ふらふらと街かい道どうへと近づいていった。

「わたしはレガリオン帝国陸軍歩兵少尉アルフレッド・エルトンです！　あなた方はなにをしてらっしゃるのですか？」

　エルトンは竜の血で赤く染まった顔に、満面の笑みを浮かべている。俺おれだったら今すぐ回れ右をして逃げ出すところだ。しかし、行列の先頭にいた眼鏡めがねをかけた司し祭さいは、膝ひざを折って丁てい寧ねいにお辞儀をした。マキナ教の正式な作法に則のつとった礼だった。

「わたしはニール・エドワース。この近くの教会で司祭をしております。亡なくなられたケルチの村の皆さんを埋まい葬そうするために、この先の墓地へ向かっております」

　柔やわらかな口調で司祭は言った。俺たちは「作業」をやめてのろのろ立ち上がる。

　その「村の皆さん」は間違いなくマキナ教徒ではない。海ユ洋ニ連オ合ンの奴やつらはマキナ教徒をクソより嫌きらっている。きっとこの司祭たちに石を投げつけていたことだろう。そんな連中を彼らは弔とむらおうとしている。

　一方の俺たちは、竜騎士ドラグーンの埋葬を頼んだ竜を皆であざ笑い、撃うち殺し、死体を探っている。あの司祭から見れば、怪物は竜ではなく俺たちの方だ。

「それは野や蛮ばん人じんにとっては光栄な話ですね！　あなた方は異端者ですが、ここでは大目に見ましょう。大いなる規律を世界にもたらすには寛かん容ようが必要ですから！」

　エルトンの胸元の歯車から、竜の鮮血がぽたぽた垂たれている。この場にいる者の中で一番狂った男の言葉にも、司祭は穏おだやかな表情を崩くずさなかった。寛容なのはどう考えてもこの人の方だ。

「……お心遣づかい心より感謝いたします。なるべく早く埋葬を終えねばなりませんので、誠に申し訳ありませんが失礼いたします」

　司祭の合図で葬そう列れつは再び進み始めた。荷馬車が俺たちの前を通りすぎていく。俺は左胸の歯車をこっそり握にぎりしめる。

　おそらく彼らの未来は明るくない。この戦争でレガリオン軍が勝てば、遅かれ早かれ異端審問にかけられる。万が一、レガリオン軍が撤てつ退たいしても「敵」の神を信仰するマキナ教徒はさらに迫害されるだろう。

（我われらの運命を司つかさどる機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナ）

　司祭たちの背中を見送りながら、俺はもう一度祈りの文句を唱えた。

（どうかあの人たちをお守りください。これから先、あの人たちが無事で済みますように）







　　　第一章　焦土







　　　　１




　旧文明の時代にも、この惑わく星せいは「青い星」と呼ばれていたという。

　かつては海の美しさを称たたえる言葉だったそうだが、今は陸地の小ささと海の広大さを嘆なげく意味にしか使われていない。地ち殻かく変動による大破局エンドロールで、五つの大陸のうち三つが水すい没ぼつし、残る二つも分断されて大きく形を変えてしまった。陸地の大半は砂すな粒つぶのような小さな島々だ。

　旧文明の崩ほう壊かいとともに航海術も後退し、人類の行動範囲は大きく狭せばまったと言われている。住み慣れた土地を離れて、見知らぬ海を渡る不安は昔よりずっと強いだろう。たぶん、竜りゆうに乗って空を旅する場合でも変わらない。

『……島が見あたりませんね』

　不安を言葉にしたのは金色の竜だった。背中に乗った赤毛の少年は、はるか先の水平線に目を凝こらした。太陽は西の海に隠かくれ、淡い残照も消え去さろうとしている。今日の野営地となる無人島があるはずだが、どこにも見あたらなかった。下へ手たをすると夜になっても飛び続ける羽目になるかもしれない。

　強きよう靱じんな肉体を持つ竜はともかく、問題は乗っている人間だった。北方へ向けて旅立ってから三日目、気温はますます下がってきている。このまま夜になれば氷点下に達するのは確実だ。下手をすると空中で凍死しかねない。

「偏へん西せい風ふうに流されてるんじゃねえのか？　俺おれたち全員」

　少年──ジャン・アバディーンはかすれた声で言った。西から東に向かって強い風が吹いている。防寒着を通しても冷気が体温を奪うばっていく。さっきから体の震ふるえが止まらなかった。

『……あら？』

　竜の声が頭の中に響ひびいてくる。真しんの姿を取っている時の彼女たちは、思考をそのまま相手に伝えることができる。

「見つかったのか？　ティアナ』

　彼は騎き竜りゆうに話しかけた。

『いえ。あなたの口から偏西風なんて専門用語が出てくるなんて……』

「どこに感心してんだよ！」

　つい声が大きくなる。近くを飛ぶ騎き士し候補と騎竜たちの視線が一いつ斉せいに集まった。彼らは二十騎を超える編隊を組んでいる。唯ゆい一いつの竜騎士ドラグーンと騎竜の養成機関である騎士学院グランデコルから派は遣けんされた選抜隊だった。

「喋しやべっているヒマがあったら島を探せ！　ヴィクトル・アバディーン！」

　先頭の灰色の竜りゆうに乗る騎き士し候補が振り返り、憎々しげににらみつけた。緑の髪かみをなびかせた精せい悍かんな騎士候補。生徒会長であり、選抜隊の隊長でもあるアダマス・バルバートルだ。以前からジャンとは犬けん猿えんの仲だった。

「……相変わらずふざけた奴やつだ」

　聞こえよがしに言い捨てて前を向く。別にふざけているつもりなどないのだが。

　生徒たちは北方のセーロフ王国へ向かっていた。大陸国であるレガリオン帝国や竜族の竜帝国シヤンバラほどではないが、海ユ洋ニ連オ合ンの中では例外的に広い領土を持っている。一年の半分が雪と氷に閉ざされる土地だった。

　セーロフ王が騎士学院グランデコルに支援を要請したのは五日前のことだ。レガリオン海軍が北部に集結し、セーロフ王国に向かって進軍を開始しているという。侵攻の計画が進められているに違いない。ついては生徒たちにも避難民の誘導や後方支援などで協力を願いたい──。

　反レガリオン帝国の立場を取る学院長のガートルードは、すぐに生徒たちの選抜隊を送り出した。まるで予期していたかのような行動だと驚おどろく者も多かったが、ジャンはそれでも不満を抱いだいていた。もっと他にできることがあったはずだ。

　北方のどこかにレガリオン軍が侵攻すると、二ヶ月も前から主張していた者が騎士学院グランデコルにいたからだ。ジャンと契約を結んだ騎き竜りゆうであり、竜族の皇女でもあるティアナレルド。今、彼を乗せて飛んでいる金色の竜だった。

（……こいつの言うとおりになったな、全部）

　と、ジャンは心の中でつぶやいた。果たして開戦前にセーロフ王国に辿たどり着けるのか。

（間に合わなかったら、アバディーン戦せん役えきの二の舞だ）

　ぎりっと奥歯を嚙かみしめる。彼は三年前の戦争で祖国も肉親も失っていた。あんなことは二度と起こってはならない。

『……あら』

　と、ティアナは言った。

「今度はなんだよ」

『島が見つかりました。二時の方角です』

　ジャンは海面に目を凝こらす。闇やみに沈みかけた波の間に、黒い島影がぼんやり見えた。




　アバディーン王国の第二王子だったジャンは、レガリオン軍に殺された兄ヴィクトルの名を騙かたって騎士学院グランデコルに入学した。話を持ちかけ、手引きしたのはティアナだった。かつてアバディーン戦役でパートナーを失った彼女は、死というものに恐怖を抱いだくようになっていた。凡ぼん庸ようなジャンを入学させてパートナーに選べば、戦場へ送られることもないと考えたのだ。

　しかし、ジャンが伝説の砲剣である「ペイルライダー」の使い手となったことで事態は大きく変わった。戦いから逃げられないと悟さとったティアナは「何者の命をも奪うばいすぎない」ことを条件にジャンと契約を結んだ。

　それ以来、二人は協力し合って危機を乗り越えてきた。二人はパートナーであると同時に、秘密を共有する仲でもある。

　二ヶ月前ウルス公国で開かれた空中競技プラネッタの大会で、ジャンたちはレガリオン軍のチームを破って優勝した。数百年前から続く竜りゆん人じん約やく祭さいの催しの一つだったが、今年に限ってはウルス公国と軍事同盟を結ぶ権利を争う大会と化していた。レガリオン帝国からの提案に「勝負師大公」で知られるナジム・アル＝タバンがうっかり乗ってしまったからだ。

　ジャンたちの優勝により、騎士学院グランデコルは多数の竜騎士ドラグーンを擁ようするウルス公国の後ろ楯だてを得ることとなった。レガリオン軍チームの主将がティアナの目の前に現れたのは、優勝を祝う舞踏会の最中だった。

　以前、騎士学院グランデコルに潜入したスパイであり、「黒の鉄姫」こと皇女グロリア・レガリオンの側近でもある、仮面をかぶった謎なぞの男──彼はレガリオン軍が北方侵攻の計画を立てていると言い残して去さったという。

　学院長のガートルードは北方の国々に注意を促すよう使者を送ったが、それ以上は特になにもしなかった。巨大な移動要よう塞さいでもある学院島も、北方からはるかに遠いウルス公国の沖合に停泊させたままだった。

　レガリオン軍がわざわざ侵攻計画を洩もらした意図は今も分かっていない。ガートルードは罠わなかもしれないと疑っていたらしい。

（結局、後ご手てに回ったじゃないか）

　ジャンは炎を見ながら物思いに耽ひたっていた。焦土と化した自分の祖国が脳のう裏りに蘇よみがえる。黒煙にまみれた廃はい墟きよと死体がどこまでも続く光景。軍属だったフリデク人のリンケに助けられなかったら、ジャンもあの光景のどこかで飢うえ死じにしていたかもしれない。

　今度はセーロフ王国の人々がそうなるかもしれない。たき火の前に座っているジャンは、火箸がわりの木の枝をぎゅっと握にぎりしめた。

　無人島に着陸した選抜隊は、針しん葉よう樹じゆの生い茂しげる小さな森を野営地に定めている。

　寒風を和やわらげるにはそこが一番適していたからだ。天幕があちこちに張られ、暖だんを取るためのたき火が熾おこされている。今、炎のそばにいるのはジャン一人だった。ティアナは森の奥へ薪まきを拾いに行っている。

（もっと早く俺おれたちを行かせればよかったんだ）

　ガートルードはレガリオン軍だけではなく、ティアナの言葉も信用していない。彼女はジャンたちの不正行為に薄うす々うす気付いている。

　ティアナは噓うそをつくこともあるが、このことについては本当のことを言っていると思う。ガートルードを始めとする教官たちを説得しようとする姿は必死そのものだった。むしろ必死すぎるところが気になったほどだ。いつもの冷淡で素っ気ないティアナとはかけ離れていた。

（……確かにちょっと変だけどな）

　噓うそをついているようには見えないが、なにか話していないことがあるような気がする。レガリオン軍のスパイと話して以来、ぼんやりと遠い目をしていることが増えた。話しかけても気付かないかと思うと、いつのまにかジャンの顔を無言で見ていたりする。

　特にレガリオン軍の侵攻が現実になってから、そういったことがますます目立つようになっていた。なにがあったのか訊きき出したいが、彼女は答えたくないことを絶対答えない性格だった。

　背後で枝を踏ふむ音が聞こえて、ジャンは振り向いた。

　大きな缶をぶら下げた黒くろ髪かみの騎き士し候補が立ち止まっている。水汲くみに行く途中らしい。

「なにしてんだ、クリス」

「えっ？　い、いや、別に……」

　一学年上のクリス・キッドマン。ジャンとは学生寮でも相あい部べ屋やで、二ヶ月前のプラネッタの大会でも選手として一緒に戦っている。射撃を得意とする優秀な騎士候補だ。

「ティアナ様は？」

「予備の薪まきを拾いに行ってる」

　そういえばなかなか戻ってこない。遠くへ行っているはずはないのだが。

「そう……」

　と、言ったきりクリスは動こうとしなかった。潤うるんだような黒い瞳ひとみにジャンは落ち着かない気分になってきた。最近、こんな風ふうに二人とも黙だまりこんでしまうことが多かった。うまく会話が続かない。かといってその場を離れることもできない。

「ちょっと火に当たってくか？」

　沈黙にいたたまれなくなって言うと、クリスの唇くちびるにはにかむような笑みが広がった。しぐさや体つきまで柔やわらかくなったように見える。ジャンの動揺がさらに大きくなった。

　クリス・キッドマンは性別を偽いつわっている。両親を処刑され、レガリオン帝国から亡ぼう命めいした彼女は、男子生徒として騎士学院グランデコルに在ざい籍せきしていた。むろん、そのことを知っている者はほとんどいない。ティアナとは別の意味で秘密を共有する仲だった。

「いいの？」

「べ、別にいいだろ」

　ジャンにとってクリスは誰だれよりも親しい騎士候補だ。彼女を助けたことも彼女に助けられたこともある。ジャンも自分の正体以外のことはほとんど隠かくさずに話している。最近では間近にいる女の子と見ているのか、頼りになる親友と見ているのか自分でもよく分からなくなってきていた。

　嬉うれしそうに近づいてくるクリスから目をそらして、ジャンは太い薪まきを火にくべた。




　クリスは少しためらってから、炎よりもアバディーンの近くにしゃがみこんだ。肩が触れるか触れないかの微妙な距離だった。彼は直接火の上に置いていたポットを手に取ると、真しん鍮ちゆうのカップに中身を注いでくれた。

「ありがとう」

　受け取って一口飲む。寮りようの部屋で彼女もよく淹いれている、糖とう蜜みつで甘くした紅茶だった。思わずほっと息をついた。
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「……明日はセーロフに着くんだよな」

「そうだね。このまま半日ぐらい北へ飛べば、多分……」

　日が落ちる前に確認した航空図を思い浮かべながら答えた。ちらっと彼の横顔を盗み見る。なにを気にかけているのか、クリスにもよく分かっていた。

「セーロフの人たちが無事だといいね」

「……ああ」

　彼はうなずいた。二人ともセーロフ王国とはまったく関わりがないわけではない。二ヶ月前のプラネッタの大会ではセーロフ騎き士し団だんのチームとも戦っている。クリスは海ユ洋ニ連オ合ン一と言われる狙撃手の老騎士に気に入られ、卒業後はセーロフ騎士団に来いとまで誘われていた。

　戦争が始まっているとしたら、あの老人も最前線へ出ているはずだ。今ごろどうしているのだろう。

「海ユ洋ニ連オ合ンに散らばってる竜騎士ドラグーンたちが集まってれば、まともな戦いになるかもしれない。もしそうなってなかったら……多分誰だれも無事じゃ済まない」

（海ユ洋ニ連オ合ンが勝つって言わないんだな）

　これが他の生徒──例えば隊長のアダマス・バルバートルだったら、海ユ洋ニ連オ合ン軍の勝利を語るだろう。安易な希望すら口にしないのは、レガリオン軍の強さを身をもって知っているからだ。

　彼の不安はおそらく正しい。海ユ洋ニ連オ合ンの国々の大半は援軍を素早く送れないだろう。三年前のアバディーン戦せん役えきで各国の騎き士し団だんは半数以上の戦力を失い、未だに回復できずにいると言われている。

　限られた人数の騎士たちを援軍に差し向けて失うよりは、同盟国を切り捨てて戦力を温存したいという欲求はどの国にもあるはずだ。それを無視できるほど、海ユ洋ニ連オ合ンの同盟関係は強固ではない。実際、以前辺へん境きようのサモニス島が襲われた時、各国の対応は迅じん速そくとは言えなかった。多くの国々が辺境各国への派兵を渋しぶっていたらしい。

　今、セーロフ王国に到着している援軍は、ウルス公国の騎士団だけかもしれない。彼らはクリスたちよりも半日早く北方へ向かっている。騎士学院グランデコルとの同盟締結以降、ウルス公国軍はこのような有ゆう事じに備えて訓練を積んできた。

　騎士学院グランデコルの生徒であるクリスたちも、実技の授業の一部を彼らとの合同訓練に当てていた。学院島がウルス公国の領海に留とどまっていたのはそのためだった。

「まあ、いちいち考えてもしょうがねえか。行ってみてやれることをやるしかねえし」

　彼は気持ちを切り替えるように、背伸びをしながら空を見上げた。黒々とした枝葉の向こうに、無数の星々が輝かがやいている。

「ぼくも手伝うよ」

　と、クリスは言った。心配なのは彼が命の危険に晒さらされることだった。後方支援や避難民の誘導が任務とはいえ、敵との戦闘もあるかもしれない。

「いつも君と一緒にいる。誰にも手出しはさせない」

　力強く宣言してからはっと我われに返った。まるで付き合っている恋人に言っているみたいだ。

「い、いや……その、君は副隊長だから、護ご衛えいが必要だと思って」

　慌あわてて訂てい正せいする。顔が赤くなっているのを気付かれないように祈った。

「副隊長なんてお飾かざりだろ。やることもねえし」

　プラネッタの大会で重傷を負ったアダマスは、復学してからまだ日が浅い。彼の補佐という名目で学院長のガートルードから任命されたのだった。もちろん、それには政治的な意味合いも含まれている。レガリオン軍に滅ぼされたアバディーン王国の王子と竜帝国シヤンバラの皇女のコンビが、選抜隊の中心となってセーロフ王国に向かう──当然、海ユ洋ニ連オ合ン諸国でも関心を引くはずだ。

　要は反レガリオン帝国の機運を少しでも高めようとするアピールだった。

「それでもすごいことだよ。まだ一年生なのに」

　本人はまったく気に留めていないようだが、ヴィクトル・アバディーンの名は広く知れ渡っている。学院島でのレガリオン軍との戦せん闘とうやプラネッタの大会での活躍を経へて、彼は前途有望な騎き士し候補として扱われるようになった。

　生徒や教官たちの見方も以前とはかなり変わった。アダマスよりも選抜隊の隊長にふさわしいという声すらあったほどだ。

「……サラ公女だってすごいっておっしゃってたじゃないか」

　つい沈んだ声になってしまう。ウルス大公の一人娘であるサラ・アル＝タバンは、ヴィクトル・アバディーンの「婚約者」だった。大昔に親同士が勝手に決めたことで、アバディーンから婚約の解消を申し出たのだが、うやむやのうちに保留になっている。

「あいつはなんでも誉ほめるんだよ」

　彼は苦りきった表情で言った。あいつ、という親しげな呼び方にクリスの耳が反応する。サラは大いに彼を気に入っていて、熱ねつ烈れつなアプローチをかけ続けている。首都シシハネの宮殿で選抜隊と謁えつ見けんした時も、アバディーン一人にずっと話しかけていた。

　今のところ彼が心を動かされている様子はない。しかし、開けっぴろげで裏うら表おもてのない性格のサラはクリスの目から見ても魅み力りよく的てきだった。なんのためらいもなく「結婚しよ」などとクリスには絶対言えない。たぶん誰だれの目から見ても、レガリオン帝国の亡ぼう命めい者しやよりはウルス公国の公女の方がヴィクトル・アバディーンにふさわしい。

（……これってヤキモチかな）

　クリスはこっそりため息をついた。彼を独占したいという気持ちが日に日に強くなっている。最近ではパートナーのティアナと仲がいいことも気になるほどだった。今もまだティアナには戻ってきて欲しくない。もう少し二人っきりでいたかった──。

「ティアナ、戻ってきたのか？」

　アバディーンの言葉にクリスはびくっと震ふるえた。彼の視線の先には灌かん木ぼくの茂しげみがあり、その向こうに黒い人ひと影かげが立っている。

「い、いや、俺おれだ」

　細い枝をかけ分けながら現れたのは、大柄で髪かみの短いバルバートル人だった。生徒会の副会長のギル・デムラン。生徒会長のアダマスの右腕と言われる騎士候補だ。

「なんだ、あんたか。誰かと思った」

　アバディーンが安心したように息をついた。

「こんなとこでなにやってんだ？」

「……ジャンヌを捜さがしてるんだが、こっちに来なかったか？」

　ジャンヌはギルのパートナーの名だった。一いつ瞬しゆん、クリスたちは顔を見合わせる。

「ぼくたちは見てないけど」

「そ、そうか……だったらいいんだ」

　二ヶ月前、ギルやジャンヌも騎士学院グランデコルチームの選手としてプラネッタの大会に参加した。ギルは元もとレガリオン人のクリスを忌いみ嫌きらっていたが、大会をきっかけに多少は打ち解けている。同じチームの一員として戦ったことで、クリスへの見方を多少改めたらしい。顔を合わせれば挨あい拶さつを交わす程度の仲にはなっていた。

「もうちょっと捜してみるさ」

　そう言ってギルはクリスの目を覗のぞきこんだ。

「邪じや魔まして悪かったな、キッドマン」

「え？　いや、別に……」

　彼は茂しげみの奥へ去っていった。クリスは闇やみに溶けていく後ろ姿を見送る。彼の態度が少し引っかかっていた。ジャンヌを捜していたというのは言い訳わけめいている。通りかかっただけなら、足音が聞こえてもいいはずだ。

「竜りゆうだけで集会でもやってんのかな。ティアナも戻ってこねえし」

　彼女は曖あい昧まいに笑って紅茶を飲んだ。ずっとギルが茂みの奥に潜んでいたような気がしてならない。自分たちの話を立ち聞きしていたのではないだろうか。

（……考えすぎだな）

　クリスは不気味な想像を頭から振り払はらった。ギルのものの考え方は偏かたよっているが、なにごともはっきり表に出す性格だ。バルバートル人らしくプライドも高い。こそこそ立ち聞きするような真ま似ねをするとは思えなかった。
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　ギル・デムランは重い足取りで森の奥へ向かっていた。かろうじて月明かりで足下が見える。海からの冷たい風が吹きつけて、ぎしぎしと梢こずえの軋きしむ音が聞こえる。北方の気候は学院島やバルバートル王国とはまるで違っている。あまり好きになれそうになかった。

　やがて木々が途切れ、目の前に小さな池が現れる。この島唯ゆい一いつの水源だった。ますます強くなった冷気に首くび筋すじが震ふるえる。

　池のほとりには人ひと影かげが一つ立っている。ギルと同じような体格で、髪かみの色や顔立ちも似通っている。

「あいつらはどんな様子だった？」

　アダマス・バルバートルが尋たずねてくる。入学以来、ギルはこの王族を栄光ある民族の理想と信じ、唯ゆい一いつの「主」と定めて仕つかえてきた。将来にわたってそれは変わらないはずだと思っていた──つい最近までは。

「特におかしなところはありませんでした。のんびり火に当たって茶を飲んで……」

「そんなうわべの話はいい」

　アダマスは不ふ機き嫌げんそうに話を遮さえぎった。

「クリス・キッドマンとヴィクトル・アバディーンはなにを話していたんだ？　詳しく報告しろ」

「ただの雑ざつ談だんです。明日はセーロフに着くとか、セーロフの人間が無事だといいとか……」

　ギルはうんざりしながら答えた。

　二人の話をこっそり聞いてこいと命じられたのはついさっきのことだった。島を降りる前、アバディーンがアダマスの注意を「無視した」のが気になったらしい。キッドマンと組んで自分に危害を加えるつもりかもしれない、と真ま顔がおで言っていた。馬ば鹿かげていると思ったが、一いち応おうは「主」の命令だ。嫌いや々いやながら茂しげみの奥に潜んでいたのだった。

「……後はキッドマンがアバディーンを誉ほめてました。一年生で副隊長になったのが凄すごいとかなんとか」

「そんなこと言っていたのか！　キッドマンの奴やつは」

　とたんにアダマスの声音が神経質に跳はね上がった。彼は頰ほおを歪ゆがませて舌した打うちする。反応の強さにギルの方が驚おどろいた。

「今度はなにを企たくらんでいるんだ、あいつらは……またぼくの邪じや魔まをするつもりか……」

　なにもない空間を見つめながら、アダマスはぶつぶつつぶやいている。そんな「主」をギルはひどく遠くに感じた。

　プラネッタの大会で重傷を負おい、一ヶ月以上も治療を余よ儀ぎなくされてからアダマスはおかしくなった。以前からヴイクトル・アバディーンとクリス・キッドマンに敵意を燃やしていたが、誰だれの目から見ても常じよう軌きを逸いつしたものになった。

　優勝の名声がアバディーンたちに集まり、自分が顧かえりみられなかったことが関係しているようだ。なにかにつけて二人が陰いん謀ぼうをめぐらせており、生徒会長である自分の地位を脅おびやかそうとしていると思いこんでいる。

　アバディーンが選抜隊の副隊長に任命されると知った時も激げき怒どしていた。そもそもあんな奴を選抜隊に加えるべきではないと学院長に抗議しに行き、生徒会の役員たちからも呆あきれられていた。

（……この方は大だい丈じよう夫ぶなのか）

　騎士学院グランデコルでアダマスは鬱うつ陶とうしい存在になりつつある。声と態度は大きいが、肝かん心じんの時にはなにもできない独善的な「生徒会長」。アバディーンのいる「黒組」だけではなく、アダマスが在ざい籍せきする「白組」でも反発が強まっていた。アバディーンを選抜隊の隊長にした方がいいという意見が出たのも、無理のないことかもしれない。

　ギル自身は以前に比くらべるとアバディーンたちに反感を抱かなくなっていた。彼らに賞賛が集まったのは当然だとも思う。ギルやアダマスが負傷退場した決勝戦で、おそるべき強さのレガリオン軍チームにたった二に騎きで逆転したのだから。そのことを鼻にかけることもなく、毎日のようにギルたちを見舞いに来てくれた──。

「今後もそれとなく奴やつらの監視を続けろ、デムラン」

　アダマスは高圧的に命じた。

「いずれ必ず尻尾しつぽを出すはずだ。そうなれば……」

「あの」

　考えるよりも前に言葉が出てしまった。

「俺おれにはできそうにありません」

　一いつ瞬しゆん、アダマスの顔からあらゆる表情が抜け落ちた。

「デムラン、お前はなにを言っているんだ？　このぼくの言うことが聞けないのか？」

　入学以来、ギルはずっとアダマスに付き従ってきた。それなりに信頼も寄せてくれていたはずだ。「主」の受けた衝しよう撃げきを思うと胸が痛んだが、取り消すことはできなかった。

「俺はアバディーンたちがアダマス様になにかしでかすなんて思えないんです。今までだってあいつらからなにか仕掛けてきたことなんて一度もない。あいつらの行動をいちいち気にかけるより、アダマス様はもっと別のことをなさった方がいいんじゃないですか」

　アダマスに意見するのはこれが初めてだった。彼は覚悟を決めていた。この王子を怒らせたら、卒業しても本国には戻れないかもしれない。

　それも仕方がないと思った。このままではアダマスの方こそなにかしでかす──いや、もう自分の知らないところで、すでになにかしでかしているかもしれない。

　おそるおそる「主」の顔を窺うかがったギルは驚おどろいた。なにかに取り憑つかれたような、血走った目で彼を睨にらみつけていた。

「アダマス様？」

「やっぱり、お前もキッドマンにたぶらかされたんだな」

「えっ？」

「あいつになにを言われたんだ？　それともなにか言えないようなことでもされたのか？」

　ギルはぽかんと口を開けていた。アダマスの言葉の意味がまったく理解できない。

「な、なんの話ですか？」

「もういい！　黙だまれ！」

　断ち切るように叫さけぶと、池の方に目を背けた。

「お前にはなにも期待しない。ぼくの前から消え失せろ」

　ギルはぐっと唇くちびるを嚙かんだ。アバディーン戦せん役えきで二人の兄を失った彼は、兄たちに似にたアダマスにその影を重ねてきた。

　もう一度肉親を失ったような気分だった。

「……申し訳ありません。失礼します」

　のろのろと向きを変える。ここへ来た時よりもさらに重い足取りで、肩を落として森の方へ歩いていった。




　一人になったアダマス・バルバートルは、眉まゆの上の傷を神経質に引っかいていた。遠い昔、ヴィクトル・アバディーンにつけられた傷だ。

（あいつら……）

　怒りのあまり思考がぐちゃぐちゃに乱みだれている。命令に従わずに去さっていったギルにも、邪じや魔まばかりするアバディーンにも、男でありながら妖あやしい魅み力りよくを振りまくクリスにも激げき怒どしていた。

「……ぼくは少しも悪くない。ぼくは曇くもりなき金剛石アダマスだ」

　彼は自分に言い聞かせるようにつぶやいた。いずれあの連中にも思い知らせてやる。誰だれが一番尊とうとい人間なのか、誰が敬うやまわれるべき人間なのか。そうなってからすがりついてきても、絶対に慈じ悲ひなどかけてやるつもりはない。

　ふと、アダマスは顔を上げた。森の方から足音が近づいてくる。さっきギルの去っていった方角だった。

「戻ってきたところで、話すことなどないぞ、デムラン」

　そう言いながら振り向いた──しかし、立っていたのは灰色の髪かみを三つ編みにした、地味な風ふう貌ぼうの少女だった。両手を組んでおどおどと眼鏡めがねごしにアダマスの顔を見上げている。

「なんだ、お前か」

　パートナーのソーニャだった。機き嫌げんを窺うかがうような目つきに苛いら々いらする。アダマスの方が選んで契約を交わした竜りゆう。強い竜ル気ンを持っているが、自分の意志ではなにも決められない性格だった。

「天幕へ戻っていろ。お前の顔など見たくもない」

　再び池に目を凝こらした。反対側は緩ゆるい斜面の丘になっていて、そこから湧わき水が流れこんでいるらしい。水辺に突つき出している岩を眺ながめながら、ソーニャが立ち去るのを待まった。

　しかし、いつまで経たっても足音は聞こえなかった。

「……なにをしている？　早く消えろ」

　背中にねばりつくような視線を感じる。鬱うつ陶とうしいことこの上ない。怒鳴りつけようかと思った時、

「わっ、わたしがその……監視してもいいです……ア、アバディーンとキッドマンのこと」

　アダマスは弾かれたように振り返った。ソーニャはまったく同じ姿勢で立っている。

「お前、ぼくとデムランの話を立ち聞きしていたのか？」

　彼女はこくりとうなずいた。

「も、申しわけありません……でも、わたし、いつも見てました……アダマス様のこと」

　殺意じみた怒りがこみ上げてきた。そういえば契約を結んだばかりの頃ころ、しょっちゅう物陰から自分を覗のぞき見ているソーニャを叱しかりつけたことがある。まだ悪あく趣しゆ味みなくせが治っていなかったらしい。

「お前は、ぼくの言いつけを」

「わ、わたしっ！　アダマス様のこと、色々存じ上げてますっ！」

　突然、ソーニャは目をつぶって叫さけんだ。彼女が大声を上げるのは珍しかった。

「こ、こっそりお一人でなさってたこととか……あの、わたしが……わたしだけが本当の味方ですから！」

　アダマスの背中がこわばった。彼には隠かくし通さなければならない秘密がある。以前、クリスのしわざに見せかけて、ヴィクトル・アバディーンを狙そ撃げきしようとしたことがあった。その企たくらみはレガリオン軍のスパイに知られてしまい、協力者になるよう脅きよう迫はくされている。

（こいつはなにか知っている）

　こんな風ふうにアダマスをつけ回していたとしたら、なにかを目撃していたとしても不思議はない。腰に提さげた砲剣に思わず手が伸びる──が、結局なにもできなかった。ソーニャを始末してしまったらかえって騒ぎになる。それに彼女はアダマスを脅迫しているのではない。協力すると言っているのだ。

「どうして監視をやりたがるんだ？」

　まだアダマスは警けい戒かいを解かなかった。忠実な配下だったギルですら拒こばんだというのに、彼女がわざわざこんなことを言い出す理由が分からない。

「ア、アダマス様のお役に立ちたいんです」

　彼女はぼそぼそした声で言った。

「わたし、役立たずで、なんにもできなくて……でも、アダマス様がパートナーに選んで下さいました。だから、どんなことでもします。わたしにできることだったら」

　アダマスは初めて会った相手のようにソーニャを見つめた。パートナーの視線を正面から浴びて、ソーニャはもじもじと体をよじる。

（竜ル気ン以外は取り柄えがないと思っていたが）

　どうやら間ま違ちがっていたようだ。自分もギルも彼女の気配にまったく気づかなかった。この竜りゆう族ぞくの少女にはスパイとしての才能が無む駄だに備わっている。

「……本当に奴らを監視できるんだろうな？」

　承しよう諾だくのサインだと分かったのか、ソーニャの顔がぱっと輝かがやいた。

「は、はい！　もちろんです！　尾び行こうとか、立ち聞きとか、すごく得意ですから！」

　アダマスは反応に困った。それは自じ慢まんすることなのか。

　とにかくギルが役に立たない以上、他に選せん択たく肢しはない。使える駒こまは使うべきだ。

「では、改めてお前に命じる。アバディーンたちを……」

　突然、ソーニャが伸び上がってアダマスの口を塞ふさいだ。

「な……」

　驚おどろいて振りほどこうとすると、彼女は池の反対側を見るよう無言で促うながしている──アダマスは思わず息を吞のんだ。水辺にぽつんと転がっていた岩が動いている。黒いシルエットが縦たてに伸びて人の形になった。

　どうやら誰だれかがしゃがみこんでいただけだったらしい。ここへ来た時からずっとその状態だったので、てっきりただの岩だと思いこんでいた。

　立ち上がったその人物は、池の縁ふちを回ってアダマスたちの方へ近づいてくる。まるで酒に酔っているような頼りない足取りだ。距離が縮まるにつれて姿がはっきり見えてきた。

（まさか……）

　他の竜りゆうたちと同じように分厚いコートとブーツを身に着けているが、誰なのかは一目で分かった。つばのない帽ぼう子しをかぶり、金きん髪ぱつを腰まで伸ばした美しい少女。

　竜帝国シヤンバラの皇女ティアナレルドは目の前を通りすぎ、森の中へ消えていった。最後までアダマスたちには目もくれなかった。

　しばらくの間、二人は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。先に我われに返ったのはソーニャの方だった。

「もっ、申し訳ありません！」

　顔を真まっ赤かにしてアダマスから飛びのいた。

「人影に気づいたので、つい……あの、本当に……失礼しました」

「うるさいぞ。少し黙だまっていろ」

　アダマスはくどくどした言い訳を断ち切った。

（ギルやソーニャとの話を聞かれたか……？）

　心配なのはその一点だった。パートナーが監視されていることを知ったら、普通はなにか言いそうなものだ。しかし、相手はあのティアナだ。どういう行動を取るか予測がつかない。

　いずれにせよヴィクトル・アバディーンのパートナーである以上、彼女もアダマスの「敵」だ。警けい戒かいしておくに越したことはない。

「……皇女も監視できるか？　ソーニャ」

　パートナーの顔に驚きが広がった。竜りゆう族ぞくは誰でも皇族に強い畏い怖ふを抱いている──しかし、動揺したのはほんの一いつ瞬しゆんだった。彼女のアダマスへの忠ちゆう誠せい心しんは、竜族の本能に勝まさっているらしい。

「で……できます。お任せ下さい」

　と、ソーニャはきっぱり言った。
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　ティアナは森の中を歩いていた。どこに向かっているわけでもない。時々見える他の生徒たちのたき火に、近づかないようにしているだけだった。今は誰だれとも話したくない。

　さっき池のそばにいた時も、何人か生徒がいたような気もしたが、誰がなにをしているのか確かめもしなかった。

（……明日はセーロフに着く）

　北方でレガリオン帝国が軍事行動を起こすと聞いてから、彼女はその日が来ないことを祈ってきた。ガートルードやウルス大公に事情を話して対処を頼むのと同時に、竜帝国シヤンバラの竜帝に書簡を送り、各国の騎き士し団だんに警けい戒かいを怠おこたらないよう働きかけてもらっていた。

　できることは限られていた。しかし北方の防衛が少しでも堅けん固こになれば、レガリオン軍の侵攻計画が中止されるかもしれないと淡あわい期待を抱いだいていた。

（止めたければ、止めるといい）

　彼女にこの情報を伝えた者の挑ちよう発はつがいつも頭の片かた隅すみにあった。結局、止めることはできなかった。ほとんど誰も本気で侵攻に備えようとはしなかった。

　戦争は始まってしまう。いや、もう始まっているかもしれない。

　それを思うと胸が重苦しくなる。

　これ以上、人間や竜りゆうの死を見たくない。その気持ちは噓うそではなかった。しかし、彼女の憂ゆう鬱うつの原因はそれだけではなかった。

（君の顔を見に来たんだよ……弟がぼくの名を借りているのは、君の差し金だろう？）

　レガリオンの軍人が何者なのか、ティアナは誰にも言うことができずにいる。

　死んだはずのジャンの双ふた子ごの兄──本物のヴィクトル・アバディーン。機甲竜ヒユドラ部隊を指し揮きする「黒の鉄姫」グロリア・レガリオンの側近であり、騎士学院グランデコルにスパイとして送りこまれた仮面の男。

　北方の軍事行動にはヴィクトルも参加するはずだ。彼をジャンに会わせたくなかった。もしヴィクトルが仮面を外せば、ジャンはすべてを知ってしまう。自分の兄が祖国を滅ぼした宿敵と手を組んでいること──おそらく、アバディーン戦せん役えきそのものにヴィクトルが関わっていることも。

　ティアナは立ち止まって固く目を閉じた。

（……こんなこと、彼には言えない）

　ジャンは兄の仇かたきを討つために竜騎士ドラグーンになろうとしている。しかし、その仇自身が兄かもしれない。彼を支えているものがすべて消えてしまう。どれだけ衝しよう撃げきを受けるか想像もつかなかった。竜騎士ドラグーンを目指すことなどやめてしまうかもしれない──。

（ぼくと同じように君は噓うそつきだ）

　ヴィクトルの言葉がくっきりと蘇よみがえって、ティアナは体を震ふるわせた。

（自分の噓に他者を巻きこむことも厭いとわない。自分を守ることがなによりも大切なんだ）

　あの時は違うと言い切った。こんな人間と一緒のはずがないと思っていた。

　しかし、本当に違っているのだろうか。

　ヴィクトルのことを皆に打ち明けていれば、もっと真剣にレガリオン軍侵攻の可能性が検討されたはずだ。それができなかったのは、結局のところ彼女がパートナーを失いたくなかったからだ。それが自分を守ることでなくてなんだろう。ジャンが傷つくというのはしょせん表おもて向むきの理由だ。

　この三年間、ティアナは戦場に送られる不安と恐怖に一人で耐たえてきた。ジャンはその胸の内を理解し、すべての罪つみと責任を負おうと言ってくれた。自分の強さも弱さもすべてを知っているパートナー。彼のいない日々に戻るのはもう嫌いやだった。

「……違わない」

　おそらく、ヴィクトルは自分を試したのだ──ティアナが自分の都つ合ごうを優先するか、海ユ洋ニ連オ合ンの安全を優先するか。

　彼女は自分の都合を取った。アバディーン戦せん役えきの時、パートナーの死と引き替えに一人で逃げ帰った時と同じように。次はなにを引き替えにしてしまうのだろう。

「お前、どこまで薪まき拾いに行ったんだよ」

　ティアナが目を開けると、すぐ隣となりにジャンが立っていた。料理の最中らしく、ベーコンの塊かたまりとナイフを手に持ったままだ。

　よく見ると自分たちの天幕のそばだった。いつのまにか戻ってきていたらしい。

「っていうかお前、薪持ってねえじゃねえか。どこでなにやってたんだ？」

　ジャンは呆あきれ顔で言った。

「……ごめんなさい」

　と、彼女は消え入りそうな声でつぶやいた。




　食事が終わるとすぐ、ティアナは明日に備えて眠りたいと言い出した。

　ジャンの返事を待またずに天幕に潜りこむと、明かりを点けて着替え始める。ジャンはもぞもぞ動いているシルエットから慌あわてて目をそらした。皇女としての生活が身に付いているせいか、彼女はお気に入りの寝間着でないと眠れないらしい。しかも侍じ女じよの手助けなしで身み支じ度たくをするのに時間がかかる。その間にジャンは紅茶の残りをかけてたき火を消し、念入りにその上から土をかけた。

　この島へ降りてから、ティアナの口数はますます少なくなった。受け答えも妙に素直で、いつものような言い合いも起こらなかった。

（……ごめんなさいなんて言ったの初めてじゃないか？）

　ふと、さっきティアナが戻ってきた時のことを思い出した。普段の彼女だったら「ちょっと森を歩いていました」とか、分かったような分からないようなことを澄すまして口にするところだ。薪まき拾い程度で謝あやまるなんて思いもしなかった。

　具合でも悪いのかと尋たずねても、疲れているだけですという返事がかえってくるだけだった。確かに竜りゆうたちはパートナーだけではなく、食料や天幕などの備品も背中に積んで飛んでいる。その負担は相当なものだ。同じ一年の「黒組」から参加しているラシード・カリクマーンも、騎き竜りゆうのアネモネの心配をしていた。小こ柄がらなアネモネはかなり無理を重ねているらしい。

「終わりました」

　ティアナが天幕の中から声をかけてくる。ジャンは入り口の布を上げて中に入る。天幕の一番高いところでもジャンの身長より低いが、二人が寝るための広さは十分にある。野営に不ふ釣つり合いな真まっ白い寝間着を着たティアナは、組み立て式の簡かん易い寝台の上で毛布をかぶろうとしていた。

　ジャンは無言でコートを脱ぐと、装備や砲剣を次々と外していった。それらを一まとめにして天井のポールからぶら下げると、小さなランプに手をかけた。

「ランプ、消していいか？」

「ええ」

　もうティアナは目をつぶって、毛布の上で両手を組んでいる。普段から眠る時はその姿勢らしい。帽ぼう子しを取っているので、耳の上に小さな角が見えていた。

　しまい忘れたものはないか、天幕を見回したジャンはぎょっとした。ティアナの雑ざつ囊のうの口が開いていて、リボンのついた白い下着が丸見えになっている。さっきまで着ていたもののようだ。

「ちょ、お前……見えてるぞ、それ」

「……なにがですか？」

　彼女は目も開けようとしない。ジャンの顔が赤くなった。口で指摘するのも恥はずかしい。

「だから……いや、もういい」

　ジャンはやけになってランプの火を吹き消した。見えないようにしてしまえばなにがあろうと同じことだ。

　ティアナとこんな風に隣となり合って寝るのは、今度の遠征が初めてだった。女の子と同室で生活することには慣れているが、靴くつ下した一つ出しっぱなしにしないクリスと違って、ティアナは意外に無防備な姿を晒さらしてくる。そのことにいちいち動揺してしまっていた。

（意い識しきする方が変なんだ）

　相手は恋人でもなんでもない、契約を結んだパートナーだ。そもそも騎き士しと騎竜は恋愛しない決まりになっているはずだ。

　とにかく、自分の寝台に入ろうとする──不意に右腕が動かなくなった。

「え？」

　左手で確かめると、ティアナの細い指が上着の袖そで口ぐちをしっかりつかんでいる。

「な、なんだよ。どうかしたのか？」

　自然とささやくような声になる。

「……ちょっと」

　ちょっとなんなんだ、とジャンは思った。ティアナの手はまったく離れる気配がない。仕方なくそのまま彼女の寝台のそばに膝ひざをつく。風や波の音に混じって、ティアナの息づかいが聞こえてくる。

　ジャンはごくりと唾つばを吞のみこんだ。自分の鼓こ動どうが聞こえそうだった。

（どうすればいいんだ……？）

　一体どういうつもりなんだろう。ひょっとして俺おれに迫せまってきている──いや、まさか。あのティアナが。でも、万が一ということも。

「あなたに尋たずねたいことがあります」

　と、ティアナは言った。

「わたしのこと、噓うそつきだと思いますか？」

「は？」

　戸と惑まどうと同時に頭から熱が引いていった。このところ彼女の様子がおかしかったことを思い出す。それに関係する話かもしれない。

「なんでそんなこと訊きくんだ？」

　沈ちん黙もくが流れる。それを尋ねても無む駄だだった。彼女は自分の話したくないことを絶対に話さない。息を詰つめてジャンの答えを待まっている気配がする。

「……まあ、正直じゃないよな、お前は」

　と、ジャンは言った。竜りゆう族ぞくにしては珍しくティアナは噓をつく。ジャンもそれに振り回されたことがある。

「でも、俺だって似たようなもんだろ。今、俺が誰だれの名前を名乗ってると思ってるんだ？」

　冗談めかして言ったつもりだったが、ティアナはなぜか息を吞んだようだった。彼女はジャンの手を探り当てて直接握にぎりしめてくる。小さくて冷たい手だった。

「わたし……わたしは……」

　か細くなっていくティアナの声を追うように、ジャンは耳を近づけていった。

「誰にも話せないことがあります……あなたに関することで」

　ジャンは首をかしげた。そんなことは改めて言うまでもない。ヴィクトルになりすましていることは、二人がこれからもずっと抱かかえていかなければならない秘密だ。

　今さらそのことを悩んでいるのもおかしな話だった。

「俺おれのことで誰だれかになんか言われたのか？」

　ティアナは答えなかった。

（学院長がまたなんか言ったのかな）

　ガートルードはティアナの養育係だが、時に脅きよう迫はくに近いやり方で彼女を従わせようとする。今までティアナと何度となく衝しよう突とつしていた。

「契約結んだ時に言ったと思うけど」

　ジャンは彼女の手をぎこちなく握にぎり返した。

「お前が選べないことは俺が選んでやる。お前の行動は全部俺が責任持つってことだよ……お前がなにか噓うそをついてるんだとしたら、それは全部俺のついた噓でいい。分かるか？」

「……意味が分かりません」

　いいことを言ったつもりだったが、意外にあっさり否定されてしまった。ジャンにもうまく説明できないが、とにかくこのパートナーには悩みを抱かかえこんで欲しくなかった。彼女が心の底から笑ったところを、今まで一度も見たことがない。

「いいんだよ、そういうことにしとけば。だから、これ以上気にすんな」

　不意に天幕の中の空気が変わる。彼女との距離がさらに縮まった気がした。暗くら闇やみの中でティアナの視線を感じる。一いつ瞬しゆん、なにがあったのか話してくれるかもしれないと思った。

　しかし、ティアナは握っていた手を放しただけだった。急に右手の感かん触しよくが頼りなくなった。もう少しあのままでもよかったと思う自分に驚おどろいた。

（……寝るか）

　多分、もう話は終わりだ。ジャンが膝ひざを上げようとした時、突然胸のあたりに温かいものが押しつけられ、同時に背中に二本の腕が回された。ティアナが抱きついてきたと分かるまでしばらく時間がかかった。

　ジャンの全身が石のように硬直した。顎あごのすぐ下から立ちのぼってくる甘い髪かみの香りにくらくらする。

　たぶんほんの数秒のできごとだったはずだが、彼には何時間にも感じられた。
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「ありがとう、ジャン・アバディーン」

　ティアナはそう言って、なにごともなかったかのように離れていった。ジャンは腰が抜けたようにベッドのわきに座りこむ。やがてティアナの規則正しい寝息が聞こえ始めた。

　天幕の外でゆっくりと夜が更ふけていった。
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　海流の影響なのか、北方の海は灰色がかっている。

　細く白い波の連なりが上空から見える。少し波が高いようだった。

　騎士学院グランデコルの選抜隊は三列の縦たい列れつ編隊を組んで飛んでいる。ジャンとティアナは最さい後こう尾びで隊列全体を監視する役目だった。

　雲のほとんどない青空に太陽が高く上っている。夜明けに無人島を飛び立ってから、かなり時間が過ぎていた。もうとっくに正しよう午ごを回っている。

　ジャンは小さく折りたたまれた航空図に目を落とした。速度と時間から判断する限りでは、もうセーロフ王国の領海に入っているはずだ。

　この遠征に出発する前、ジャンたちはセーロフ王国について地理教官から講義を受けている。

　東西二つの大きな島からなり、海ユ洋ニ連オ合ンで最も広大な領土を持つ国。しかし、その半分は原野と森林に埋うもれ、人口はさほど多いとは言えない。張りめぐらされた街かい道どう沿ぞいに集落が点在し、人々はその内側で身を寄せ合うように暮らしている。

　ジャンたちが向かっているのは、西セーロフ島にある首都ルテニアだ。旧文明の遺跡の上に生まれた北方最大の都市。一年の半分を雪に彩いろどられるせいか、「雪の都」とも称しようされている。

『見えてきました』

　と、ティアナが言った。水平線の近くに黒い帯のような陸地が現れている。想像以上に大きな島のようだった。

『あと一時間もあればルテニアに着きます』

「う、うん」

　ジャンは曖あい昧まいに返事すると、航空図を腰のケースにしまった。

　どうもティアナと普通に会話ができない。一緒にいると昨日きのうの夜のことを思い出してしまう。

（……どういうつもりだったんだ、あれ）

　何事もなかったかのようにティアナはジャンに接している。なんとも思っていないのか、感情を押し隠かくしているのか、どちらなのかよく分からない。どうせ尋たずねたところで答えないのだから、考えるだけ無む駄だな気もする。

『アバディーン』

　彼女の声に我われに返る。西セーロフ島の海岸線が間近に迫せまってきていた。

「な、なんだよ」

『真ま下したを確認して下さい』

　張りつめた声だった。ティアナから身を乗り出して海面を見ると、一隻せきの巨大な蒸気船が白い航こう跡せきを描いて島へ向かっていた。押しつぶされた鉄の箱のような不格好な船体。船窓がほとんどなく、甲かん板ぱんには鉄てつ格ごう子しのはまった巨大な扉とびらがある。海ユ洋ニ連オ合ンでは珍しい形の船だ。確かめる間もなく背後へ遠ざかっていった。

『……あの形の船に、見覚えがありませんか？』

　ジャンは目を細めて記き憶おくを探る。言われてみればどこかで──突然、全身から血の気けが引いていった。アバディーン戦せん役えきの時、占領された町の港に停てい泊はくしているのを見かけたことがある。両手が小こ刻きざみに震ふるえ始めた。

「バルバートルのところへ行ってくれ！」

　ティアナはすぐに反応した。他の竜りゆうたちを一いつ気きに追い抜かし、先頭の隊長騎の真後ろにつける。灰色の竜を駆かるアダマスが不ふ愉ゆ快かいそうに振り返った。

「なにをやっている、アバディーン。隊たい列れつを乱すな」

「そんなこと言ってる場合か！」

　ジャンの絶ぜつ叫きようがあたりに響ひびき渡わたった。

「今、レガリオンの奴ど隷れい船せんが下にいたんだ！」

　アダマスの顔色が変わった。周囲にいた騎き士し候補たちにも動揺が広がる。

　レガリオンの奴隷商人の悪名は世界中に知れ渡っている。かつてのアバディーン戦役では、進軍するレガリオン軍を追うように占領地域に出没していた。民間人を無理やり連れ出しては、効率よく人間を運ぶために造られた奴隷船に片っ端から押しこんでしまう。人々は「商品」としてレガリオン帝国の炭たん坑こうや綿めん花か農園に売られ、焼き印を押されて何十年も働かされる。

　そんな連中がセーロフ王国に来ている──つまり、この一帯はすでにレガリオン軍に占領されているのだ。

　戦争はとっくに始まっている。ひょっとすると、もう終わっている可能性すらある。

「戦闘態勢を取りつつ全速力で首都ルテニアへ向かう！　アバディーンは最さい後こう尾びに付け！　警けい戒かいを怠おこたるな！」

　アダマスの号令でソーニャが速度を上げる。他の竜りゆうたちも次々とそれに従った。

「待まてよ！　その前にさっきの奴ど隷れい船せんを調べてから……」

　アダマスの背中に向かって声を上げた。あの船の中にはセーロフ人たちが捕まっているかもしれない。奴隷商人が真っ先に狙ねらうのは、身寄りも家も亡なくした女子供だ。かつてのジャンとまったく同じ境きよう遇ぐうの人々。彼らを見捨てることはできなかった。

『あの船はセーロフに向かっているところでした。まだ中には誰だれも捕らわれていないと思います。先を急ぎましょう』

「でも、万が一ってことも……」

『まずは首都に赴おもむいて現状を把は握あくする方が先です、アバディーン』

　ジャンは拳こぶしを握にぎりしめた。彼女が正しいと認めざるを得ない。この地でなにが起こっているのか、自分たちはなにも知らないのだ。




　西セーロフ島の海岸線を越えると、大規模な戦闘が行われたことがすぐに分かった。街かい道どう沿ぞいの町はどこも攻こう撃げきを受けた後で、建物の多くは原形を留めていない。あちこちの森から黒煙が立ちのぼっている。雪混じりの原野には無数の死体が転がっていた。レガリオン軍の軍服姿の者もいれば、セーロフ軍のものらしい分厚いコートを着ている者もいる。

　ただ、街道を進んでいるのはレガリオン軍だけだった。歩兵たちが焦こげ跡あとのついた穀こく物もつ袋を運んでいるのが目についた。どうも前線はここから離れた場所にあるらしい。いずれにせよ、セーロフ王国側が劣勢なのは疑いようもない。

　アバディーン戦せん役えきをそのまま再現したような光景だった。

「くそ……こんな……」

　自分の無力さに吐はき気けがする。これでは幼おさなかったあの時となにも変わらない──地上を逃げ回っているか、空を飛んでいるかの違いだけだ。

　騎士学院グランデコルの選抜隊の姿は地上からも見えているはずだが、攻撃を受けることはほとんどなかった。時とき折おり、慌あわてふためいた砲兵たちが小型の高射砲を向けてくるが、その時にはもう頭上を通りすぎている。

　さっき見た航空図では海岸からルテニアまではさほど離れていない。街道に沿ってこのまままっすぐ飛べば、あと数分で到着するだろう。

『おかしいと思いませんか？』

　不意にティアナが話しかけてきた。

『さっきから見かけるのは地上軍ばかりです』

　ジャンは息を吞のんだ。あたりを見回しても、空を飛んでいるのは自分たちだけだ。

「ああ……機甲竜ヒユドラがいないな」

　アバディーン戦せん役えきでも、機甲竜ヒユドラはレガリオン軍の主力兵器だった。当時の機体は長時間飛行できなかったが、それでも常に占領地域を巡じゆん回かいして竜騎士ドラグーンの襲しゆう撃げきに備えていた。

　この戦場では一機も姿が見えない。不気味なほど空は静まりかえっていた。

『それに、竜騎士ドラグーンもいません。なにか変です』

　機甲竜ヒユドラが制空権を握にぎっていないなら、地上のレガリオン軍を叩たたく絶好のチャンスのはずだ。竜ル気ンを使いこなす竜りゆうや竜騎士ドラグーンは、生なま身みの歩兵に対して絶対的な強さを発はつ揮きできる。セーロフ騎き士し団だんはどこでなにをしているのだろう。

（ん……？）

　ふと、ジャンは隊列から瑠る璃り色いろの小こ柄がらな竜が引き離されていることに気づいた。高度も徐々に下がっている。

「ティアナ」

　指示を出す前にティアナは高度を下げて、その竜の隣となりに並んだ。背に乗った大柄な騎士候補が、糸目をかすかに見開いてジャンの方を向いた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　アネモネ！　ラシード！」

　ジャンが声をかけると、ラシード・カリクマーンは表情を曇くもらせて首を横に振った。

「…………む」

　無理だ、と言いたかったらしい。彼の口数はいつも極きよく端たんに少ない。

『無理じゃありません。大丈夫です……ラシードくんの言ってることは気にしないで……』

　アネモネの声は驚おどろくほど弱々しい。翼つばさが今にも止まりそうだった。もともと彼女は体が丈夫な方ではない。にもかかわらず重い備品を背負って何日も飛び続けてきた。体力の限界に達するのも当然だ。他の竜たちも似にたようなものだった。

『アバディーン、あれを』

　と、ティアナが言った、前方に傾かたむきかけた遺跡が見えた。ほとんど骨組みだけになっているが、旧文明のものらしい直方体の高層建築。その周囲に小さな黒っぽい建物が放射状に広がり、雪の結けつ晶しようを思わせる広大な都市を形成していた。まさに「雪の都」にふさわしい姿だった。

「あれがルテニアか」

　ジャンはほっと胸をなで下ろした。戦闘が行われている様子はない。まるで眠ったように静かな街まちだった。ジャンは隣を飛ぶアネモネに身を乗り出した。

「もう少しでルテニアに着く。それまでどうにか……」

　ジャンの言葉が途切れる。遺跡を除いてこの都市には高低がない。いたるところでうっすら黒煙が上がっている。よく見ると建物の大半は破壊され、焼き払はらわれていた。見渡す限り焦こげた建物の残ざん骸がいが広がっているばかりだ。

　ルテニアは死の都と化していた。

　ジャンは自分の心臓を抑おさえて目を閉じた。喉のどが詰つまって呼吸ができなくなる。今のルテニアはあまりにもジャンの故こ郷きよう──機甲竜ヒユドラの業ごう火かに蹂じゆう躙りんされたサン＝クレルの都にそっくりだった。

（……遅おそかったんだ）

　幼おさなかった自分たちに竜騎士ドラグーンが来なかったように、ここに住んでいた人々にも助けは来なかった。

　結局、なにもできなかった。

『アバディーン！　前を見なさい！』

　と、ティアナが叫さけんだ。のろのろと顔を上げたジャンは目を瞠みはった。

　ルテニアの象徴とも言える高層建築の中から、次々と黒い機械の竜りゆうが飛び出してきた。瞬またたく間にその数は増え、首都の上で大編隊を形成する。うなり声のような駆く動どう音おんが風に乗って流れてきた。

　まるで巣から飛び出した蜂はちの群れだった。

（待まち伏ぶせだ）

　ジャンは歯を食いしばった。ここにはもう守るべきものは残っていない。なにもかもレガリオン軍が奪うばっていってしまった。
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　選抜隊の騎き竜りゆうたちは反射的に前進をやめて急停止した。

　隊列など気にする余裕もなく、互いの声が聞こえる距離に集まった。逃げなければならないことは誰だれもが分かっている。問題はどこへ逃げるかだった。

（……冷静になれ）

　ジャンは自分に言い聞かせた。今はここにいる全員が生き残ることが最優先だ。これ以上、誰も死なせるわけにはいかない。

　東西のセーロフ島がすでに占領されているとしたら、この国の外を目指すしかない。しかし、北方の他の国までは竜の翼つばさでも半日はかかってしまう。全速力で機甲竜ヒユドラを振り切った後で、さらにそんな長距離を飛べるのはティアナぐらいだろう。皆、セーロフ王国へ到着するまでに体力を使い果たしている。

　八はつ方ぽうふさがりの状況だった。

（どこへ行くにしても、俺たちが最さい後こう尾びだな）

　目もく視しする限りでは機甲竜ヒユドラの数は五十機ほどだ。多少囲まれてもティアナなら十分戦える。それに、ジャンは伝説の砲剣「ペイルライダー」の使い手だ。たとえ命中しないにせよ、追っ手に対する牽けん制せいぐらいはできるはずだ。

「……アバディーン」

　呼びかけに振り向くと、騎き竜りゆうのフリデリカに乗ったクリスが背後についていた。青ざめた顔に微笑を浮かべて、自分の砲剣「ファイアーフォックス」を軽く振ってみせる。

　ぼくが援えん護ごする、と言ってくれている──ジャンは深くうなずいた。クリスとフリデリカの助けがあれば、きっと切り抜けられる。

　その場にいた騎き士し候補と騎竜の視線が隊長のアダマスに集まった。どこへ向かうにしてもリーダーの決断を待またなければならない。

「全騎、一八〇度反転し、全速で南へ飛べ。集合地は昨晩の野営地だ」

　アダマスがかすれた声を張り上げる。重苦しい沈黙がその場を支配した。学院島が機甲竜ヒユドラ部隊に襲われた時よりも、生き残れる可能性ははるかに低い。しかし、他に選せん択たく肢しはない。

　とにかく全員が向きを変えようとした時、

『それではほとんど全員が死にます！』

　二十組の騎士候補と騎竜の頭の中に、ティアナの大声が鳴り響ひびいた。

『荷物をすべて捨てて東へ飛びましょう！　東セーロフ島まで着けば味方がいるはずです！』

　その場にいた全員が呆あつ気けにとられた。

「なにをおっしゃっているのですか。首都が落ちたことがお分かりにならないのか？」

　アダマスが聞き分けのない子供を叱しかるように言った。

「セーロフ王国軍などいるはずがない。彼らは負けたのです」

『いいえ、東へ撤てつ退たいしただけです！　今は詳くわしく説明している暇ひまがありません。わが同どう胞ほうたちよ、竜帝アレクシス第三皇女ティアナレルドがお前たちに命じます。生き残るために全力で東へ飛びなさい！』

　一番驚おどろいたのはジャンだったかもしれない。ティアナが皇女という立場をここまで露ろ骨こつに利用する姿を初めて見た。その効果は絶大だった──竜たちの精神には皇族への服従が刻きざみこまれている。ほとんど一いつ斉せいに東へ方向転換をしようとする。

「ふざけるな！　お前たち！」

　アダマスが裏うら返がえった耳障ざわりな声で叫さけんだ。怒りのあまり唇くちびるがわなわな震ふるえている。

「皇女だろうが誰だろうが、指し揮き権けんは隊長であるこのぼくにあるぞ！　全騎反転して南へ飛べ！　従わない者は抗こう命めい罪ざいで射殺する！」

　彼は砲剣の先を他の生徒たちに向ける。本当に引き金を引きかねない目つきだった。ジャンの頭にかっと血が上った。

「味方を殺してどうすんだ！　奴やつらの手伝いでもするつもりかよ！」

　ジャンはルテニアの方角を指さした。機甲竜ヒユドラ部隊はルテニアの市街地の上空を通りすぎ、選抜隊に迫せまってきている。

　アダマスは生徒たちの冷ややかな視線に気づいたらしく、のろのろと砲剣を下ろした。

「今朝出発したあの島まで、たどり着ける自信のある奴やつは今すぐ南へ行けばいい。それ以外の奴はティアナの言うとおり東へ飛ぼう……生き残りたいなら東を目指すしかないと思う」

　ジャンは一同の顔を見回した。ティアナが東セーロフ島に味方がいると断言する理由は分からない。しかし、この中で従軍経験があるのは彼女だけだ。実際の戦術がどのようなものか肌はだで知っている。彼女の判断なら信用できると思った。

　結局、南へ逃げる者は誰だれもいなかった。アダマスは砲剣を握にぎったまま呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。

「俺おれたちは最さい後こう尾びにつくから、誰か先頭を飛んでくれ。みんなを連れていく奴が必要だ」

　立候補する者がいなければクリスに頼もうかと思っていたが、すっと奥の方から手が上がった。意外なことにギル・デムランだった。

「……俺がやってやる。みんなから見えるように飛べばいいんだろう」

「デムラン、お前……」

　アダマスがうめき声を上げると、ギルはつらそうに目を伏せた。ジャンは二人の間に溝みぞができていることに初めて気づいた。バルバートルの王族であるアダマスと、ギルは主従のような関係を結んでいたはずだ。

「すいません、アダマス様。ジャンヌにも南へ飛ぶような体力は残ってないんです」

　ギルとジャンヌは向きを変えて東へ飛び去った。他の竜りゆうたちも二人を追って次々と移動を開始する。

『バルバートル卿きよう、デムランとジャンヌだけで皆を引っ張っていくのは困難です。あなたたちにも協力をお願いします』

　アダマスは表情の抜け落ちた目でティアナを見返す。そして、その背に乗っているジャンや、その背後にいるクリスたちにも視線を移した。反論しないところが逆に不気味だった。

　ぼそりと一言つぶやくと、騎き竜りゆうを駆かってギルたちの後を追った。

　突然、鋭するどい銃声があたりに響ひびき渡わたった。機甲竜ヒユドラ部隊の先頭の乗り手がジャンたちに長銃を向けている。もう射程距離内に入っているらしい。

「……俺たちも行こう」

　と、ジャンはクリスたちに言った。ティアナとフリデリカ、二体の竜は並んで東へ出発した。

　アダマスとソーニャがギルたちに並んで、列の先頭に立つのが見える。一人でも南へ向かうと言わなかったことにジャンはほっとした。銃口を皆に向けた時はどうなるかと思ったが、冷静になってくれたらしい。

　だとすると、さっきの声はきっと聞き違いだったのだろう。ジャンたちを見ながら、アダマスはつぶやいていた気がした──。

　必ず全員殺してやる、と。




　背中には不気味なうなり声を轟とどろかせる機甲竜ヒユドラたちが迫せまっている。

　東へ飛ぶ竜りゆうたちの背から次々と武具以外の装備が地面に落とされる。ジャンも雑ざつ囊のうや天幕を固定していた革の帯を外してそれに倣ならった。とたんに竜たちの速度が上がり、レガリオン軍をわずかに引き離した気がした。ひょっとすると追いつかれずに東セーロフ島まで辿たどり着けるかもしれない。

　ただ、もうどこかへ降りても野営することはできない。日が落ちるまでに友軍と合流できなければ、北方の寒さに命を奪うばわれてしまう。

「なんでセーロフの軍隊が東に撤てつ退たいしたって分かるんだ？」

　油断なく背後に目を配りながらティアナに尋たずねる。

「ちゃんと理由があるんだろ」

『レガリオン軍は首都ルテニアのある西セーロフ島に上陸したはずです。だとすると撤退先は東セーロフ島しかないでしょう。海峡を挟はさんでいますから守りやすいでしょうし』

　ジャンはしばし考えこんだ──全然答えになっていない。

「いや、だから……なんで全滅したんじゃなくて、撤退しただけだって分かったのか訊きいてんだよ」

『……発言の意図を分かっていなかったのに、さっきはわたしを支持したのですか？』

「お前が信じろって言ったんじゃねえか」

　ティアナがあんな必死に誰だれかを説得しようとするのは珍しいことだ。戦場から逃げようとしなくなった今も、彼女はずっと死を恐れ続けている。その感情に噓うそがあるはずがない。

「なに考えてんだか分からないこともあるけど、お前は俺のパートナーだからな。真まっ先にお前を信じるのが、その、当たり前で……」

　ジャンは途中で口をつぐんだ。言っているうちに恥はずかしくなってしまった。

『……ありがとう』

　と、彼女は言った。昨日の夜、天幕であったことをつい思い出してしまう。二日続けて礼を言われるなんて今まで一度もなかった。

『理由は簡単です……どの集落も完全に燃やされていたわりに、セーロフ人の死体が少なすぎました。軍人、民間人問わずです。本当の戦場がどういうものか、あなたもよく知っているでしょう？』

　確かに首都ルテニアも含めて、街かい道どう沿ぞいの町は入念に破壊されていた。穀こく物もつの倉庫や井戸まで使い物にならない状態だった。アバディーン戦せん役えきでもそういう村々を見たが、地面を埋うめつくすほどの死体が転がっているのが常だった。

「セーロフ王国軍が戦力を温存しながら撤退したってことか？　でもなんでレガリオン軍は町を全部燃やしたんだ」

　軍事拠点でもない施設をわざわざ燃やす理由はない。寒さをしのげる建物はもちろんのこと、備蓄された物資や水源は彼らにとっても必要なものだ。

『なぜレガリオン軍が燃やしたと思うのですか？』

　ジャンはがんと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚えた。まさか──。

「セーロフ人たちが自分で火を点けたってことか？　なんでそんな……」

『焦しよう土ど作戦です』

　ティアナの声に苦いものが混じった。

　戦史の教科書で読んだことがある。旧文明時代にしばしば採用された戦術だ。自じ陣じんにある物資や施設を焼き払はらいながら撤てつ退たいし、敵軍による現地での接収を困難にする──補給線の伸びきった敵には特に効果的だという。

『セーロフ王国軍はレガリオン軍の補給部隊も攻撃しているはずです。単たん騎きで活動できる竜騎士ドラグーンは、もともとゲリラ戦術に適しています』

　ルテニアに着くまでに見かけた敵の歩兵たちは、少人数に分かれてばらばらの方角へ進んでいた。あれは食糧を探し回っていたに違いない。セーロフ王国軍の「作戦」は効果を発揮しているのだ。

「……そのために首都まで焼くのか」

　ジャンは寒さむ気けを覚えた。レガリオン軍が侵攻してくる前にすべての民間人が避難したとはとても思えない。なんらかの事情で動けなかった人々が残っているはずだ。それに、運良く避難した人々も帰る家や財産を失っている。戦争が終わった後に彼らはどうなるのか。

　まともな人間の取る戦術とは思えなかった。

『この島にいるレガリオン軍のことで、もう一つ分かったことがあります』

　と、彼女は言った。

「なんだよ」

『この機甲竜ヒユドラはわたしたちがプラネッタの大会で戦った機体と違います』

　ジャンは背後を振り返った。そう言われてみると外見や駆く動どう音おんが微妙に違う。それに速度も少し遅い気がする。

「ひょっとして、学院島を襲った時の機体か？」

『ええ。最新鋭の機体ではないようです。重要拠点に配備されていたにしては、数もそう多いとは言えません』

　機甲竜ヒユドラは改良され続け、ここ数ヶ月でも性能が上がってきている。航続距離は大きく伸び、並みの竜程度の速度で飛ぶこともできる。

「……それってどういうことなんだ？」

『今回の侵攻でレガリオン軍の主力は地上軍ということです。つまり……』

　不意に大きな影かげが目の前に迫ってきて、ティアナが体を傾かたむけて避よけた。ジャンはバランスを崩くずしながら振り返る。瑠る璃り色いろの竜りゆうがみるみるうちに失速していくところだった。まったく翼つばさを動かしていない。ぐったりと頭を垂たれて、凧たこのように風を受けて漂ただよっているだけだ。

「アネモネ！」

　ジャンは声を限りに叫さけんだが、返事はなかった。意い識しきを失っているのかもしれない。彼女の背に乗ったラシードがジャンに顔を向けた。

「…………」

　お前たちは逃げろ、と言われた気がした。次の瞬しゆん間かん、二人の姿は後方から追いついた機甲竜ヒユドラの群れに吞のみこまれてしまった。
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　選抜隊はみるみるうちにラシードたちから遠ざかっていった。

　彼らは完全に四方を機甲竜ヒユドラに囲まれている。もう仲間たちに追いつくのは不可能だ。ラシードは竜りゆう鱗りんで作られた三さん節せつ棍こんを背中から引き抜いた。あまりにも原始的な武器に、機甲竜ヒユドラの乗り手たちが失笑を洩もらした。

　長銃の銃口と炎を吐はく金属の顎あぎとに囲まれながら、ラシードはどうすべきか冷静に考えていた。武術の盛んなカリクマの王族である彼は、一流の「戦士」としての教育を受けてきた。危機にあたっても平常心を保てるよう鍛たん錬れんを積んでいる。

（降こう伏ふくするか）

　いや、アネモネが危険だ。レガリオン軍は竜りゆうを捕ほ虜りよに取らないという噂うわさがある。いざとなれば戦時協定などいくらでも無視するだろう。

「…………アネモネ」

　低い声でパートナーに呼びかける。アネモネは風を操る竜ル気ンでかろうじて空中に留まっている。ほとんど気絶しかけていたはずだが、彼の呼びかけに反応した。

『……なに？　……ラシードくん』

　彼女はか細い声でつぶやいた。

「…………下に」

　ほとんど言葉を交わすことなく、二人は互いの意思を伝え合うことができる。

　突然、アネモネは風の竜ル気ンを止めて隕いん石せきのように地面へ落下していく。機甲竜ヒユドラの乗り手たちは二人を完全に見失い、同じ空域に静止したままだ。

　地平線よりもずっと手前、一粁キロほど東に黒々とした森が見える。そこまで逃げこめば、ひょっとすると敵をやり過ごせるかもしれない。

「…………森へ」

　と、ラシードは指示を出した。地表近くでどうにか体勢を立て直したアネモネは、雪混じりの原野の上をふらふら飛び始める。

　ひそかにラシードは歯嚙がみした。自分の無力が腹立たしかった。こんな状態の彼女にも飛び続けるよう指示しなければならない。

　体の弱いアネモネはこの遠えん征せいでひたすら無理を重ねてきた。選抜隊に任命された時、ラシードは辞退も考えたが、行こうと言ったのは彼女の方だった。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶ。ラシードくんの足を引っ張らないように頑がん張ばるから」

　その言葉に甘あまえすぎていた。疲つかれきっていたことも気づいていたのに、結局なにもできなかった。

　背後やや頭上から複数の駆く動どう音おんが近づいてくる。機甲竜ヒユドラの小隊が降下しながら、連発式の長銃でラシードたちを狙ねらっている──全部で五機。

　嵐あらしのように銃声が鳴り響ひびき、耳元をかすめる弾だん丸がんを感じた。

（アネモネに当たる）

　竜りゆう鱗りんの三さん節せつ棍こんの連結部を切り離して三本にする。右手から風の竜ル気ンを流しこみ、そのまま大きく振りかぶると、渾こん身しんの力をこめて投とう擲てきした。

　三本の短い棍は大気を引き裂きながら一直線に飛び、三機の機甲竜ヒユドラの胴どう体たいや翼つばさをずぶりと貫つらぬいた。機甲竜ヒユドラたちは黒煙を上げながら背後へと遠ざかっていく。

　あまりの威い力りよくに残った二機の乗り手たちが顔色を変えた。それでも、追跡をやめようとはしなかった。ラシードの心に初めて焦あせりが生じた。もう手元に武器は残っていない。

　ラシード・カリクマーンは竜騎士ドラグーンとして重大な欠点を抱かかえている。

　彼は騎き士しの武具である砲剣を一切扱うことができなかった。カリクマは古来から武術が盛んで、王家は自国の民に銃器の使用を戒いましめている。武器はあくまで鍛きたえられた肉体の延長であり、引き金を引くだけで敵を倒せる銃は「邪じや道どう」と見なされていた。

　平民出身の竜騎士ドラグーンたちは砲剣の使用も容認されているが、王族のラシードはこの非合理的な「伝統」を守らなければならない立場にある。

　彼には遠距離の敵と戦う手段がほとんどない──接近が難しい機甲竜ヒユドラを相手にする時は特に不利だった。

（それでも戦うしかない）

　ラシードは拳こぶしを握にぎりしめる。まだ彼は諦あきらめていなかった。アネモネの背でくるりと向きを変え、機甲竜ヒユドラが近づいてくるのを待まちかまえる。飛び移って兵士を叩たたき落とすつもりだった。

　しかし、機甲竜ヒユドラの乗り手は慎しん重ちようだった。さっきの棍の投とう擲てきを見て警戒しているのだろう。距離を置いて長銃を彼の胸に向ける。もうアネモネには待たい避ひ行動を取ることもできない。

（撃うたれる）

　そう思った瞬しゆん間かん、巨大な青白い光の塊かたまりがラシードたちと機甲竜ヒユドラとの間を通りすぎていった。落らく雷らいでもあったようにあたりの空気がびりっと震ふるえる。意表を突かれた機甲竜ヒユドラの速度が緩ゆるむ。

　頭上を見ると赤毛の少年を乗せた金色の竜りゆうが一直線に急降下してくる。ヴィクトル・アバディーンとティアナだった。安あん堵どと驚おどろきで体の力が抜けそうになった。
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　まさか助けに来てくれるとは。遅れた者は当然切り捨てなければならない状況だというのに。

『カリクマーン！　アネモネ！　乗りなさい！』

　ティアナの声が頭の中にはっきり聞こえた。なににどうやって乗るのか首をかしげていると、彼を乗せていたアネモネの体が青い光に包まれた。両足の下にあった竜りゆう鱗りんの感触が消える。彼女の体はみるみるうちに小さくなり、やがて小こ柄がらな少女の姿に変わる。

（……そうか）

　なにもない空間に投げ出され、落下しながらラシードはようやく理解した。アネモネの体を引き寄せて、両腕でしっかりと抱きしめる。すると真ま下したに金色の竜りゆうがすべりこんできた。ラシードは赤毛の少年の後ろに、アネモネごとどすんと腰を落とす。振り向いたアバディーンが、二人のベルトに予備の安全索さくをくくりつける。

「確保した！　行け！」

　アバディーンが叫さけぶ。低空を滑すべるように飛んでいたティアナが無言で加速した。さっきラシードたちが目指していた森の上に出る。ラシードは膝ひざの上にいるアネモネの様子を確かめる。人の姿に変身したと同時に、今度こそ完全に意い識しきを失ってしまった。ひどく青ざめて憔しよう悴すいしきっている。閉じたまぶたまで落ちくぼんで見えた。

　不意にアネモネと自分の頭上に黒い影かげがかかった。振り返ると一機の機甲竜ヒユドラが彼らのすぐ後方にまで迫せまってきていた。昆虫のような不ぶ気き味みな赤い単眼が彼らを見下ろしている。金属の口が大きく開き、その奥で赤い光がどろりと瞬またたいた。

（……火炎放射）

　反射的に覆おおいかぶさってアネモネの体を守ろうとする。丸めた背中の上から、大だい口こう径けいの美しい砲剣がすっと突つき出される。騎き竜りゆうの上に立ち上がったアバディーンが、「ペイルライダー」を機甲竜ヒユドラの首に向けていた。

「……消えろ」

　再び雷かみなりを帯びた青白い光が放出され、機甲竜ヒユドラの首から上が消失した。慌あわてふためく乗り手を乗せたまま、制御不能になった飛行兵器は針しん葉よう樹じゆの森の下へと落下していった。

「なにやってんだティアナ！　追いつかれてるぞ」

『うるさいですね、分かってます！』

　ティアナの翼つばさの動きが速くなった。ラシードたちの頭上は機甲竜ヒユドラで埋うめつくされている。部隊のほぼ全機がこの空域にいるようだった。クリスとフリデリカがはるか上空を飛び回って、部隊の一部を引きつけている。どうやら彼らは二騎きだけで助けに戻ってきてくれたらしい。ラシードの胸が熱くなった。

「…………ありがとう」

「そんなの気にすんな。お前に助けられたことだってあるだろ」

　アバディーンが「ペイルライダー」を撃うちながら声を張り上げた。機甲竜ヒユドラ部隊の主力はティアナの方に狙ねらいを定めているようだ。おそらく竜帝国シヤンバラの皇女だと気づいたのだろう。数十機でラシードたちを遠巻きに取り囲み、じわじわと距離を詰めながら発砲してくる。アバディーンの砲剣の威力でかろうじて敵を近づけずに済んでいるが、引き離すことはできない。ティアナは縫ぬうように銃撃を避けながらどうにか東へ飛び続けている。

「ティアナ！　もっと早く飛べ！」

『簡単に言わないで下さい。いつもだったらこんなに……』

　ティアナははっとしたように話をやめた。彼女の後悔の念がじわりと伝わってきた。アバディーンも察したのか、それ以上なにも言おうとしない。

（人数のせいだ）

　いつもだったらこんなに大勢乗せていない──ティアナはそう言いたかったのだ。アバディーンも含めて三人も背に乗せている。いくら「最速の雷らい竜りゆう」でも飛行能力に限界はある。

　せめてもう一人少なければ、話は違ってくるはずだ。

「…………アバディーン」

　敵を近づけまいと発砲を続ける赤毛の級友に、ラシードは声をかけた。こっそりとアネモネの体を自分の膝ひざから降ろすと、自分のベルトについていた安全索さくを外した。この中で一番ティアナに負担をかけているのは自分だ。

「なんだよ？　悪いけど今忙しいんだ。手短に話せ！」

「…………アネモネを頼む」

「えっ……」

　ラシードが竜りゆうの背にすくっと立ち上がると、アバディーンの顔がこわばった。なにか言いかけるのを無視して、足下に広がる森に勢いをつけて飛び降りようとした──。

『ラシード・カリクマーン！』

　頭の中でティアナの怒りに満ちた絶ぜつ叫きようが爆発した。山びこのような反はん響きようにめまいを起こしかけたラシードの腕を、アバディーンがしっかりとつかんだ。

『わたしの背から勝手に降りることを禁じます！　この程度の危機を切り抜けられないほど、わたしはもう無力ではありません！』

　その声のあまりの激しさに気け圧おされて、再びラシードは竜の背に腰を下ろした。この皇女がこんな風ふうに怒りを露あらわにするなど想像もしていなかった。

「ラシード、頼むからやめてくれ」

　アバディーンが静かに言った。

「お前を置いていったらアネモネが悲しむ。パートナーを犠ぎ牲せいに生き残って、嬉うれしい奴やつなんか誰だれもいないんだ」

「…………でも」

「少しは俺おれたちを信用しろよ……別にお前らと心中しに戻ってきたわけじゃねえぞ」

　ラシードは頭こうべを垂たれた。ここで自分が犠牲になってしまったら、助けに来た彼らの行動を否定することになってしまう。彼らが信じろと言ったのだから信じるべきだ。

「…………すまなかった」

　この瞬しゆん間かん、ラシードは心に誓ちかった──今後はこの友人たちに尽つくそうと。もし彼らが危機に陥おちいることがあったら、全力を傾かたむけて必ず助け出す。アネモネもきっと協力してくれる。

「分かればいいんだよ、分かれば」

　アバディーンは額ひたいの汗を拭ふきながらにやっと笑った。

「ちょっと待ってろ……すぐに突破して……」

　突然、彼は竜の背にがくんと膝ひざをつきそうになった。

『どうしたのですか、アバディーン』

「なんでもない……別に平気だ」

　いつのまにか肩で大きく息をしている。「ペイルライダー」のせいで疲つかれきっているのだ。この砲剣は発砲するたびに莫ばく大だいな竜ル気ンや生気プラーナを消費する。連発が難しいという欠点があった。

　機甲竜ヒユドラ部隊はアバディーンの隙すきに気づいて一気に動いた。十機ほどが左右に縦じゆう列れつ編隊を組み、挟はさみこむように距離を詰つめてくる。

　金属の首が一いつ斉せいにラシードたちを向き、赤い炎を吐はき出し始める。直接炎が当たる距離ではなかったが、熱気で視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。このまま包囲の輪が閉じきったら、自分たちは消し炭と化すだろう。逃げる場所はない。上に行けばもっと多くの機甲竜ヒユドラの群れがいる。足下の森に降りれば森ごと焼き払はらわれる。今度こそ進退窮きわまった──。

　不意に火炎放射が止まった。

　慌あわてたように機甲竜ヒユドラが急上昇していく。レガリオン軍のものとは違う銃声が大きく轟とどろいた。ラシードとアバディーンが頭上を見ると、どこからか現れた数十騎きの竜りゆうたちが、レガリオン軍と空中戦を繰り広げていた。

　救援が来たらしい。

（選抜隊……？　いや、違う）

　竜の背に乗った騎き士したちは、同じ軍服と防具を身に着けている。彼らが激しく動き回るたびに、機甲竜ヒユドラが次々と森に落ちていく。徐々にレガリオン軍を押し戻し始めた時、一体の竜が高度を下げてティアナに並んだ。その背には白いひげを伸ばした白髪の老人があぐらをかいている。竜騎士ドラグーンというよりは隠いん居きよした村の長老という風ふう貌ぼうだった。

「よう、赤毛の坊主。二ヶ月ぶりだの」

　老人はアバディーンに抜けた歯を見せて笑いかける。

「……どうも」

　と、「坊主」呼ばわりされた方も挨あい拶さつを返す。ラシードは老人が何者なのか気づいた。二ヶ月前のプラネッタの大会で、アバディーンたちが対戦したセーロフ騎士団チームの一員だ。海ユ洋ニ連オ合ン一の射しや撃げきの腕前を持つと言われる遊撃手。

「わしはセーロフ騎士団長ジガ・ヴェルトフ。ここから十粁キロ東のタラス要よう塞さいからお前たちを迎えに来た」
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　東西のセーロフ島は巨大な橋で繫つながっている。旧文明の時代に架かけられたもので、金属でも石でもない軽く堅けん牢ろうな素材で造られている。海峡の荒波や流氷に耐え、千年近く交通の要よう衝しようとしての役割を果たしてきた。おそらく古代には名前もあったはずだが、セーロフ人たちはこの唯ゆい一いつ無む二にの建造物を単に「大橋」と呼んでいる。

　東西の両端にはそれぞれ大門があり、要塞によって守られていた。かつて東西のセーロフ島の間で内戦が何度か起こっており、大橋は勝敗の鍵かぎを握にぎる重要な施設だったからだ。

　今、西セーロフ島側のタラス大門を守る要塞には、セーロフ王国の一軍が立てこもっている。レガリオン軍が侵攻してから三日、西セーロフ島の大半は占領されてしまったが、タラス要塞だけは違っている。ここがレガリオン軍とセーロフ王国軍の対たい峙じする最前線だった。

「……それでは、わたしたちが騎士学院グランデコルを出てすぐに、レガリオン軍は西セーロフ島に上陸していたのですね」

　と、ティアナが言った。

「そういうことになるかの……思ったとおりの強さじゃった。ほんの三日でわが国の半分が占領されてしもうたわ」

　ヴェルトフは苦笑いを浮かべた。

　二人の話を聞きながら、ジャンは広い室内を見回した。要よう塞さいらしく頑がん丈じような石組みの部屋には、窓まどがどこにも見当たらない。中央には大きな円えん卓たくが置かれ、会議ができるようになっている。

　ジャンとティアナ、クリスとフリデリカは、タラス要塞に着いてすぐに、総そう督とくの執しつ務む室しつに連れてこられていた。ラシードたちは先に到着していた選抜隊の他のメンバーと合流している。一人も欠けることなく生き延びたことに、ジャンたちは安あん堵どしていた。

「……このじいさんが団長って知ってたか？」

　ジャンはクリスに小声で話しかける。ヴェルトフは長年に渡ってセーロフ騎き士し団だんを束たばねてきた竜騎士ドラグーンで、タラス守備軍の指し揮き官かんでもあるという。彼女は大きく首を横に振った。

「まさか。全然知らなかったよ……射撃の達人ということ以外は。そもそも名前も聞かなかったし。君は知ってた？」

「……全然」

　プラネッタのチームでも中心になって活躍していたが、まさか最前線で騎士たちを率いているとは思ってもみなかった。そもそも現げん役えきでいることが信じられないほどの高こう齢れいだ。

（ってことは、クリスはセーロフ騎士団の団長に実力を認められたのか）

　彼女は卒業後にセーロフ騎士団に来いと言われている。団長直々の勧誘なら確実だろう。クリスの実力を認め、受け入れる者がいるのはジャンにとっても嬉うれしいことだった。

　もっとも、その前にレガリオン軍との戦争に勝たなければならないのだが。

「お前さんたちもこっちへ来てくれんか」

　ヴェルトフは円卓の上に地図を広げている。ジャンたちは呼ばれるままに円卓に近づいていった。

「今の詳しい戦せん況きようと、騎士学院グランデコルの選抜隊にやってもらいたいことを説明しよう。わが軍の機密事項にも触ふれるから、他の隊員に話す時は気をつけるようにな」

「すみません、ちょっと」

　円卓から少し離れて立っていたフリデリカが口を開いた。

「あたしとクリスがこの場にいて大だい丈じよう夫ぶなんですか？　大事なことを話すなら、あたしたち席を外してた方が……」

　ヴェルトフはあごひげを撫なでながら不思議そうに首をかしげた。

「別に問題はなかろう……副隊長とその騎き竜りゆうがその程度の話を聞いても」

　さも当然のように彼は言った。それもそうか、と一いつ瞬しゆん納なつ得とくしかけたジャンは、慌あわてて手を振りながら否定した。

「いやいやいやいや、副隊長は俺おれです！」

「ん？　お前さんが隊長で、そこのキッドマンが副隊長ではないのか？　取り残された隊員を二人で助けに行っとったろう」

　完全に勘違いされている。隣となりにいたクリスも口を開いた。

「ち、違います。ぼくはなんの役職にもついてません……隊長はアダマス・バルバートルです」

　ヴェルトフは額ひたいに指を当ててしばし考えこむ。誰だれのことを言っているのか、思い出すのにしばらく時間がかかった。

「おお、あいつか。なんというか、影かげの薄うすい隊長じゃったな。この際、お前さんと取り替えた方がよくはないかの。わしも憶おぼえ直す手間が省はぶけることだし……」

　ジャンは顔をしかめる。案外、無む茶ちやなことを言う老人だ。どう考えてもジャンは隊長として皆を率ひきいる器うつわではない。もっとふさわしい者が他にいくらでもいる──。

（……バルバートルはどうなんだ？）

　アダマスが皆に砲剣を向けた瞬しゆん間かんを思い出すと、まだ胸がむかむかする。あれが隊長のすることか。以前から仲の悪いジャンやクリスだけではなく、他の生徒たちにも敵意を隠かくさなくなってきた気がする。

「ぼく、バルバートルを呼んできます」

　クリスが扉とびらの方へ歩きかける。

「いや、せっかくだからここで話を聞いていくといい。お前さんはその資格を持っておる……バルバートルには、後から改めてわしから説明しておく」

　ヴェルトフの口調は穏おだやかだが有無を言わせなかった。クリスは困ったようにジャンの顔をちらりと見る。

「……いいんじゃないか？」

　セーロフ騎き士し団だんの団長がそう言っているのだから。アダマスと顔を合わせずに済むなら、ジャンとしてはどんなことでもありがたかった。




「今の戦せん況きようはこの地図に描かれておるとおりじゃ」

　ヴェルトフはそう言って西セーロフ島の地図を指さした。首都ルテニアを中心に張りめぐらされた街かい道どうと集落の位置。森林や山河などの地形も記された精せい巧こうなものだ。

　そこに赤い矢印と数字がぎっしり描きこまれている。矢印は北の海岸から出発し、いくつも枝分かれして様々な方角に進み、西セーロフ島のほとんど全域を埋うめつくしていた。複数の街道の終点であるタラス要よう塞さいにも、矢印が三方向から迫せまってきていた。

「見れば分かるだろうが、赤い矢印がレガリオン軍の進撃経過じゃよ。西セーロフの領土はほとんど連中の手に落ちておる」

　ヴェルトフは軽くため息をついた──確かに気が重くなるような地図だった。

「ただ、これは地上軍に限っての進撃経過でしょう？　領土以外でまだセーロフ側に残っているものもあるのではないですか」

　と、ティアナは言った。老人はちょっと驚おどろいたように彼女に視線を送った。

「やはり、アバディーン戦せん役えきをくぐり抜けてこられた方は一味違うの……話が早いわい」

「え……どういうことなんだ？」

　ジャンは小声で尋たずねる。自分もアバディーン戦役をくぐり抜けているはずだが、なんの話かさっぱり分からない。

「……制空権をレガリオン軍に握にぎられたわけではない、ということだと思うけど……」

　クリスが控ひかえめに答えを口にした。ヴェルトフは意を得たというように深くうなずいた。

「うむ、その通り。今回のレガリオン軍の主力は地上軍じゃ。機甲竜ヒユドラは古い型のみで、数もせいぜい百機というところ……とても西セーロフ全域の空を掌しよう握あくしきれておらん。こちらは連中の後方をいくらでも攪かく乱らんできる状況じゃ。戦況をひっくり返すところまでは行かんが、戦線を停滞させることはできておる」

　そういえば、ティアナがそんな話をしていた──セーロフ王国軍はゲリラ戦術を取り、レガリオン軍の補給部隊を攻撃しているはずだ、と。

「重要なことは最新鋭の機甲竜ヒユドラどもが戦場におらんということじゃ。つまり、機甲竜ヒユドラ部隊を統とう括かつする『黒の鉄姫』……グロリア・レガリオンはまだこの島に到着しておらん」

「えっ！」

　思わず声を上げてしまった。「黒の鉄姫」がこの島にいない──ジャンにとっては驚くべきことだったが、ティアナは当然と言いたげにうなずいた。

「やはり、そうでしたか」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ……でも、今までレガリオン軍が戦争をしかける時は、あいつが作戦立ててきたはずだろ？　今回は違うってことなのか？」

「そうではないでしょう。なんらかの事情で到着が遅れているだけだと思います。わたしに北方侵攻計画の情報を洩もらしたのも……その、『黒の鉄姫』の側近でしたし」

　ティアナは口ごもりながら言った。なぜかジャンから目をそらしている。

「まあ、奴やつもレガリオン帝国内では政敵も多いと聞いておる。戦場に来たくとも来られない時もあるのだろうよ。その間、こちらは援軍が着くまでの時間稼かせぎができるが……」

　不意にヴェルトフが牙をむくように歯を見せて笑った。両目に帯びた凄せい惨さんな光に、ジャンの背せ筋すじが冷たくなった。

「三年前のようにあいつと手合わせできんのが、わしとしてはいささか残念だがの」

　この老人もアバディーン戦役に参戦していた。「黒の鉄姫」を仕留めたいと願っている者は、ジャンだけではないらしい。

「……各国の援軍はどの程度到着しているのですか？」

　と、ティアナが尋たずねる。老人はかすかに眉まゆをひそめた。

「ウルスの騎き士し団だんだけじゃな、今のところ。明日中にはカリクマとバルバートルからも援軍が来てくれるようじゃが、他の国はどうか分からん。レガリオン軍を足止めしながら、東セーロフ島に海ユ洋ニ連オ合ンの戦力を集めることがわしらの当面の目標ということになる」

　ヴェルトフは言葉を切ってジャンたちの顔を順々に見ていった。

「……とにかく、数日は今の状態が続くことじゃろう。そこで、お前さんたちにやって欲しいことがある」

　ヴェルトフは一同に地図を見るよう促した。

「赤い矢印の他に青い点が描かれておるのが分かるかの？」

　さっきからジャンも気になっていた。小さな青い点が地図全域の街かい道どう沿ぞいに広がっている。その隣となりにはそれぞれ違う数字が書きこまれていた。だいたい十から二十の間といったところだ。なにかの順番というわけでもないらしい。

「……なんなんですか、この数字」

　と、ジャンは尋ねる。わずかにためらってから、ヴェルトフは口を開いた。

「わしらが焼いた町から逃げ遅れ、助けを求める領民の数じゃよ」

　ジャンは目を見開いた。地図の上に置かれた拳こぶしが震ふるえ始める。

「お前さんたちに頼みたいのは、彼らを空から迎えに行くことじゃ。地上軍に攻撃される危険はあるが、なるべく多くタラス要よう塞さいまで運んで……」

「ちょっと待まてよ」

　思わずヴェルトフの言葉を遮さえぎった。

「本当に焦しよう土ど作戦をやったのか？　騎士のくせに自分の国を焼いて回ったのかよ！」

「うむ。わしと国王が話し合って決めた」

　ジャンは言葉を失った。そんな作戦を取ったことも信じたくなかったが、まさか目の前に発案者がいるとは。

「レガリオン軍の進撃を少しでも遅らせるには、他に選せん択たく肢しがなかったんじゃ」

　相手の落ち着き払った物言いに我慢できなくなった。体の奥から怒りがこみ上げてくる。

「ふざけんな！　自分の家を焼かれた人たちはどうなるんだよ？　戦争が終わったって帰るところもねえじゃねえか！」

「領土は残っておる。家ならわしらも一緒に建て直すわい」

「勝手なこと言いやがって。あんたらには住むところぐらいいくらでもあるだろ！」

「……わしらにもないんじゃ」

　ヴェルトフは静かに言った。

「この作戦を取ると決めた時、お前さんのように反対する者が大勢おった。彼らを速やかに説得するために、国王はご自身の住まうルテニアの王城を、わしは先祖伝来の自分の屋敷を焼き払った……残った全財産も復興のために提供すると約束しておる。わしも国王も一文なしなんじゃ」

　ジャンはなにも言い返せなかった。彼らも好きこのんでやったわけではない。レガリオン軍の侵攻を目前にして、断だん腸ちようの思いで決断したことなのだ──しかし、だからといって納得はできない。どんな理由であれ、住む場所を失うのは耐たえがたいことだった。

「……今の状況でもタラス要よう塞さいを守り続けているのは、ここへたどり着いた避難民を東セーロフ島へ逃がすためですね」

　ティアナがおもむろに口を開いた。

「援軍を待って態勢を立て直すなら、この要塞も捨てて大橋を落とし、東セーロフ島に立てこもる方がはるかに合理的です。橋がなくなれば、今のレガリオン軍が海かい峡きようを渡るのはきわめて難しくなりますから」

「……なんでもお見通しだの」

　ヴェルトフは力なく微笑ほほえむと、円卓の椅い子すに腰を下ろした。丸めた背中は今までよりも小さく見えた。

「実はもう国王は大橋を落とす決断を下された。近いうちに敵軍が大幅に増援されるという情報が入ったものでな。二日後の日没と同時に要塞と大橋を爆破し、我われらは撤てつ退たいすることになっておる。わしもだいぶ粘ねばったんじゃが、それ以上の猶ゆう予よはいただけなかった……」

　棒ぼう立だちになっているジャンに、老人は視線を合わせた。ジャンも正面から彼を見つめ返すしかなかった。

「わしは残された時間でできるだけ多くの領民たちを東セーロフ島に逃がしたい。わしらをどう評価しようと一向に構わん。しかし、お前さんも協力してくれんか？　アバディーンの王子よ」

「……分かった」

　ジャンはうなずいた。行ってみてやれることをやる──そう心に決めていたはずだ。住む家を焼かれて取り残された人々も、避難できなければ怒ることもできない。

　彼は気持ちを切り替えるつもりで、地図に描かれた青い点を一つ一つ確認していった。

「どうして青い点の場所に逃げ遅れた人たちがいると分かるんですか？」

　ジャンの隣となりで地図を見ていたクリスが口を開いた。

「レガリオン帝国が北方を狙ねらっているという情報をお前さんたちがくれたじゃろう。国王の発案で国中に電信線を張りめぐらせたんじゃ。レガリオン軍がどこに現れても素早く対応できるようにな……結局、連中を迎え撃うつにはほとんど役に立たなかったが、まだ使える通信所に避難民が集まって、このタラスへ救援を求める通信を送っとるんじゃよ」

（ん……？）

　ふと、ジャンは地図の北の端に目を留とめた。イシクという名の海沿ぞいの町がある。レガリオン軍の上陸地点のすぐそばだった。そこに描きこまれた青い点がさらに赤い丸で囲われている。人数は三人だけ──大人一人に子供二人。他の場所に比べると一ひと桁けた少ない。

「……これ、なんで丸印もついてるんだ？」

　と、ヴェルトフに尋たずねる。クリスに熱心に話しかけていた彼は、ジャンの指さした場所に目を近づけた。

「ああ、ここか。通信文が途中で切れとったらしくての、どこまで情報が正確か分からん。できれば現地に人を差し向けて調べたいところじゃが、この町の沖合にはレガリオン軍の海軍が集結しておる。機甲竜ヒユドラの数も多くて、近づくのはなかなか難しい……」

　老人は舌した打うちをしながらこつこつと数字を叩たたいた。よく見るとその下にはさらに書きこみがある。どうやら人の名前のようだった。

「……ニール・エドワース」

　と、ジャンは読み上げる。

「ああ、それは通信を送ってきた者の名前じゃな。通信技師ではなかったようじゃが」

　突然、クリスが身を乗り出してきて、地図の書きこみを凝ぎよう視しした。

「レガリオンからの亡ぼう命めい者しやですか？」

「確かにレガリオン風ふうの名前じゃが、どうかの……いや、待まてよ。イシクには亡命してきたレガリオン人たちの経営する修しゆう道どう院いんがあって、孤こ児じたち養われていると聞いたことがある。ひょっとするとそこの者かもしれんな。なんじゃ、お前さんの知り合いか？」

　クリスは地図から目を離してすっと背せ筋すじを伸ばした──ごく自然なしぐさのようにも、答えるまでの間を取ったようにも見えた。

「……いいえ。違います」

　彼女はどことなく硬かたい声で言った。




　　　　８




　その夜──。

　フリデリカはクリスとともにタラス要よう塞さいの城じよう壁へきに上がった。肌はだを刺さす寒風が海かい峡きようから吹きつけてきて、フリデリカは体を縮ちぢこまらせる。炎の竜ル気ンを操あやつるせいなのか、彼女は昔から寒さが苦手だ。これから一晩中飛ぶことになると思うと、早くも心が折れそうだった。

　騎士学院グランデコルの選抜隊の生徒たちも含めて、要塞にいるほとんどの者は眠りについている。敵が攻めてくる可能性は低いせいか、海に面した城壁の巡じゆん回かい路ろに見張りはいないに等しい。誰だれにも気づかれることなく出発できそうだった。

「海岸線に沿って北西に飛べば、三時間ぐらいでイシクに着けるはずだよ」

　クリスの言葉に、フリデリカはうなずいた。

「うん、そうだね」

　これからイシクへ行って、「ニール・エドワース」を含む三人の避難民を連れてくることになっている。敵軍の集結する地域を避けながら、そんな大人数を乗せて飛ぶのは初めてだが、パートナーの頼みとあれば仕方がない。




「ニール・エドワースは恩おん人じんなんだ」

　クリスはヴェルトフの執しつ務む室しつを出てすぐ、人ひと気けのない通路でフリデリカにそう打ち明けた。

「同じ船でレガリオン帝国から亡ぼう命めいした人だよ。彼が一緒にいなかったらぼくは国外に出られなかったかもしれない……カリクマで別れる時に北方へ行くと言っていた」

「じゃ、どうしてさっきそう言わなかったの？」

　自分の恩人だと話せば、ヴェルトフも救出に協力してくれたかもしれない。しかし、クリスは首を横に振った。

「彼はぼくがこうして騎士学院グランデコルにいることを知らない。ぼくの名前を出して助けるわけにはいかないよ」

「どうして？　あたしたちだけじゃ辿たどり着けないかもしれないよ。セーロフ騎き士し団だんにも協力してもらえばもっと確実に……」

「彼はマキナ教の司し祭さいなんだ……と、言っても今のレガリオン帝国を支配している強引な統一主義者じゃない。機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナを信仰しているけど、竜りゆうとの共生を唱える穏おん健けん派はなんだ。本国で異い端たん扱いされて亡命せざるを得なかった。彼らは戒かい律りつで噓うそをつくこと……特に身分を偽いつわることを堅く禁じてる。噓を黙認するのも罪つみなんだ」

　ようやくフリデリカにも話が見えてきた。亡命した時のクリスを知っているなら、本当の性別も知っている。

「……その人がクリスの正体をバラしちゃうかもしれないってこと？」

「それは分からない……でも、見逃してくれたとしても彼が苦しむことになる。すごく真面目で自分に厳しいんだ」

「なんかややこしい人だね……」

　と、フリデリカはつぶやいた。人間の宗教のことはよく知らないが、命が危ない時ぐらいその神様も許してくれるのではないだろうか。

「でも、このままだと救出されずに西セーロフ島に取り残されるかもしれない。レガリオン軍に捕まって本国に連れ戻されたら、間違いなく思想犯として処刑される。ぼくの両親と同じように」

「でもさ、クリス本人が迎えに行ったらやっぱりバレちゃうんじゃない？　その人に顔は知られてるんでしょ？　誰だれかに行ってもらうように頼むとか……」

「元もとレガリオン人を優先して助けたがる竜騎士ドラグーンなんていないよ。顔を見られないようにして、あまり喋しやべらなければなんとかなると思う。夜中だしね」

　フリデリカは腕を組んで考えこんだ。どうも自分たちだけではうまくいく気がしない。少なくとも誰だれか協力者が──。

「あ、そうだ！」

　彼女はぱんと両手を叩たたいた。

「じゃあ、アバディーンとティアナ様に頼んだら？　アバディーンならクリスの事情も知ってるし、クリスの頼みなら聞いてくれるよ」

　この上ない名案だと思ったが、それでもクリスは頑がんとして受けつけなかった。

「なるべく彼を巻きこみたくないんだ。勝手に外出するのは命令違反だし……せっかく副隊長になったのに、ぼくのせいで迷惑をかけたく……あっ」

　クリスははっとしたようだった。たぶん、フリデリカは微妙な顔つきになっていたはずだ。

「ごめん……君を力いっぱい巻きこんでいるのに……」

「別にいいわよ。パートナーなんだから」

　別に恋人じゃないし、と心の中で付け加えた。迷惑をかけたくないというのは、迷惑をかけていない自分を見て欲しいということ──そういう自分を好きになって欲しいということだ。それが今の彼女にとってとても大事なことになっている。

（あの赤毛のどこがいいんだか）

　クリスが他の誰かと親しくなっていくのは、自分から遠ざかっていくようで寂しい。今まではフリデリカが彼女を独占していたのに。こういう気持ちにも少しずつ慣れていかなければならないのだろう。

　最近、分かってきたことがある。

　騎き竜りゆうはいつも騎き士しの近くにいて、友達にも恋人にも家族にもなれそうに思える。でも、結局はどの関係にもなれないのかもしれない。




「……ん？」

　城じよう壁へきの上で変身しようとしていたフリデリカは、目を細めてあたりを見回した。誰かに物陰からじっと見られている気がする。うなじにねっとりとへばりつくような不快な視線。昼間にヴェルトフの執しつ務む室しつを出た時も同じように感じた。

「どうしたの？　フリデリカ」

　クリスが首をかしげている。彼女はなにも感じていないらしい。ただの考えすぎか──いや、やっぱりなにか変だ。

「誰かいるんでしょ？」

　低い声で呼びかけてしばらく待まつ。すると、まったく見当違いの塔とうの入り口から人ひと影かげが現れた。腰に砲剣を差した赤毛の少年。クリスがぱっと顔を赤らめた。

「ど、どうして……」

「昼間から変だと思ってたんだ」

　と、アバディーンは言った。

「イシクにいる人って知り合いなんだろ？　なんで言わなかったんだよ？」

「君に迷惑がかかると思って……」

「俺おれといつも一緒にいるんだろ。誰だれにも手出しはさせないって言ってたじゃねえか」

「え？　う、うん……言ったけど……そんな大きな声で……」

　クリスは恥はずかしそうにうつむいてしまう。フリデリカもつい見とれるようなかわいいしぐさだったが、アバディーンが気にかける様子はなかった。彼は勢いよく親指を自分に向ける。

「だったら俺も一緒にイシクへ行く。俺もお前を守る」

　と、力強く言った。

（……これでよかったのよね）

　フリデリカは心の中でつぶやいた。これで自分の負担も減る。最初からアバディーンに話すべきだったのだ。

　ただ、クリスと二人きりで行くことはないと思うと、どこか残念に思う自分もいる。




　氷のような青白い月が空高く上っている。

　ジャンはティアナの背に乗って、岸がん壁ぺきをすぐ左手に見ながら波の上を飛んでいる。クリスとフリデリカはそのすぐ背後についてきていた。

『もうすぐイシクです』

　ティアナの言葉に、ジャンはほっと息をついた。ここまでの道中は思った以上に危険だった。西セーロフ島の北側の沖にはレガリオン軍の艦隊が集結しており、それを護ご衛えいする機甲竜ヒユドラもつねに哨しよう戒かいしていたからだ。

　かといって陸上を飛べば街かい道どうを固める歩兵部隊に発見される。たびたびルートを切り替えて、地形を利用しながら敵の死角を飛ぶしかなかった。

『後はこのまま崖がけに沿そって進みます』

　ティアナが協力してくれなければ、ここには辿たどり着けなかったかもしれない。彼女はこのあたりの地形を熟じゆく知ちしている。まるで以前にも飛んだことがあるかのようだ。

「ん……？　ひょっとして、前にもこの島へ来たことあるのか？」

『まさか今ごろ気づいたのですか？』

　ティアナは心底呆あきれたように言った。そういえば、空から見える地形だけで現在地を把は握あくしていた。

「いつ来たんだよ。学院島からはけっこう遠かっただろ」

『……アバディーン戦せん役えきが終わって少し後です』

　少し間があってから答えが返ってくる。好奇心だけで訊きいていたジャンは言葉に詰つまった。

「そうか……」

　彼女はアバディーン戦役の後、新しいパートナー探しを拒否して騎士学院グランデコルからの逃亡を繰くり返していたという。その行き先の一つがこのセーロフ王国だったのだろう。

「イシクってどういうところなんだ？」

『一度立ち寄っただけですが……孤こ児じの多い町だったと思います。皆、アバディーン戦役で戦死した人々の子弟でした』

　ジャンたちが向かっているのも、そういう子供たちを育てている施設らしい。ふと、フリデクでのことが頭に浮かぶ。あの国でも家族を失ったアバディーン人の子供を多く見かけた。

（みんなどうしてるんだろう）

　たまに足音と大声の入り交じった騒音がなつかしくなる。正体を隠かくしている今の自分には、あの場所へ帰ることはできない。

『ところで、今のうちに訊いておきたいのですが』

　と、ティアナが言った。

「なんだ？」

『そのニール・エドワースとキッドマンの間には、なにかトラブルでもあったのですか？」

　ジャンはぎくりと肩を震ふるわせた。

「え？　なんでそんなこと訊くんだ？」

『キッドマンが顔を見られないように、注意しながら助ける理由が分からなかったので……あなたはなにか知っていますか？』

「さ、さあ……」

　ティアナはクリスが女であることを知らない。当人が明かしていない秘密を、ジャンも明かすつもりはなかった。

（……でも、いずれは知ってもらった方がいいかもな）

　たぶん、クリスたちとは今後も一緒に行動するはずだ。彼女が性別を隠かくし通すつもりなら、ティアナの協力は絶対にあった方がいい。

　その時にはジャンたちの抱かかえている秘密をクリスに明かすつもりだった。彼女と親しくなるにつれて、自分がヴィクトルだと噓うそをついていることが心苦しくなってきていた。

『……ここがイシクの町です』

　ジャンは我われに返った。小さな港町が月明かりに照らされている。建物のほとんどが廃はい墟きよと化し、港の桟さん橋ばしや停てい泊はくしている船も大破していた。砲弾の炸さく裂れつした跡あとが無数に残っているところを見ると、セーロフ王国軍の焦しよう土ど作戦ではなくレガリオン軍の艦かん砲ほう射撃によって破壊されたのだろう。

（……フリデクの町に似にてる）

　船の数からいっても、活かつ気きのある港町だったはずだ──今は完全に死んだ町だった。

　ジャンはやりきれない思いで目を凝こらした。人の姿はどこにも見えない。棺かん桶おけらしきものが町の広場に並んでいるだけだ。誰だれかが死者を弔とむらおうとしていたようだった。

『十時の方向に明かりが見えます』

　顔を上げると岬みさきの突とつ端たんに建物のシルエットがぼんやり浮かんでいた。きっとあれが目指す修しゆう道どう院いんだ。ジャンは背後を振り返って、クリスたちに合図をした。




　イシクの町を見た時の既き視し感かんは、岬に降り立つとさらに強くなった。林を抜けた小高い坂の上に二階建ての大きな家が見える。ジャンの住んでいたリンケの孤こ児じ院いんによく似ていた。

　はっきり違っているところは、屋根の上に歯車をかたどった飾かざりがあることぐらいだ。確かマキナ教のシンボルだったと思う。

「……結構でかい建物だな」

　霜しもの降りた坂道を歩きながらジャンは言った。孤児は二人だったはずだが、その十倍でも住めそうだった。

「そうですね」

　と、ティアナはうなずいた。

　クリスはフリデリカと一緒に、背後の林の中で待っている。ニール・エドワースに顔を見られないようにするためだ。

　修道院の玄関の手前で、ジャンは足を止めた。二階の窓まで届くブナの木が生えている。子供が振れそうな長さの木剣が、その根元に立てかけてあった。よく見ると幹の皮が剝はげてぼろぼろになっている。ジャンの唇くちびるに笑えみが広がった。

「どうしたのですか？」

「ここにも剣術の稽けい古こをしてる子供がいるんだと思ってさ」

　昔の自分と同じように。なにげなく木剣を拾い上げて、片手で軽く振ってみた──その瞬しゆん間かん、両開きの扉とびらが大きく開いた。

「それに触さわらないで！」

　一人の少女が裾そでの長い寝間着を引きずるように飛び出してきた。まだ十歳になるかならないか、栗くり色いろの髪かみを肩の上で切りそろえている。ジャンから木剣をもぎとると、背後に飛びのいて中段に構えた。意外にちゃんと型が決まっている。

「……お前の剣だったのか」

「うるさい！　レガリオン軍の麦むぎ泥どろ棒ぼう！」

　と、彼女は甲かん高だかい声で叫さけんだ。

「は？　麦泥棒？」

「海の向こうに帰れ！」

　少女は木剣を横に振りかぶってジャンの胴どう体たいを払おうとする。軽く距離を取ろうとした瞬しゆん間かん、彼女は突とつ然ぜん剣の柄えを懐ふところに引き寄せて、喉のど元もと目がけて素早い突つきを放った。

（フェイントかよ）

　上体を傾かたむけたが避よけきれなかった。怪け我がをするほどではないが、肩の防具越しに確かな衝しよう撃げきが伝わってくる。

「いてっ」

「……子供相手になにをやっているのですか、みっともない」

　ティアナがため息をつく。返す言葉もなかった。

「おやめなさい、ヘルダ」

　柔やわらかいがよく通る声が聞こえてきた。玄関の方を振り返ると、眼鏡めがねをかけた背の高い男が扉とびらの外に出てきていた。黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみはレガリオン人の血を引いていることを物語っている。夜中だというのにきちんとマキナ教の司し祭さい服ふくを身に着けていた。

「その方たちをお呼びしたのはわたしです。わたしたちを助けに来て下さったのですよ」

　彼はジャンとティアナに向かって膝ひざを折り、深々と頭を下げた。

「セーロフ騎き士し団だんの方々ですね。どうかご無ぶ礼れいをお許し下さい……ヘルダ、その方に謝あやまりなさい」

　ヘルダと呼ばれた少女は不満げに唇くちびるをとがらせた。

「だって夜中に急に来たから……騎士のくせに避けられない方が悪いんだし……」

「ヘルダ」

　司祭が強く言うと、むすっとした顔つきのまま軽く顎あごを引いた。頭を下げたつもりらしい。

「すいませんでしたあ」

　怒らせるつもりで言っているとしか思えない。憎にくたらしい子供だった。

　ティアナが一歩前に出て口を開いた。

「わたしたちは騎士学院グランデコルの選抜隊です。セーロフ王国より委い託たくされ、避難民の救出に当たっています。彼は副隊長のヴィクトル・アバディーン、わたしは騎き竜りゆうのティアナレルド……電信による救出要請を受けてここへ来ました。ニール・エドワースはあなたですか？」

　司祭は顔を上げて静かに微笑ほほえんだ。

「はい、わたしです。わたしがイシクの電信所から通信文をお送りしました」

　ジャンは無言でニールを凝ぎよう視しする。クリスが少女だった頃ころを知っている元レガリオン人。年ねん齢れいはせいぜい二十代の前半で、思っていたよりもずっと若い。司祭の格好でなければ学生で通りそうだった。

「今から皆さんをタラス要よう塞さいまで空路で運びます。すぐに荷物をまとめ、他の子供もここへ連れてきて下さい」

「……全員を一度に空路で運んでいただけるのですか？」

　と、戸と惑まどったように尋たずねる。

「ええ。近くの林に他の隊員が待たい機きしていますので」

「そうですか、分かりました」

　ニールは安心したように立ち上がった。

「では、少々お待まちいただけますか。まだ眠っている子供たちもおりますので、ただいま起こして参ります。あなたも準備をしなさい、ヘルダ」

　ヘルダはぱたぱたと足音を立てて扉とびらの奥に飛びこむ。ニールももう一度会え釈しやくをして建物の中に戻ろうとする。

　見たところニールもヘルダもそう重くはなさそうだ。あと一人子供がいるとしても、フリデリカと分ぶん担たんすれば楽に運べるだろう。夜明けまでにはタラス要よう塞さいに戻れる。

　要塞ではラシードとアネモネが起きて待っているはずだ。出発前、彼らにだけは事情を話した。ジャンたちの不在が誰だれにも知られないように協力する、多少帰りが遅れても自分たちがどうにかすると請うけ負おってくれた──が、この分ではなにごともなく済みそうだった。

（ん……？）

　玄関の扉の向こうから、子供たちのひそひそ声が聞こえてきた。二人で喋しやべっているにしては雰ふん囲い気きがおかしい。そういえば、ニールは妙なことを言っていた。

　まだ眠っている子供たちもおりますので。

「……あの、子供は二人ですよね」

　ニールが怪け訝げんそうに振り返った。今度は彼が戸惑う番だった。

「申し訳ありません、なんのお話ですか？」

「だから、その……」

　突然、半開きの扉が大きく開いて、寝間着姿の子供たちが一いつ斉せいに飛び出してきた。司し祭さいの周囲にびっしりと集まって、押し合いながらジャンたちを見つめる。目が合うと恥はずかしそうに司祭の後ろに隠かくれようとする者、それをこっそりつつく者、わけも分からずに手を引かれてきたらしい者、興奮してやたらにくすくす笑っている者──年齢も性別もばらばらだった。眺ながめているだけでめまいがしてくる。

「もう全員起きているようですね……ほら、みんな急いで着替えるのです」

　ニールはもみくちゃにされながら笑顔で言った。

　ふと、ジャンはヴェルトフの言葉を思い出す。通信文が途中で切れていて、どこまで情報が正確か分からない。確かに正確ではなかった。肝かん心じんの人数から違っている。

「……この修しゆう道どう院いんに、子供たちは何人いるのですか？」

　ティアナはかすれた声で尋ねた。さすがの彼女も驚おどろきを隠せない様子だった。

「二十人です」

　と、ニールは明るく答えた。
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　港町で出会ってからしばらくの間、その青年はクリス・キッドマンに本名を明かさなかった。

　二人を会わせたのは亡ぼう命めいを請うけ負う手配師だった。偽ぎ造ぞうされた旅券と出国申請書を渡されたが、それによると二人は「海外で病に倒たおれた貿易商の父に会いに行く兄妹」ということになっていた。

　カリクマ行きの商船が来るまでの数日間、二人は港町に潜せん伏ぷくしなければならなかった。手配師の仕事は文字通り書類の手配だけで、それ以外のことはすべて自分たちで切り抜けなければならなかった。

　船が国外へ出るまで口が利けないふりをするように、と青年はクリスに言い聞かせた。宿の部屋を取った時も、憲けん兵ぺい隊たいに呼び止められた時も、乗船前に出国手続きをした時も、受け答えはすべて彼の役目だった。

　意思の疎そ通つうが難しい妹とそれを世話する兄という組み合わせが、正体を隠かくす上でなにかと都つ合ごうがいいと気づいたのはしばらくしてからだった。後から聞いたところでは、即そつ興きようの「家族」を演じることになった亡ぼう命めい者しやの多くは口くち裏うら合わせに失敗するという。第三者が注意深く見ていれば、どうしても不自然なところが出てくるからだ。

　二人が話をしなければ疑われる可能性は減る。両親を処しよ刑けいされて茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていたクリスにとっても、無言を貫つらぬくことはそう難しくなかった。

　青年はクリスへの優しさと気配りを忘れなかった。不安にかられて眠れない夜は、ベッドのそばに座すわって朝まで見守っていてくれた。わざわざ港町を探し回って、クリスの好物の林りん檎ごを一かご買ってきてくれたこともある。

　クリスは彼のことを兄のように慕したっていた。あるいはほんの少し異い性せいとして意い識しきしていたかもしれない。しかし、商船がレガリオン帝国の領海を出て、彼の本名と職業を聞いた瞬しゆん間かんにそんな気持ちもすっと萎しぼんでしまった。

「わたしはニール・エドワース。マキナ教の司し祭さいです」

　と、彼は恥はじるように言った。かろうじて国内に残っていた、マキナ教穏おん健けん派はの新米司祭。竜りゆう族ぞくの排はい斥せきを訴える統一主義者の意向で徹底的な思想弾だん圧あつが始まり、彼を育てた司教が若いニールだけでも逃がそうと闇やみ商人に大金を積んだらしい。

「不自由な生活を強いて申し訳ありませんでした。でも、噓うそを口にするのは一人でいいと思ったのです。犯してはならない罪つみですから」

　マキナ教徒ではないクリスには、「罪」という言葉の意味が分からなかった。無事出国できたのは彼の機転のおかげだ。いくら感謝の気持ちを伝えても、彼の気分は晴れないようだった。恩おん人じんの司し教きようを残してきたことにも罪ざい悪あく感かんを抱いていたらしい。カリクマへの航海の間、ずっと機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナに祈りを捧ささげ続けていた。

　クリスはカリクマに着くと父の友人である貿易商の下もとに身を寄せた。貿易商の承諾を得てから、ニールにもしばらく滞在するよう話を持ちかけたのだが、彼はすでに他の国へ行く船に乗るところだった。

「わたしはこれから北方へ赴おもむきます」

　クリスは驚おどろいた。もともと海ユ洋ニ連オ合ンの北方は世界中から入にゆう植しよく者しやの集まってくる土地で、レガリオン帝国からの亡ぼう命めい者しやにも比較的寛大だったと言われていた。しかし、アバディーン戦せん役えき以降はレガリオン帝国への反感が大いに高まっている。特に多くの戦死者が北方から出たためだ。亡命者たちも続々と逃げ出しているという。

　どうしてそんなところに、と尋たずねると、

「罪を償つぐなうために、厳きびしい環境で奉ほう仕しの一生を送りたいのです」

　穏おだやかだが威い厳げんに満ちた答えが返ってきた。ニールはクリスの両手を固く握にぎりしめた。

「あなたも今後は決して身分を偽いつわったり、他人を騙だましたりしてはいけません……どんな人間も本当の自分からは逃れられないのですから」




　今、ニール・エドワースがクリスの目の前にいる。タラス要よう塞さいから来た四人の生徒はニールと修しゆう道どう院いんの食堂でテーブルを囲んでいた。二人だったはずの子供が二十人いることが分かって、これからどうするかを話し合うことになったからだ。

　修道院はかなり昔からここにある建物のようだった。この地に亡命してきたレガリオン人たちのための施設だろう。

　すきま風が入るせいか、部屋の中は冷えきっている。むき出しの石いし壁かべにはなんの装飾もなく、窓まどガラスのほとんどは板で代用されている。ワンピースに木剣を背負った少女が、クリスたちの前にカップを置いていった。中身は湯のように薄うすい薬草茶だった。

　別れ際ぎわにカリクマで言ったとおり、ニールが厳しい環境で生活しているのは間ま違ちがいなかった。あの時とあまり外見は変わっていないが、少し瘦やせたかもしれない。

「ぼくはクリス・キッドマン。彼女が騎き竜りゆうのフリデリカです」

　クリスは平静を装よそおって言った。どんな反応が戻ってくるか不安だったが、ニールはマキナ教徒の作法に則のつとって深々と頭を下げた。

「……わたしはニール・エドワースです。よろしくお願いいたします」

　初対面の相手にするような挨あい拶さつだった。ひょっとして気づかれていないかもしれない。クリスの方は以前と比くらべて背も伸びているし、髪かみ形がたや服装も違ちがう。そう淡あわい期待を抱きかけた時、木剣の少女がクリスを指さした。
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「司し祭さい様さま、あの人も騎士学院グランデコルの生徒？」

「指を差すのは失礼ですよ、ヘルダ。もちろん、あちらの方も騎士学院グランデコルに通っていらっしゃいます」

「あんまり強そうじゃないね！　体もちっちゃいし、なんか女の子みたい！」

　ティアナ以外の三人の生徒たちが凍こおりついた。なにか言わなければ、と思ったが言葉が出てこない。静かに口を開いたのはティアナだった。

「竜騎士ドラグーンの資格は体格だけで決まるものではないのです。体格は劣っていても、それを補うだけの能力があれば問題ありません。キッドマンは学科で優秀な成績を修めていますし、射撃の技量も確かです。きわめて有望な騎き士し候補ですよ」

　子供に話しかけている時も、ティアナの口調はいつもとまったく変わらなかった。クリスは自分がそこまで評価されていることに驚おどろいていた──もし、不正行為で入学した女だということを知ったら、まったく見方が変わってしまうのだろうが。

「……ふーん」

　と、ヘルダは言った。半分も理解していない顔つきだった。

「大きくなくてもいいなら、わたしも竜騎士ドラグーンになれるかなあ」

　この少女が木剣を背負っている理由がやっと分かった。彼女も騎き士しになりたがっているのだ。

「……前から言っていますが、女性は竜騎士ドラグーンにはなれませんよ、ヘルダ」

　ニールは口元に微笑ほほえみをたたえて言った。クリスの背中に冷や汗あせが流れる。

「身分を偽いつわることはとても悪いことです……どんな人間も本当の自分からは逃れられないのですから。さあ、もう皆のところへ行っていなさい」

　彼はヘルダを促して退室させた。やっぱり気づかれている、とクリスは確信した。よく見るとニールの目はまったく笑っていない。かなり腹を立てている様子だった。




「……それで、これからどうする？」

　ヘルダが出て行ってすぐにジャンが咳せき払ばらいをしながら言った。クリスとニールのことよりも、今は二十人の子供たちをどうするかが大事だ。

「あたしたちじゃ運べないよね、どう考えても」

　と、フリデリカが言った。一騎で運べるのはせいぜい三人が限度だ。二十人にはほど遠い。ジャンは腕組みをして椅い子すの背に体を預けた。

「……応援を呼んでくるしかないな」

　とにかく、イシクの正確な状況はこれで分かった。騎士学院グランデコルの選抜隊をここへ寄こすこともできるはずだ。隣となりに座すわっているティアナが口を開いた。

「ただ、そうすると夜が明けてしまいます。昼間にレガリオン軍の監視をくぐり抜けるのは不可能に近いですね」

「だったら今夜はいったん戻って、明日の夜にまた来よう。それでどうだ？」

「そうですね。帰りに何人か運びましょう。幼おさない子供たちから……どうしましたか？」

　ティアナはニールに問いかけた。司し祭さいはどこか浮かない顔つきだった。

「昼間、レガリオン軍の兵士たちが食糧を探しにここへ来たのです。冬を越すための小麦をほとんど渡しましたが、かなり気が立っていたようで説得にずいぶん苦労いたしました。あの様子では明日も来るかもしれません……」

（それで麦むぎ泥どろ棒ぼうか）

　ジャンはさっきのヘルダの言葉を思い出した。こんなところにまで徴ちよう発はつしに来るということは、よほど補給が滞とどこおっているのだろう。ヴェルトフたちの作戦はうまくいっているらしい──ただ、回り回って食糧を奪うばわれているのはここの子供たちだった。

「でも、明日の夜まででしたら、なんとかしのげるでしょう」

　司祭は気持ちを切り替えるように明るく言った。

「わたしたちは避難できるのですから、残りの食糧はここへ置いていきましょう。あの者たちも困っていたようでしたし」

「……なるべく、昼間は外に出ないようにして下さい。ぼくたちが戻ってくるまで」

　クリスがおずおずと言う──ニールの表情がわずかに硬くなった。

「子供たちにはそうしてもらいます。でも、わたしはレガリオン軍の砲ほう撃げきで亡なくなった方を埋まい葬そうしなければなりません。危険は承知しておりますが、わたしは神に仕える司し祭さいです。放っておくわけにはいかないこともあります」

　ニールは眼鏡めがね越しにクリスを凝ぎよう視しする。空気がぴんと張りつめたような気がした。今にも身分を偽いつわっているクリスに説教を始めそうだった。

「イシクの人々は全員亡くなったのですか？　それともどこかへ連れていかれたのですか？」

　そんな空気を無視して、ティアナがニールに尋たずねた。彼は静かに首を横に振った。

「いいえ。生き残った方たちは、馬車で出て行かれたようです。レガリオン軍はイシクを砲撃しましたが、上陸はしませんでした。皆さんがどこへ向かわれたのかは分かりません」

（今ごろ無事かどうか、分からないな）

　街かい道どうはレガリオン軍によって封ふう鎖さされている。それにこの島では奴ど隷れい商人たちが「商売」を始めている。レガリオン軍の末端の兵士たちは、捕らえた民間人たちをちょっとした酒や煙草たばこと交換に引き渡してしまう。物資の滞とどこおっている今はなおさら喜んでやるだろう。タラス要よう塞さいに陸路で辿たどり着ける可能性はゼロに近い。

「と、いうことは、あなた方を置き去りにしていったのですね？　イシクの人々は」

　ティアナの言葉にぎょっとした。ニールは無言で自分の両手に目を落とす。今まで気づかなかった方が不思議だった。町が完全に空っぽになっているのに、この修しゆう道どう院いんにこれだけの人間が取り残されているのはそのためだ。

　元レガリオン人のマキナ教信者が町の一員として認められているはずがない。今までにもきっとひどい扱いを受けてきたはずだ。それをまったく表に出さずに、亡くなった人たちを埋葬したいと言っている。

（マキナ教徒ってみんなこうなのか……？）

　尊敬よりも前に凄すごみを感じた。竜りゆうをこの世界から追い出そうとしているのも、こういう意志の強さを持った人間たちだ。どんなことがあっても諦あきらめないかもしれない。

「決めることが他になければ、タラスへ戻りましょう。時間を無む駄だにはできません」

　と、ティアナが言った。ジャンたちもうなずいて立ち上がった。

　不意にクリスがそのまま引き寄せられるように窓まどへ近づいていった。割れずに残っていたガラス越しに空を見上げる。

「どうかしたの？　クリス」

　フリデリカが問いかける。クリスは窓から目を離そうとしなかった。

「今、竜みたいなものが空を飛んでいた」

　しんと食堂が静まりかえった。

「……機甲竜ヒユドラか？」

　ジャンの声が低くなった。ひょっとすると尾び行こうされていたかもしれない。全員、背後には十分注意していたつもりなのだが。

「とにかく明かりを消します」

　ニールがテーブルの燭しよく台だいに息を吹きかける。青白い月明かりが窓まどから射さしこんできた。

「確かですか？　キッドマン」

　窓に近づいていったティアナも、伸び上がって外の様子を見る。

「間ま違ちがいないと思います。月の前を横切るのが見えました」

　クリスはきっぱり言った。射撃の得意な彼女は他の生徒たちよりも抜群に目がいい。

「機甲竜ヒユドラの駆く動どう音おんは聞こえないようですが……」

　その時、海の方角から甲かん高だかい呻うなりが聞こえ始めた。クリスが窓を開け放つと、その音は一気に大きくなる。

　ジャンは目を疑った。水平線の上に巨大な黒い雲のようなものが現れていた。その「雲」は瞬またたく間に広がり、星や月を覆おおい隠かくしていった。

「……全部、機甲竜ヒユドラなのかよ」

　上空を埋うめつくす金属の黒い竜りゆう。悪夢のような光景だった。

　レガリオン軍の機甲竜ヒユドラ部隊の本隊──そして「黒の鉄姫」グロリア・レガリオンの到着だった。アバディーン戦せん役えきの時とは比くらべものにならないほどの大編隊だ。何機いるのか見当もつかない。これがヴェルトフの言っていた「敵軍の大幅な増援」なのだ。

　間違いなく戦局は一変し、西セーロフ島の制空権はレガリオン軍の手に落ちる。セーロフ王国側はこれまでのように空から補給部隊を叩たたくことはできなくなるはずだ。

　そしてなによりもはっきりしていることが一つある。

「……タラス要よう塞さいに戻れなくなったな、俺おれたち」

　あの「黒の鉄姫」が夜間の往来など見逃すとは思えない。まして騎士学院グランデコルの選抜隊をここへ呼んで、子供たちを運ぶことなど不可能もいいところだ。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすジャンの隣となりに、いつのまにかティアナが立っていた。

「もし、わたしたちがここにいると知られたらおしまいです……レガリオン軍をやり過ごした後で、これからどうするか考えましょう」

　すぐ真上を機甲竜ヒユドラの爆音が通りすぎていく。これからどうするか、という言葉がひどく遠くに聞こえた。敵の支配地域で孤こ立りつしているこの状況で、自分たちにできることなどなにも思いつかない──。

　なにかがジャンの背中に触ふれた。ほとんど飛び上がりながら振り返ると、幼おさない男の子が手を突つき出した姿勢で固まっていた。いつのまにか食堂には子供たちが入ってきている。誰だれもが機甲竜ヒユドラの襲しゆう来らいに怯おびえて、司し祭さいに取りすがって震ふるえていた。

　子供の一人がその輪からあぶれて、一番近くにいた「大人」のジャンに近寄ってきたらしい。たぶんまだ五歳にもなっていない。

　なんとなくリンケの孤こ児じ院いんにいるアナを思い出した。初めて会った頃ころのアナもこのぐらいの年ねん齢れいだった。いつも気がつくとジャンの後ろに立って、上着の裾すそを引っ張っていた。

（俺おれがビビってどうすんだ）

　動揺した子供たちを落ち着かせる立場だ。ふわふわと頼りなかった地面が急に元に戻ったような気がした。腕を伸ばして少年を抱き上げる。栗くり色いろの巻き毛が頰ほおをくすぐった。アナによくそうしていたように、背中を軽く叩たたいてやる。相手の体から少しずつ緊張がほどけていった。

「お前、名前は？」

「……サーシャ」

　と、少年は震ふるえる声で答える。

「サーシャか」

　その名前を自分の胸に刻きざみつける。この世界のどこにでもいる行き場を失った子供たちの一人だ。昔のアナも、昔の自分もそうだった。昔のティアナも、昔のクリスもきっと同じだ。アバディーン戦せん役えきですれ違った名前も知らない孤児たちもみんな。

（竜騎士ドラグーンはアバディーンを守ってくれなかったわ）

　ずっと前、アナはそう言っていた。確かに「黒の鉄姫」を止めることは誰だれもできなかった。守るよりも早くアバディーン王国は滅ほろびてしまったからだ。

　でも、この国はまだ滅びていない。自分たちはその前に着くことができた。兄の名を騙かたる偽いつわりの竜騎士ドラグーンにも、できることはあるはずだ。

「今度は守ってやる」

　と、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。まずはここにいるの子供たちを安全な場所まで連れていく。絶対に一人も欠けることなく──。

（……あれ？）

　ふと、ジャンはさっき見たばかりの子供が一人いないことに気づいた。あの木剣を背負った生意気な少女。

「サーシャ、あのヘルダって女の子はどこにいるんだ？」

「おねえちゃん、おそとにいるよ」

　サーシャはジャンにぎゅっと抱きついたまま言った。

「……外って、この修しゆう道どう院いんの外ってことか？」

「テキのテイサツにいくっていってた」

　あのバカ、とジャンは舌した打うちする。振り向いたニールの顔もみるみるうちに青ざめていった。




　　　　２




　時間は少し前に遡さかのぼる。

　ティアナたちの降りた修しゆう道どう院いんからやや南東──イシクの町に近い洋上を一体の灰色の竜りゆうが飛んでいた。

「……ずいぶん遅れたな」

　その背に乗ったアダマス・バルバートルが、苛いら立だちを隠かくそうともせずに言った。騎き竜りゆうのソーニャの首がぴくりと震ふるえた。

「も、申し訳ありません、アダマス様。わたしがもう少し早く……」

「黙だまれ、とにかく行け」

　ソーニャは月光を浴びながら滑るように飛び、明かりの一つも見えない港町に近づいていった。住民はほとんど残っていないのか、すでに寝静まっているのか、いずれにせよアダマスには好こう都つ合ごうだった。彼は腰の砲剣を握にぎりしめる。

（あいつらはどこに降りたんだ？）

　彼はティアナたちを追ってここまで来ていた。ヴィクトル・アバディーンを始めとする四人の生徒たちを、これから殺すつもりだった。




（アバディーンたちはぼくを隊長の座から引きずり降ろそうとしている）

　そう「確信」したのはルテニアの手前で彼らが命令に背いた時だった。おそらく自分の知らない間にこっそり工作を進めてきたのだろう。そうでなければ、他の隊員たちが一いつ斉せいに背くはずがない。きっとクリス・キッドマンもその企たくらみに加わっているはずだ。人の心をかき乱みだすあの少年にも消えてもらうつもりだった。もうこれ以上振り回されるのはたくさんだ。

　タラス要よう塞さいに着いてすぐ、アダマスはソーニャを使って彼らの動向を探らせた。ソーニャが立ち聞きしたところでは、要塞指し揮き官かんのジガ・ヴェルトフも籠ろう絡らくされているらしい。隊長であるアダマスを差し置いて、戦況の説明を受けていたという。

　これ以上放置しておくわけにはいかない。問題はどこでどのように殺すかだった。レガリオン軍の仕し業わざに見せかけるのが一番だが、他の隊員の目につかないようにしなければならない。考えあぐねていたアダマスのもとに、ソーニャから吉きつ報ぽうが入ってきたのは深夜になってからだった。

　四人がイシクに取り残されたクリスの知人を救出に向かったという。すぐさま彼はソーニャとともに後を追った。連中が要塞から離れてくれるなら好都合だった。どこかの洋上で全員撃うち殺してしまえば、死体も発見されずに済む。

　しかし、レガリオン軍に見つからずにアバディーンたちに追いつくのは予想外に難しかった。戦せん艦かんを護ご衛えいする機甲竜ヒユドラに捕ほ捉そくされそうになり、コースを大きく外れなければならなかった。

　結局、まったく距離を詰つめられないままイシクにまで来てしまった。もうアバディーンたちは避難民と接触しているかもしれなかった。まさかその者たちの前で殺害するわけにもいかない。

（……いっそのこと、そいつらごと殺すか）

　破壊されたイシクの港を見ながらアダマスは考える──いや、それでは死体が増えすぎる。それに無関係な人間を殺すことにソーニャが協力してくれるかどうか。そもそも彼女には「計画」の全ぜん貌ぼうすら話していない。単に命令違い反はんのアバディーンたちを連れ戻すと言っただけだ。竜りゆう族ぞくの皇女であるティアナごと殺すと明かせば、さすがに動揺するに違いない。連中を殺した後でお前も共犯だと脅おどして口を封ふうじるつもりだった。

「む……？」

　不意に北の洋上から甲かん高だかい駆く動どう音おんが響ひびいてくる。ぎょっとしてその方角を見ると、水平線の上に機甲竜ヒユドラの大編隊が出現していた。

　黒い群れはまっすぐにアダマスのいる方角へ向かってくる。

（……な、なんだあれは）

　アダマスは凍こおりついた。これも連中の罠わなだったのかもしれないという想像がちらりと頭をかすめた。どうしてこうも自分のすることは裏うら目めに出るのか。

「今すぐイシクの町へ降りろ！」

　嘆なげいている暇ひまはない。ソーニャは一気に高度を下げて、人ひと気けのない広場に着地する。ソーニャが人の姿に戻るのを待まつ間、アダマスは隠かくれる場所を探した。周囲の建物のほとんどが土台だけになっており、隠れられそうな場所はすぐに見つかりそうもない。霜しもの下りた地面にはレンガやガラスの破片が転がっている。中央には戸板を貼はり合わせたような粗そ末まつな棺かん桶おけが並べられていた。葬そう式しきでも始まるところだったのかもしれない。

　機甲竜ヒユドラの編隊は港の手前まで迫ってきている。もうほとんど時間はない。

「くそっ」

　アダマスはソーニャの腕をつかんで走り出し、一番近くにあった棺桶に飛びついて蓋ふたを外す。幸いまだ釘くぎ打うちはされていない。それに死体も入っていなかった。

「入れ！」

　細長い空間に有う無むを言わさずソーニャを横たわらせる。

「ぼくがいいというまで出るな！」

「えっ？　でも、アダマス様は……」

　最後まで聞かずに再び蓋を閉じた。後は自分も隣となりの棺桶に入るだけだ。アダマスは怒りで震えながら蓋をずらした。なぜあの連中を殺しに来て、自分が棺桶に入らなければならないのか。この屈くつ辱じよくを必ずあいつらにも味わわせてやる。

「誰だれ？　そこにいるの！」

　アダマスは砲剣を抜きながらくるりと振り返った。粗そ末まつなワンピースを着た見知らぬ少女が木剣を構えている。この町の住民に違いない。品もなければ学もなさそうな野育ちの子供だ。

「お前もレガリオン軍でしょ！」

　すぐに隠かくれなければならない。ややこしい話をしている場合ではなかった。アダマスはすっと膝ひざを上げながら一気に距離を詰つめ、突つき出された木剣を無造作にはじき飛ばす。少女は指一本動かせないままだった。

「あ……」

　彼女は目を丸くして自分の両手を見つめる。なにが起こったのか理解できないらしい。余計な手間をかけさせたこの馬の骨を撃うち殺してやりたかったが、他の住民に見られたらかえって騒ぎになる。

　アダマスは少女を小こ脇わきに抱えると、急いで棺かん桶おけの中に飛びこんだ。立ち上がろうとする少女の頭を底板に押さえつけて、重い蓋ふたを背負うようにぴたりと閉じた。その途端、彼らの真上を機甲竜ヒユドラが通りすぎていく。

「なにするのよ！　変態！」

　少女はアダマスの腕の中でもがいている。頭にかっと血が上った。

「変態とはなんだ！　ぼくは騎士学院グランデコルの生徒会長で、選抜隊隊長のアダマス・バルバートルだ！」

　駆く動どう音おんに負けない大声で怒鳴りつけてから、アダマスは空むなしくなった。どうせこんな下民に肩書きの価値など分かるはずもない。「隊長」や「生徒会長」という単語を知っているかどうかも怪あやしいものだ。

　しかし、意外にも少女はぴたりと動きを止めた。

「……隊長なら、あのアバディーンって人より偉えらいの？」

　アダマスは暗くら闇やみの中で大きく目を見開いた。まさかその名前が出てくるとは──いや、考えてみれば不思議はない。きっとこの少女はイシクの「避難民」の一人だろう。つまり、アバディーンたちもこの町のどこかにいるのだ。

「もちろん、ぼくの方があんな奴やつよりも偉いに決まっているだろう」

　彼は狭せまい棺桶に横たわったまま傲ごう然ぜんと胸を張った。

「生徒会長だったら、騎士学院グランデコルの生徒の中で一番偉いんだよね？」

「ああ、そうだが……」

「すごい！　すごーい！」

　ぱちぱちと手を叩たたく音が聞こえてきた。こんな子供に手放しで誉ほめられると、かえって馬ば鹿かにされているようで苛いら々いらする。すごいと思うならせめて敬語を使えと思った。しかもいつまで経っても拍手をやめようとしない。身動きが取れていたら、腕をひねり上げているところだった。

「お前、うるさいぞ……」

　棺かん桶おけの蓋ふたが音を立てて開いたのはその時だった。冷気が首くび筋すじに入りこんでくる。アダマスは白い息を吐はきながら飛び起きて砲剣を構えた──。

　いつのまにか機甲竜ヒユドラ部隊はイシクの上空を通りすぎている。駆く動どう音おんも南の方角へ遠ざかっていた。

「な、なにやってるんだ？　こんなとこで」

　棺桶の蓋を開けたのは、ヴィクトル・アバディーンとティアナだった。後ろにはクリスとフリデリカ、それに妙みような形の黒い服を着たレガリオン人らしい男も立っていた。




「ぼくとソーニャは君たちを連れ戻しに来ただけだ。勝手にタラス要よう塞さいを離れるのは明らかな命令違い反はんだ」

　アダマスの勝ち誇った声がイシクの広場に響ひびき渡わたる。ヘルダを捜さがしに来たジャンたちは、棺桶の列の周りに立っていた。

「特にアバディーン、君はキッドマンがイシクに出発する前に止めなければならない立場だろう。自分も一緒に出発するなど、副隊長として許されない行動だな」

　ジャンは黙だまって聞いていた。なにも言い返せなかったが、言い返すつもりもなかった。もともと副隊長の立場などどうでもいい。解任したければしろという気分だった。

「バルバートル、彼はぼくのために違反を承知で来てくれたんだ。彼を罰ばつする前にぼくを……」

「黙れ！」

　アダマスは血走った目でクリスを睨にらみつけた。また冷静さを失いかけている。

「いちいちアバディーンを庇かばおうとするな！　そんな余裕があるなら、まずは自分のことを心配しろ。君にも当然罰を与える」

「ちょっと待まちなさいよ」

　フリデリカが我が慢まんできなくなったように口を開いた。

「見られてる気がしたからおかしいって思ってたのよね。そこまで知ってるってことは、あたしたちの話を立ち聞きしてたんでしょ！　隊長のくせに頭おかしいんじゃないの？」

「は、話を聞いたのはわたしです！　アダマス様じゃなくて……た、たまたま通りかかったら、お二人の話が耳に入ったんです……」

　ソーニャがおどおどしながら言う。フリデリカの目がさらに吊つり上がった。

「たまたま通りかかっただけで、話の中身が全部聞こえるわけないでしょ！　どんだけゆっくり歩いてんのよ！」

「……バルバートル卿きよう」

　ティアナが静かに口を開いた。

「あなた方がタラス要よう塞さいを離れる時、他の隊員やセーロフ騎き士し団だんにそのことを伝えましたか？」

　アダマスの喉のど元もとがかすかに動いた。

「い、いや……それは……まずはあなた方を連れ戻すのが最優先かと……」

　ジャンは首をかしげた。いつものアダマスならタラス要塞中に触ふれ回り、騎士学院グランデコルにも通報して騒ぎを大きくしそうなものだ。その方がよほどジャンたちには不利だったはずなのに。

「では、あなたとソーニャのしたことも、わたしたちとなにも変わりませんね。タラス要塞にいる者たちから見れば重大な命令違い反はん……場合によっては逃亡です」

「そ、それは詭き弁べんだ。あなた方と違ってぼくの行動は隊長として正当なもので……」

「では、その正当性を証明するためにも、タラス要塞へ戻らなければなりませんね。現状ではそれがきわめて困難です。あなた方も力を貸していただけますか？」

　アダマスは口をつぐんだ。ティアナの言うとおり、誰だれが悪いか罵ののしり合っている場合ではなかった。この場にいる全員で協力して切り抜けなければならない。

「俺たちは空を飛んで帰るわけにはいかない」

　と、ジャンは言った。自分に向かって確認しているようなつもりだった。とにかく、今の状況を整理して考えたかった。

「全員を運ぶには人手が足りないし、飛んだところで敵に捕ほ捉そくされる。船も壊されてるから、海から戻るわけにもいかない。どうにかして歩いて戻るしかない……セーロフ王国軍が撤てつ退たいする前までに」

　ヴェルトフは二日後の日にち没ぼつまで猶ゆう予よをもらったと言っていた。もうすぐ夜明けだから、あと一日半ということになる。子供の足には厳しい道のりになるが、もし間に合わなければこの島に取り残される。

　沈黙が広場に満ちた。機甲竜ヒユドラの呻うなり声は小さくなっているが、まだ完全に消えてはいなかった。この周辺に何機か残っているのだろう。町のどこかから馬のいななきが聞こえる。さっきの機甲竜ヒユドラの通過に怯おびえているらしい。

「どこを歩いていくというんだ？　レガリオン軍がどこにでもいるんだぞ」

　アダマスが鼻を鳴らして嘲あざけった。

「子供たちだって二十人いると言うじゃないか。できないことを思いつきで口にするな」

「……だったらあんたも考えろ。隊長のくせに文句だけかよ」

　つい口が滑ってしまった。アダマスの顔色が変わる。

「なんだと……」

「ニール・エドワース」

　と、ティアナが言った。熱くなりかけていたジャンたちは仕方なく口を閉じた。

「レガリオン軍以外の者が街かい道どうを通る方法はあるのですか？」

「ないに等しいでしょう」

　ヘルダと手を繫つないでいるニールが静かに首を振った。

「街かい道どうの大半はレガリオン軍の物資の輸送に使われています。民間人はほとんど使用を許されていません。あちこちで検問も行われているようですし」

「それじゃ、レガリオン軍に変装するとか……」

　クリスが言いかけると、フリデリカは苦笑を浮かべた。

「無理だよそれ。司し祭さいさんやクリスはともかく、あたしたちがレガリオン人に化けられるわけないし」

「そうだよね……ごめん」

　それに子供たちがいる、とジャンは思った。兵士になりすますのは不可能だ。

（……でも、正体を晒さらして検問は通れない）

　レガリオン人でないにせよ、なにかに変装する必要はある。ジャンは目を閉じて考えをめぐらせる。幼おさない頃ころから頭の出来を誉ほめられたことは一度もないが、誰だれかになりすますのは慣れている。この数ヶ月、まったく出来の違ちがう兄のふりをし続けてきたのだから。

（絶対に見つけ出してやる）

　二十人の子供たちを自然に運ぶことができ、なおかつジャンたちの正体を見破られずに検問を通過できる方法──。

　ぎゅっと目を閉じていたジャンの耳に、馬の鳴き声がこびりついてくる。よほど興奮しているらしい。集中力がとぎれて、仕方なく目を開けた。

「申し訳ありません。生き残った馬たちを放さずに繫いでいるのです」

　顔をしかめているジャンに、司祭は丁てい寧ねいに頭を下げた。

「荷馬車を引かせるのに必要だったので……ちょっと落ち着かせて参ります」

「……待まって下さい」

　と、ティアナが呼び止めた。

「荷馬車を使ってどこへなにを運ぶつもりだったのですか？」

　ニールは胸の前で祈るように両手を組んだ。

「亡なくなった方々の亡なき骸がらを、町の外にある墓地に運ぶつもりだったのです。北方では町から少し離れた場所に墓地を作るのがならわしですので」

　そういえば、さっき犠ぎ牲せい者しやを埋まい葬そうするつもりだと言っていた。ジャンは足下の棺かん桶おけの列を見下ろす。焼け残った材木を組み合わせているようだが、作るだけでも相当の労力が──。

（ん……？）

　頭の中でひらめくものがあった。顔を上げるとティアナがこちらを見ている。同じことを思いついたようだった。

「少し離れた場所ということは、街道を使うのですか？」

　と、ティアナはニールに尋たずねる。

「え？　はい……そうですが」

「さっき民間人の街かい道どうの使用はほとんど許されていないと言っていましたね。それがわずかな例外ということですか？」

　彼は戸と惑まどいながらうなずいた。

「衛生上の観点から埋まい葬そうを行うことを許しているようです。この国は寒いですから、本来そのような心配はないのですが……あの、それがなにか？」

「……それで行こう」

　と、ジャンは言った。ティアナも無言でうなずく。成功の可能性が高いとは言えない。子供たちにも相当の負担を強いることになる──しかし、他に方法はない。

「一体、なんの話をしているんだ？」

　アダマスが苛いら々いらと口を挟はさんだ。

「隊長のぼくにきちんと説明しろ！」

「墓場へ行く葬そう列れつになりすまして検問を通り抜けるんだ」

　アダマスがあんぐりと口を開けた。その場にいる一人一人の顔を見ながら、ジャンはゆっくりと話を続けた。

「子供たちには全員棺かん桶おけに入ってもらう。それを荷馬車に積んでタラス要よう塞さいまで運ぼう」
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　かすかな潮しおの香りが海沿いの街道に流れてくる。

　夜のうちにぬかるみが凍こおりついて、至いたるところに石のように硬い凹おう凸とつができていた。まるで河原を歩いているようだった。

　イシクの町を「葬列」が出発したのは夜明けと同時だった。十基以上の棺桶が二台の荷馬車に分けて積まれている。司し祭さいが先頭の馬の轡くつわを取り、その後を他の者たちがゆっくり歩いていた。死者を悼いたんでいると見せかけるために、歩みは意図的に遅くしてある。

　機甲竜ヒユドラが時折上空を通りすぎていく。行軍する歩兵たちともしばしばすれ違ちがうが、特に関心を持たれることもなかった。

　暗くら闇やみの不安を少しでも和らげるために、一つの棺桶に子供たちは二人ずつ入っている。並大抵の負担ではないはずだが、棺桶の中からはなんの物音も聞こえなかった。とりあえず今のところは順調だ──。

「どういうことなんだ。アバディーン」

　ジャンの隣となりを歩いているアダマスが言った。二人はシャベルをかついで葬列の一番後ろを歩いている。

「でかい声で喋しやべるなよ。誰だれかに聞こえたらどうすんだ」

　シャベルを口に突つっこんでやりたい気分だった。しかし、アダマスの声の大きさはまったく変わらなかった。

「なぜぼくが農夫の格好などしなければならないんだ？　こんな穴あな掘ほり道具まで持って」

　ジャンたちは騎士学院グランデコルから支給された防具や防寒着を捨てて、廃はい墟きよから見つけ出した分厚い上着と毛皮の帽ぼう子しをかぶっている。どう見ても付近に住む農夫の格好だった。

「墓はか穴あなを掘る係がいなかったら変だろ。我が慢まんしろよ」

「ぼくはバルバートルの王族だぞ。セーロフの平民に見えるか？　君だってどこから見ても辺へん境きようの人間じゃないか。この程度の変装で……」

「……大だい丈じよう夫ぶ。お互いわりと似に合あってる」

　アダマスはますます顔をしかめた。セーロフ王国は世界中から入にゆう植しよく者しやを受け入れる政策を取っていたはずだ。バルバートル人やアバディーン人の血を引く人間がいても不思議はない。

「なにが似合っているのですか？」

　いつのまにかジャンのそばにティアナが近づいてきていた。

「……服の話だよ」

「服のことで文句を言っても仕方がありませんね。わたしもまだ慣れません」

　ティアナはマキナ教の修しゆう道どう服ふくに身を包み、金きん髪ぱつと角をベールですっぽり覆おおっている。慣れていないと言っているが、どこから見ても完かん璧ぺきな修道女だった。はしばみ色の瞳ひとみからつい目を離せなくなる。

「そうよ。あんたたちはまだ厚着してるじゃない。あたしたちすっごく寒いんだから！」

　馬車の横を歩いていたフリデリカが、泣きそうな顔で振り返った。竜りゆうの少女たちは全員同じ形の修道服を着ている。ニールが出発前にどこかから引っ張り出してきたものだった。

　ただし修道女用のコートは荷馬車にしまいこまれたままだ。マキナ教の聖せい職しよく者しやは儀ぎ式しきの最中に防寒着など身に着けないらしい。先頭にいるニールも帽子一つかぶっていなかった。

「わ、わたしは全然寒くありませんけど……」

　フリデリカの反対側を歩いていたソーニャがつぶやいた。確かにフリデリカと違って足取りも軽そうだ。氷の竜ル気ンを操あやつる彼女には低温に耐性があるのかもしれない。

「ティアナはどうなんだ？」

　と、ジャンは尋たずねる。そういえばこの竜の少女が暑さ寒さを口にした記き憶おくがない。人の姿を取っている時の感覚は人間と大差ないはずだが。あまり表情に変化がないので、どう感じているかよく分からなかった。

「わたしは特に寒さなど……はっ」

　くしゅん、と彼女は小さくくしゃみをして、なにごともなかったかのように前を向いた。

「……特に寒さなど感じませんね」

「やせ我が慢まんじゃねえか」

「ち、違ちがいます。うるさいですね」

　ティアナが鼻をすすりながら唇くちびるをとがらせる。寒さは苦手だったらしい。これからの道のりのことを思うと少し心配だった。

「寒さなんかどうでもいい。他にもっと話すべきことがあるだろう」

　アダマスが苛いら々いらした様子で話を遮さえぎった。

「あいつはどうしてあんな服装なんだ？」

「……誰だれの話だよ」

　ジャンがとぼけると、アダマスは顔を真まっ赤かにして葬そう列れつの中ほどを指さした。

「クリス・キッドマンだ！　あいつはおっ、男だろうが！」

　二台目の馬車の前を歩いていたクリスが振り返った。長いベールがふわっと揺れる──クリスもティアナたちと同じ修しゆう道どう服ふくを着せられていた。ジャンと目が合うと困ったようにうつむいてしまう。控ひかえめで楚そ々そとした物腰は本物の修道女のようだ。ティアナとは別の意味で完かん璧ぺきだった。

「でも、似に合あっていますね。男性にしては」

　ティアナが淡たん々たんと言った。

「実に見事な変装です」

「し、しかし……男が女の服を着るなど……へ、変態では……」

　ジャンはひそかに冷や汗あせをかいていた。もちろんクリスに女の服を渡したのはニールだった。アダマスもティアナもまだ彼女の正体に気づいていないが、この先どうなるか分かったものではない。不審には思っているはずだ。

「……ちょっと司し祭さいさんと話してくる」

　シャベルをかついだまま、歩調を速めて荷馬車を追い抜いて、長身のニールに並んで歩き出した。司祭はまっすぐ前を向いたままだった。

「お話はキッドマンさんのことでしょうか？」

　ちゃんと話を聞いていたらしい。物腰は柔やわらかいが、どうも一ひと筋すじ縄なわではいかない相手のようだ。

「それよりも子供たちの状態を気にかけていただけるとありがたいのですが」

「子供たちのことも気にしてます」

　ジャンはむっとして言った。子供たちを必ず守りきると誓ちかった。ただ、司祭の考えていることも気になっているだけだ。ニールは眼鏡めがねごしに横目でジャンを見つめた。

「なんでクリスにあんな格好をさせたんですか」

　ジャンは誰にも聞こえないように小声で言った。

「他に着ていただく服がなかっただけです。あの方が土地者の格好をしていたらかえって不自然ですから。今のセーロフに亡ぼう命めいレガリオン人の農民などほとんどおりません」

「別に農民じゃなくてもいいでしょう。司し祭さいさんと同じ服を着せれば……」

「残念ながら男物の法ほう衣えはこの一着きりです。わたしは余分な衣類を持ちません……もともとあの修しゆう道どう院いんは孤こ児じたちを引き取る以前、修道女たちの住む家でした。ほとんどの方は他の土地へ赴おもむかれましたが、修道女の衣服が何着か残っていたのです」

　ニールの説明はなめらかだった。まるであらかじめ用意された答弁のようだ。

「もっとも、あの方に本当の自分を思い出していただきたかったのも確かです。女性が男性のふりをすべきではありません」

「……この中にはあいつの正体を知らない者もいるんだ」

「わたしは正体を知られるべきだと思っています」

　司祭は胸元の歯車に触ふれながらきっぱり言った。

「わたしたちの教義では偽いつわりを口にする者は罪ざい人にんです。それを知っていて隠かくす者も……虚きよ言げんを弄ろうする者は大たい罪ざいを負おい、いつか必ず報むくいを受けます」

　自分たちのことを言われている気がした。身分を偽って騎士学院グランデコルに入学したジャンと、それに協力し続けるティアナ──ニールにじっと見られていることに気づいて、ジャンは我われに返った。

「俺は噓うそをつく人間がみんな罪人だなんて思わない」

　と、彼は言った。

「司祭さんだって亡命する時は身分を偽ってるじゃないか。今だって噓をついてタラス要よう塞さいに行こうとしてるし……」

「もちろん、わたしも罪人です。いずれ必ず報いを受けます」

「報い……？」

「最初の検問です」

　ジャンは前を向いた。百米メートルほど先に丸太で作られた移動式の柵さくが置かれている。長銃を携たずさえた兵士たちがその周囲を警護していた。人数は少なくとも三十人以上。レガリオン軍の編成では中隊規模だ。

「馬はいないんだな」

　ジャンはほっとした。騎き兵へいがいるとますます厄やつ介かいだ。

「別のものがあります。右手を見て下さい」

　と、ニールが言った。街道から少し外れた丘の上に機械の竜りゆうが伏せていた。

（機甲竜ヒユドラがいるのか）

　もし火炎放射で攻撃されたら、棺かん桶おけの中にいる子供たちは逃げることすらできない。背後の足音に振り向くと、ティアナが後ろに近づいてきていた。彼女は修道服のスカートに軽く触ふれた。その下には「ペイルライダー」が隠してある。万が一の時はいつでも出せるという合図だった。

「聞いて下さい」

　司し祭さいは葬そう列れつの全員に向かって低い声で呼びかけた。

「皆さんはわたしの後ろでただうつむいていて下さい。検問を抜けるまで一言も喋しやべらないように。子供たちも音を立ててはいけません。いいですね？」

　彼は再び前を向くと、先頭の馬を引いて進んでいく。どうやら一人でレガリオン軍の兵士と渡り合うつもりらしい。

（大だい丈じよう夫ぶなのか……？）

　噓うそをつくのが大たい罪ざいだと真ま顔がおで言う人間だ。しかし、よそ者のジャンたちにまともな受け答えができるとは思えない。ここは司祭に任せるしかなかった。ジャンは少し下がって、いかにも飼かい主ぬしを装よそおって馬の横を歩く。パートナーのティアナはその後ろにいる。もし司祭が失敗したら、その時は荷馬車を守って戦うつもりだった。

「そこの連中、止まれ！」

　野の太ぶとい声が響ひびき渡わたって、葬列は歩みを止めた。上うわ目め遣づかいで様子を窺うかがうと、体格のいいひげ面づらの男が近づいてくる。いかにも古こ参さんの兵士らしい風ふう貌ぼうだ。襟えりには小さな鉄の歯車が一つついている。確かレガリオン軍の伍ご長ちようの階級章だ。

「どこの町の者……っておい、お前らマキナ教徒か？」

「はい。わたしたちはイシクの町で布教活動を行っておりました。生き残った人々は逃げ去りましたが、亡なくなった人々を埋まい葬そうするために、この先の墓地へ向かっております」

　司祭は打てば響くように答える。兵士は黒い目を細めて街かい道どうの先をちらりと見た。

「この先に墓場などあったかな」

　ジャンは息を詰つめてなりゆきを見守る。レガリオン軍の兵士たちの注目が葬列に集まっていた。

「雪に埋うもれているのかもしれません。街道から外れた場所ですし」

「だったらそこらの荒れ地で済ませたらどうだ？　異教徒どもに墓など必要なかろう。どこに埋めたってもう奴やつらに分かりはせんさ」

　兵士はげらげら笑った。シャベルを握にぎるジャンの手に力がこもる。ニールが静かに口を開いた。

「墓地にはこの方たちの先せん祖ぞが眠っています。人はどのような信仰を持っていようとも、先祖と同じ場所に眠りたいと願うものです。それを蔑ないがしろにしてよいとは思いません」

　兵士の笑い声が止んだ。しばらく白けたような顔つきで突つっ立っていたが、やがて銃口を上向けて街道の端はしへ避よけた。

「いいだろう。通れ」

　ひそかな安あん堵どが葬列に広がった。ニールは兵士たちに礼をして歩き出す。ジャンも馬の尻しりを軽く叩たたき、荷馬車を前に進めようとする。

　ごとん、と棺かん桶おけの中から鈍にぶい音が聞こえた。側板になにかがぶつかったような音だった。

「なんだ、今の音は？」

　ひげ面づらの伍ご長ちようが大おお股またに近づいてきた。並べられた柵さくをどけようとしていた兵士たちも、動きを止めて振り返っている。

（……まずい）

　子供たちがつい物音を立てたのだろう。ティアナがさりげなくジャンの隣となりに移動してきている。修しゆう道どう服ふくの裾すその下からわずかにペイルライダーの剣先が覗のぞいていた。

「異教徒どもは死体になっても身動きするのか？」

「きっと振動で動いてしまったのでしょう。この季節は道もよくありませんし」

　伍長はニールを見下ろしながら鼻を鳴らした。

「本当に死体なんだろうな、この中身は」

　司し祭さい服ふくの裾から見える両足がかすかに震ふるえていた。ジャンはうつむきながらシャベルをさりげなく持ち替えた。あの兵士にシャベルを投げつけて、ティアナから「ペイルライダー」を受け取るつもりだった。後ろの馬車を見ると、フリデリカとソーニャもパートナーの近くへ移動していた。

「もちろんです……ただ、中をお確かめになるのはご容よう赦しや願います。無む惨ざんな有あり様さまですので」

「そう言われるとますます放っておけんな」

　兵士は体格に似につかわしくない敏びん捷しようさで走って荷馬車に上がった。止める間もなく棺桶の蓋ふたに手をかける。ジャンの心臓が口から飛び出しそうになった──が、蓋は開かなかった。

「もう釘くぎ打うちしてやがるのか」

　彼は舌した打ちをしながら、馬のそばにいるジャンに向かって銃口を向けた。

「そこのガキ、棺桶を開けろ。今すぐだ」

　思わず兵士の顔を睨にらみつけた。シャベルを肩にかけたままゆっくり手袋を引っ張る。銃身をつかめばこの男の体に雷かみなりの竜ル気ンを流しこめるかもしれない。

「一番上の棺ひつぎを開けて差し上げなさい」

　ニールの声が聞こえてきたのはその時だった。ジャンは驚おどろいて司祭を振り返る。

「それを開ければ分かっていただけるはずです。わたしを信じて、言うとおりになさい」

　彼の目は本気だった──ひょっとすると少しでも時間を稼かせいで、その間になにかするのかもしれない。ジャンは仕方なくのろのろと荷馬車に上がった。棺桶は三段に積まれている。こめかみに銃口を突きつけられながら、シャベルの先を蓋と側板のすき間に押しこんだ。

　司祭に視し線せんを走らせると、先を促うながすようにうなずいている。とにかく開けるしかない。シャベルをてこにして力をこめる。釘が耳障ざわりな音を立てて抜け、一いつ気きに蓋が開いた。

「これは……」

　声を上げたのは伍ご長ちようだった。棺ひつぎを見下ろしたジャンの顔からも血の気けが引いていく。そこには黒い服を着た老女が横たわっていた。腹と胸に黒々とした大おお穴あなが開き、肋ろつ骨こつも内臓も突つき出ている。白髪しらがを生やした首が胴どう体たいから離れて、隅すみの方にごろりと転がっていた。

「その少年の祖母です。砲ほう弾だんの直撃を受けました」

　ニールが厳おごそかに告げた。生なま首くびが側板にぶつかって、さっきと似にたような音を立てた。ひげ面づらの男は眉まゆをひそめる。古こ参さんの兵士にも見るに堪たえない死体のようだった。

「……他の棺もご覧らんになりますか？　どれも似たような有様ですが」

「いや、もういい。通ってよし」

　彼はひらりと荷馬車から降りて後ずさりした。葬そう列れつは再び前進を再開する。片付けられた丸太の柵さくの前を通りすぎ、南東に向かって進んでいった。

「……あの棺かん桶おけの中にいる人は、誰だれなんですか？」

　十分に検問所から離れてから、ジャンは小声で尋たずねた。全員で荷馬車に棺桶を積みこんだが、本物の死体の入った棺桶があるとは気づかなかった。

「あの修しゆう道どう院いんの院長です。他の修道女たちがイシクを離れた後もただ一人留まり続け、孤こ児じたちやわたしを受け入れて下さった方です。たまたまイシクの町へ下りている時に砲ほう撃げきに遭あわれました。亡なくなった方を弔とむらうつもりだったとお話ししたでしょう。昨日の夕方までその準備を進めていたのです」

　ニールは抑よく揚ようのない声で言った。

「あのような事態にも備える必要がありました。すべてが終わったら、改めて手厚く葬ほうむって差し上げるつもりです」

（なにが「偽いつわりは大たい罪ざい」だ）

　ジャンはニールへの見方をすっかり改めていた。自分たちよりもこの司し祭さいの方がよほど巧たくみな噓うそをつく。いざとなればこんなえぐい手段も平気で使う。本当に聖せい職しよく者しやなのか疑いたくなるほどだった。

　しかし、今の状況では心強い味方だ。このまま葬列のふりを続ければ、タラス要よう塞さいまで無事辿たどり着けるかもしれない。




　　　　４




　首都ルテニアに残された巨きよ大だいな高層建築の残ざん骸がいを海風が吹き抜けていく。

　この旧きゆう文明時代の「遺い跡せき」は人間の住居だったと言われているが、生活の名残なごりを感じさせるものはなにも残っていない。長い年月で壁かべや天てん井じようのほとんどは崩ほう落らくし、黒い骨組みを晒さらしているばかりだ。首都ルテニアの象徴とされながら、この数百年で上層階に足を踏み入れた人間はごくわずかだ。竜りゆうの背に乗って行くしか方法がなかったからだ。

　かろうじて残っている屋上の一角に、一機の機甲竜ヒユドラが鎮ちん座ざしている。そのそばに黒ずくめの服と金属の装そう甲こうを身にまとった若い女が立っていた。彼女は長い黒くろ髪かみをなびかせながら、セーロフ王国の首都を見下ろしている。遺い跡せきに遮さえぎられた午後の太陽が濃こい影かげを地上に広げていた。

（これが「雪の都」と謳うたわれた街まちか）

　王城を始めとする重要施設はもちろん、都市の中ちゆう核かくはあとかたもなく焼き尽つくされていた。この地に住民はほとんど残っていない。レガリオン軍が到達する前に東セーロフ島の山岳地帯へ避ひ難なんしていた──もちろん冬越しの食糧も一緒に。レガリオン軍がここで得たものは、この巨大な遺跡だけだ。

「セーロフ王は果断な性格と見える」

　グロリア・レガリオンは言った。「黒の鉄姫」と恐れられるレガリオン帝国第七皇女であり、今はセーロフ制圧軍総司令官でもある。

「首都を含む国土の半分を惜おしげもなく捨て、海かい峡きようの向こうへ後退しつつこちらの補給線を断つ……見事な防御戦術だ。今の我わが軍に欲しい人材だよ」

　彼女は皮ひ肉にく混じりに言った。その背後には同じように黒服を身にまとった少年が控ひかえている。彼女の腹ふく心しんの部下にして参さん謀ぼう。赤い髪に紫むらさき色いろの目はジャン・アバディーンにそっくりだった。主従と二人きりの時は仮か面めんを外していることが多い。

「シーグマン将軍の処しよ遇ぐうは今のままでよろしいのですか？」

　ヴィクトル・アバディーンは言った。

　ルテニアに到着したグロリアが最初にしたことは、今までセーロフ制圧軍を指揮していたグレン・シーグマン将軍を謹きん慎しんさせ、一切の軍務から遠ざけることだった。祖父の代からレガリオン皇帝に仕える大貴族だが、戦場より軍ぐん閥ばつ内の立ち回りで今の地位を築いてきた老軍人だった。

　本人は謹慎の理由を理解できずに怒り狂くるっているらしい。海ユ洋ニ連オ合ンの兵力が集結する前に電光石火で首都ルテニアを制圧し、領土の半分を切り取った「功績」を堂々とグロリアに誇ほこっていた。

「困ったものだよ。わたしたちの練ねった作戦をことごとく台無しにしながら、当人は忠ちゆう臣しんのつもりなのだからな。よく働く無能な味方ほどたちの悪いものはない」

　もともとの計画では西セーロフ島への地上軍の上陸に先立って、グロリア直属の機甲竜ヒユドラ部隊による東セーロフ島の空爆が行われることになっていた。敵軍の竜騎士ドラグーンたちを首都ルテニアから引き離し、東への後退も封ふうじる一いつ手てだった。

　しかし、西セーロフ島への上陸作戦が早い段階から敵方に察知されていたこと、機甲竜ヒユドラ部隊の到着が遅れたことを理由に、シーグマンは陸軍を中心とする兵力を独断で動かしたのだった。

　その結果、セーロフ王国軍の主力は敵の上陸と同時に東側の島に後退してしまい、長期戦の態勢を整えつつある。彼らが待まっているのは同盟国からの援軍と本格的な冬の到来だ。すでにレガリオン軍の末端は物資の不足で混乱している。今の状態が続けば、数万の将兵を養えずに撤てつ退たいするしかない。

「シーグマンを本国へ下がらせるべきだと思うか？」

　と、グロリアは尋たずねる。シーグマンは軍人として揺るぎない地位を得ているグロリアに、本国の大貴族たちが送りこんだ足かせのような存そん在ざいだ。正直に言って顔も見たくなかった。

「いいえ。その逆です」

　ヴィクトルは言った。

「彼は今の制圧軍の中にも配下を抱かかえています。敵との決戦で将軍ともども最前線に立たせれば、少しは働いてくれるかもしれません」

「お前の話は率直で助かるよ。大貴族どもとは大違いだ」

　要は最前線で捨すて駒ごまとして使い、不満分子をまとめて始末するということだ──公おおやけに口にすれば処しよ刑けいものの発言だが、とがめるつもりはない。彼女もまったく同じ意見だった。

　この男はレガリオン帝国への忠誠心など欠片かけらも持ち合わせていない。グロリア個人には忠実に仕えているが、おそらく臣しん下かとして自分に敬意を払はらっているわけでもない。初めて会った時、この男は人と竜りゆうがなぜ同じ世界で生きることになったか、自分たちが本当は何者であるか知りたいと言っていた。その切望に突つき動かされて祖国を滅ぼし、レガリオン軍に身を投じて世界の半分を脅おびやかそうとしている。

　個人的な感情でここまでの行動を起こす者を他に知らない。高い能力に似合わない青臭くささに、グロリアは興味を惹ひかれていた。この男に利用価値があるうちは、どのような考えを持っていようと不問に付すつもりだった。

「その敵との決戦の前に片付けておかなければならない問題が山積みだな。このままでは兵たちも存分に働けまい」

「ええ。まずは西セーロフ島の制空権の奪だつ回かいと補給線の確保が急務です。すでにすべての補給部隊に二個小隊の機甲竜ヒユドラを護ご衛えいにつけました」

「二個小隊ということは六機ずつか。まあいいだろう」

　ここ数ヶ月でさらに増強された機甲竜ヒユドラ部隊は、陸軍と海軍から完全に独立した「空軍」として組織化されつつある。編成のプランを練ねったのもこのヴィクトルだった。

「街かい道どうの各検問にも機甲竜ヒユドラを配置しておけ」

「この首都ルテニアに配備してあった旧きゆう型がたを一機ずつ送りました」

「ああ、それでいい。シーグマンの道楽に付き合わせるよりはましだ」

　老大将は手持ちの機甲竜ヒユドラの多くを廃はい墟きよと化したルテニアの防衛に割さいていた。敬けい虔けんなマキナ教徒として、この「貴重な」旧文明の遺い跡せきを守らずにはいられなかったという。グロリアにはつまらない冗じよう談だんにしか聞こえなかった。

「東セーロフ島の空爆はすぐに可能か？　こちらも奴やつらの食糧集積地を叩たたいておきたいが」

「残念ながら大規模な空爆を行うには燃料が不足しています。西セーロフ島で十分な数の機甲竜ヒユドラを飛ばせないおそれがありますね」

　耳を疑う報告だった。グロリアは腹ふく心しんの部下をまじまじと見つめる。

「……シーグマンには予備の燃料を本国から輸送させるよう伝えたはずだが」

　最新鋭の機甲竜ヒユドラは多くの燃料を消費する。それを見越した指示だった。

「三日前、アバディーン直ちよつ轄かつ領りようを出た輸送船団が、フリデク島沖おきで竜騎士ドラグーンの攻こう撃げきを受けた模も様ようです」

「辺へん境きよう航路は危険だと注意したことも忘れたのか」

　グロリアは思わず舌した打うちをする。かつてアバディーン王国があった島は、巨大農園の広がる静かな直轄領になっている。しかし、辺境には亡ぼう命めいアバディーン人たちが多く住んでおり、反レガリオン帝国の感情が根強い。

「しかし、フリデク王国に竜騎士ドラグーンはいないはずだが。どこの騎き士し団だんに襲しゆう撃げきされた？」

「騎士学院グランデコルの実技教官たちを中心とした義ぎ勇ゆう部隊のようです」

「……なるほど、そういうことか」

　そういえばセーロフ王国に派は遣けんされた生徒たちに、指導教官がついていたという話は聞いていない。生徒たちの活動は辺境に別べつ働どう隊たいを差し向けるための陽よう動どうだった可能性がある。騎士学院グランデコルの学長ならその程度の手を打ってもおかしくない。

「東セーロフ島攻こう略りやくは遅れそうだな」

　兵へい站たんを整えるまでにしばらく時間がかかる。その間に敵方には援軍が集まってくるだろう。

　アバディーン戦せん役えきをしのぐ総力戦になりそうだった。

「タラス要よう塞さいはどうなさいますか？」

　グロリアはしばし考えこんだ。この島に残されたセーロフ王国軍最後の拠きよ点てん。東セーロフ島へ通じる大橋を守っている要塞だ。

「難しいところだな。東の島へ通じるあの大橋は欲しいが、奪うばおうとすれば爆ばく破はされるだけだ。竜騎士ドラグーンどもの出しゆつ撃げき拠きよ点てんであれば落とすが……」

「ならば放っておいても構わないでしょう。報告によれば、民間人の避難経路の確保のために維い持じしているようです。攻撃の拠点としてはほとんど機能していません」

「妙みようなところで甘あまい連中だ。民たみの犠ぎ牲せいを恐れるなら、最初から降こう伏ふくすればよいものを」

　と、グロリアは言った。

「そういえば、騎士学院グランデコルの生徒たちがタラス要塞に入っているそうだな。お前の弟と竜りゆうの皇女もその中にいるとか……おそらく民間人の救出でもするのだろうが」

「そのようですね」

　参さん謀ぼうの表情に変わりはない。動揺している様子はまったくなかった。

「奴やつらを呼んだのはお前だろう。これからどうするつもりだ？」

　ティアナに侵しん攻こう計画を教えたのはヴィクトルだった。彼女とそのパートナーを北方の地に呼び寄せるためだと聞いている。

「彼らには新型と戦ってもらいます。実験台としては最適ですから」

　二人の背後にある最新鋭の機甲竜ヒユドラは、以前よりも本物の竜りゆうに──皇女ティアナレルドのシルエットに近づいている。プラネッタの大会で得たデータを参考に、技術班がこの二ヶ月でさらに改良を加えた。機体設計の大幅な見直しと新たな推進機関の搭とう載さいで、運動性能は飛ひ躍やく的てきに向上した。短時間の戦せん闘とうなら、「最速の雷らい竜りゆう」と同等の働きができるはずだ。

「つまりわたしに殺させるということか？」

　グロリアは苦笑した。内心ではその時を楽しみにしていた。機体の性能差が縮まれば、勝敗は乗り手の技量で決まる。あの未み熟じゆくな赤毛の少年に負ける気はしなかった。

「それ以外の選せん択たく肢しも用意しているのだな？」

　ヴィクトルは無む言ごんで頭こうべを垂たれた。なにか思うところがあるようだった。

「まあいい。奴やつらのことはお前に一任する」

　グロリアは東へ延びる街かい道どうに目を凝こらした。その先にはタラス要よう塞さいがあるはずだ。

「お前の弟は今ごろなにをしているだろうな」

　ヴィクトルになりすまして竜騎士ドラグーンを目指すジャン・アバディーン。グロリアは彼にも個人的な興味をそそられていた。学院島で自分に砲剣を向けた時のように、この島のどこかで思いも寄らない行動を起こしているかもしれない。

「ん……？」

　ふと、西日を浴びながら街道を行く一台の荷馬車に目が留まった。はっきりとは見えないがレガリオン軍のものではないようだった。

「あれはなんだ？　わが国の奴ど隷れい商人でもないようだが」

　グロリアは進軍を邪じや魔ましない範囲で奴隷商人たちの活動を認めていた。兵士たちが占領地で略りやく奪だつや暴行を行うのは避さけられないと割り切っているが、奴隷商人の悪あく辣らつさが目立てば住民の反感はいくらかレガリオン軍から逸それるからだ。

「あれはセーロフ人たちの葬そう列れつです。死者を墓地へ運んでいるのでしょう」

　ヴィクトルが笑えみを含んだ声で答えた。

「疫えき病びようの蔓まん延えんなど、衛えい生せい上の問題を考こう慮りよしたシーグマン将軍が埋葬を許可したようです」

　もう少しでグロリアも噴ふき出すところだった。馬ば鹿か馬鹿しいにもほどがある。

「あの老人はこの極ごつ寒かんの地を南国の島かなにかと勘かん違ちがいしていたようだな。死体など春まで放っておいても腐くさりはせん」

　レガリオン軍にとってなんの利益もない措そ置ちだ。それどころか民間人に化けたゲリラが街道を行き来するかもしれない。棺かん桶おけは武器を隠かくすのにうってつけだ。

「各検問に今後は葬列の通行を許可しないように伝えろ。不ふ審しんな者はすべて拘こう束そくし、抵抗するなら射殺して構わんとな」

「かしこまりました」

　ヴィクトルは臣しん下かの礼を取った。
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　海沿ぞいの街かい道どうを南下していた偽にせの葬そう列れつは、日が落ちる直前に前進をやめた。わざわざ夜の間に死者を弔とむらう者はいない。かえって不自然に思われるおそれがあった。

　なによりも子供たちの忍にん耐たいが限界を迎えていた。わずかな休きゆう憩けいの時間を除いて、一日中狭せまい空間に閉じこめられていたのだ。いくつもの泣き声が棺かん桶おけの中から洩もれてくるようになり、司し祭さいたちは急いで街道からやや外れたケルチの村へ荷馬車を引いていった。

　ケルチはごく小さな集落で、住民たちはすでに東へ去さった後だった。長年にわたって吹雪を阻はばんでいた高い塀へいは念入りに崩くずされ、古い石造りの家々はあとかたもなく破壊されている。

　かろうじて集落の外れに残っていた馬小屋を今夜の宿に定めた。さっそく子供たちを棺桶から外に出してたき火を熾おこす──食事の準備をするうちに外はすっかり夜になっていた。

　村の入り口にある壊れた門から、手て桶おけを提さげたクリス・キッドマンが姿を現した。炊すい事じに使う水が足りなくなったので、近くの小川へ汲くみに出たのだった。ぬかるんだ足下に視し線せんを配りながらゆっくり歩く。修しゆう道どう服ふくのスカートのせいか足に違い和わ感かんがある。

（女物の服って久しぶりだ）

　ティアナたちに正体を知られるかもしれないと緊張しどおしだったし、これを着せたニールに腹を立てていた──が。

（これはこれでいいな……）

　いくらか気に入ってもいた。ちゃんとした鏡がないのは残念だ。アバディーンの目にどう映っていたか気になる。少しはかわいく見えていたら嬉うれしい。

　立ち止まってくるりと一回転する。長い裾すそがきれいに広がった。

「……ふふっ」

　つい唇くちびるから笑みがこぼれた。
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「クリス？」

　背中から聞こえてきた声にクリスは飛び上がった。おそるおそる振り返ると、小さな男の子と手を繫つないだヴィクトル・アバディーンが近づいてくる。修道服姿のティアナまで一緒だった。今の動きを見られたかもしれない。今すぐ小川まで走っていって飛びこみたい気分だった。

「ど、ど、どうしたの？　こんなところで」

「あなたが武器も持たずに出て行ったと聞いたので、後を追ってきたのです」

　と、ティアナが言った。そういえば砲剣は馬小屋に置きっぱなしだった。小川はすぐそこなのであまり警けい戒かいしていなかった。

「すいません、わざわざ……アバディーンも」

「いや、俺は別の用事もあって……」

　頭をかきながらアバディーンは言った。すると、少年がぎゅっと彼の手を引っ張った。確かサーシャという名前だったと思う。

「……うんち」

「分かった分かった。もうちょっと我が慢まんしろ！　今連れてってやるからな！」

　ひょいと抱き上げると、大急ぎで近くの茂しげみに走っていってしまった。用足しの手伝いに来たらしい。後にはティアナとクリスだけが取り残される。

　クリスはにわかに緊張してきた。そういえば、この竜りゆうの皇女と二人きりになったことがあまりない。必死に話題を探していると、茂みの方からアバディーンのぼそぼそ声が聞こえてきた。そうだちゃんとしゃがめ、などと言っていた。

「……彼はあの子と仲がいいんですね」

　サーシャだけではなく、子供と接することに慣れている気がする。

「フリデク王国の孤こ児じ院いんにいた頃ころ、他の子供たちの世話をしていたそうです。一番年長だったので、院長の補佐のような役割だったとか」

「そうだったんですか……」

　初めて聞く話だった。孤こ児じ院いんでのことも、アバディーン王国でのことも、あまり詳しく話してくれたことがない。

（でも、ティアナ様には話すんだ）

　彼女の胸がざわざわ騒いだ。パートナーだから当たり前という気持ちと、ぼくだって親しいはずなのにという気持ちが交こう錯さくする。

「……キッドマン」

　突然、ティアナが真剣な面おも持もちで言った。クリスの背がぴんと伸びる。

「はっ、はい」

「さっきのあれ、なんだったのですか？」

「な、なんのお話ですか」

「これです。なにかのおまじないでしょうか」

　彼女は両手を広げて不器用に回ってみせる。クリスは両手で顔を覆おおいたくなった──やっぱり見られてたんだ。

　まさか「スカートをはいているのが楽しくなってターンしました」とは言えない。それこそ女装趣しゆ味みの変態だ。とにかくなにか言い訳しなければ。

「は、はい……レ、レガリオンに伝わるおまじないです」

　冷や汗あせをかきながら答える。

「そうですか。どういう意味があるのですか？」

「い、意味？　ええっと、つまり……いつもそばにいる人が、自分のことをもっと話してくれるように、そういうおまじないです……」

　我われながら穴あなに飛びこみたくなる出まかせだった。言い訳でもなんでもない。かえって怪あやしまれそうだった。ごめんなさい噓うそでした、と言おうとした時、ティアナが再ふたたびスカートの裾すそを翻ひるがえしてきれいにターンした。今度は足下もふらついていなかった。

「こうですか？」

「えっ？　ええ……」

（……かわいい）

　同性のクリスもどきっとするしぐさだった。同じことをしていても、自分はきっとこんな風に見えない。ティアナと一緒にいるアバディーンは、こういう彼女をいつも見ているのだ。

「でも、このおまじないが必要なのは、わたしではなくアバディーンですね」

「え？」

　ティアナはさらにもう一度ターンする。その表情は回るたびに少しずつ暗く沈んだものになっていった。

「わたし、彼に言えない秘密があるのです」

　と、彼女はつぶやいた。

「この数ヶ月、もう隠かくしておけないと何度も思いました。でも、どうしても告つげる勇気がありません。もし、彼に知られてしまったら、わたしの前からいなくなってしまうかも……」

　クリスの頭の中が真っ白になった。やっぱりそうだったんだ、とどこかにいる冷静な自分が考えた。やっぱりティアナ様も彼のことが好きだったんだ。体の震ふるえが止まらなかった。

「ど、どうして……ぼくに話すんですか……？」

「あなたは彼の一番仲のいい友達ですし、正直で信頼のおける騎き士し候補ですから……わたしは、どうしたらいいと思いますか？」

　ティアナがくるりと回った。正直という言葉が胸に突つき刺さった。まさにたった今もティアナを欺あざむいているのに。

（この方には、彼以外に親しい者がいないんだ）

　だから自分に相談している。もし告白などしない方がいいと言えば、本当にずっと黙だまっている気がする。もう二人の関係を心配しなくても済む。まさにクリスの望んだとおりに──。

「は、話すべきだと思います！」

　しかし、彼女の口から出た言葉はまったく逆だった。

「アバディーンはぼくよりもずっと正直で信頼できます……ティアナ様を一人にするようなことはしないと思います……」

　言い終わった時にはぐったりしていた。じわじわ湧わいてくる後悔を彼女は無視した。今までさんざん噓うそをついてきたが、この噓はつくことができない。

　ティアナの唇くちびるがかすかに開いた。ひょっとすると微笑ほほえんだのかもしれない。

「ありがとうございます、キッドマン」

「い、いえ……どういたしまして……」

　やっとのことでそう言った時、アバディーンがサーシャの手を引いて戻ってきた。こんな話をした後にどんな顔をしたらいいか分からない。これから四人で水汲くみに行くと思うと気が重かった。

（え……？）

　ふと、クリスの耳がかすかな物音を聞きつける。

　顔を上げて暗くら闇やみの向こうに目を凝こらす。街かい道どうの方から大きな黒い影かげが近づいてきていた。




　クリスたちが異変に気づく少し前から、アダマス・バルバートルは壊こわれた廃はい屋おくの庇ひさしの下に潜んでいた。右手には自分の砲剣を握にぎりしめている。一人で水汲くみに行ったクリスを追って、こっそり馬小屋から外へ出た。もちろん息の根を止めるためだった。

（……これで一人片づく）

　この妙みような葬そう列れつに加わる羽目になって、アバディーンたちを殺す計画はますます狂ってしまった。あのおかしな司し祭さいや子供たちのいる前で連中を始末するわけにはいかない。自分が殺したと知られては元もとも子もないからだ。口封ふうじに二十人も殺すことはさすがにできない。

　アバディーンたちにはどこかで消えてもらい、自分とソーニャは華はな々ばなしく敵軍の中を突破して避難民を連れ帰る──それが最も望ましい結末だった。

　そのためにはこの夜のうちに一人ずつ始末していくしかない。

　門の外へ歩いていくクリスを見ながら、アダマスは砲剣に氷の竜ル気ンを流しこんだ。先端の刃にたちまち冷気が集まってくる。背中から心臓を突つき刺しても、傷口は瞬しゆん時じに凍こおって返り血を浴びる心配もない。クリスはまるでこちらに気づいていなかった。

（死ね）

　彼は足音を忍しのばせて暗がりから飛び出そうとする。

　その途と端たん、クリスが裾すそを翻ひるがえしてくるりと回った。幸せそうな笑えみが唇くちびるに浮かんでいる。淡あわい月明かりの下で、ひっそりと咲く花のようだった。

（うっ？）

　アダマスは魂たましいを奪うばわれたように呆ぼう然ぜんと立ちつくした。火のように熱くなった顔をぎゅっと自分でつかむ。自分の心臓の音がはっきり耳に響ひびいた。クリスを眺ながめているだけで胸が苦しい。生まれて初めて芽め生ばえた感情に、アダマスは戦せん慄りつした。

（あいつは男で、レガリオン人だぞ）

　必死に自分に言い聞かせた。

「あ、いた。あそこだ」

　すぐ近くからの声に我われに返った。アダマスの潜んでいる廃はい屋おくのそばを、アバディーンとティアナが通りすぎていった。孤こ児じたちの中で一番幼おさない少年まで一緒だ。クリスの身を案じて追ってきたのだろう。

　アバディーンたちはクリスになにか話しかけている。もうこっそり襲おそいかかることなどできない。竜りゆうの皇女は修しゆう道どう服ふくの中に「ペイルライダー」を仕込んでいる。のこのこ出て行けば返り討うちに遭あう。かといって射撃で殺せば他の者たちに銃声を聞きつけられる。

（くそ……退しりぞくしかないか）

　あの瞬しゆん間かん、ためらわなければクリスだけでも殺せたかもしれない。アダマスは奥歯を嚙かみしめながら壁かべ際ぎわを移動する。砲剣を持っているところを見られないうちに戻った方がいい。

「隊長、なにやってるの？」

　アダマスの口から声にならないうめき声が洩もれた。建物の角から子供たちが顔を覗のぞかせている。一人はヘルダとかいう無礼な少女で、同じ年とし頃ごろの少年たちが他に三人もいる。どれもこれも似にたり寄ったりの品のない顔つきだ。

「あー、すごい武器持ってる！」

　そのうちの一人がそう言ってずるっと鼻をすすった。せめて鼻ぐらいかめと怒鳴りつけたかったが、アバディーンたちに気づかれないうちに退散したかった。

「……敵が来るかもしれないから見回りに来たんだ。お前たちは馬小屋に戻っていろ」

　脅おどしたつもりだったが、四人は一いつ斉せいに目を輝かがやかせた。

「敵？」

「ほんとに敵？」

「どこにいるの？」

「よし、戦うよお前たち！　司し祭さいさまたちを守るんだ！」

　ヘルダの号令とともに全員が飛び出してきた。追い返すつもりが逆効果だった。彼らは全員そっくりの木剣を持っている。どうやらヘルダをリーダーとしたチームらしい。

「隊長！　敵はどこなの？」

　子供たちはきょろきょろあたりを見回した。もちろんアダマスには答えようがない。ごまかすためにアバディーンたちのいる門の外を指さした。

「ああ、そうだな。あっちに……」

　すると、本当に車輪の軋きしみと馬のいななきが聞こえてきた。街かい道どうの方から馬車が近づいてきている。子供たちよりもアダマスの方が驚おどろいていた──まさか本当に来るとは。

　門の外にいた四人が向きを変えて門の内側に駆かけこんでくる。すぐにアダマスと子供たちの存そん在ざいに気づいた。

「なにやってるんだ？　バルバートル……なんだそれ」

　アバディーンたちの視し線せんがアダマスの砲剣に注がれる。すでに砲剣には彼の竜ル気ンがこめられている。ただ通りかかったという言い逃れは通用しそうにない。明らかに臨戦態勢だった。

「こ、これは……」

「隊長は敵が来るって気がついてここまで来たんだよ」

　ヘルダがアダマスの腕につかまりながら自じ慢まんげに言った。余計なことを言う小こ娘むすめの頭をはたいてやりたくなった。この連中がそんなたわごとを信じるはずがない。自分が逆の立場だったらすぐに見破るだろう。

「そっか。さすが隊長だな」

　アバディーンは真ま顔がおで言った。ティアナやクリスも感心したようにうなずいている。

（信じたのか、このぼくを）

　ぞわっと悪お寒かんが背中を撫でた。素直な態度が気き色しよく悪い。きっとこれも自分を陥おとしいれるための罠わなに違ちがいない。なにをやるか分からない連中だ。

　門の向こうの暗くら闇やみの中から、巨大な二頭立ての馬車が姿を現し、門の前に停止する。アダマスたちは壁かべに開いた大おお穴あなから廃はい屋おくの中に入って隠かくれた。

「なんだ、あれは？」

　アダマスは穴の縁ふちから顔を出した。馬車には鳥かごを巨きよ大だい化かしたような檻おりが据すえ付けられている。生まれて初めて見る代物だった。隣となりにいるアバディーンの顔がなぜか真っ青になっていた。

「奴ど隷れい商人の馬車です」

　と、ティアナの低い声が聞こえた。さすがに子供たちが息を吞のむのが分かった。あの檻おりはセーロフ人たちを捕らえるためのものなのだ。今は中に誰だれもいないようだった。

「このボケ！　この村は昼間見ただろうが！」

　御ぎよ者しや台だいの上から怒鳴り声が響ひびいてきた。顔ははっきり見えないが、乗っているのは二人らしい。

「別にいいじゃねえか。もう一度見てこうぜ。一匹ぐらい残ってるかもしれねえし」

　と、もう一人が言った。

「……人を狩りにきやがったんだ」

　アバディーンが震ふるえる声で言った。

「とんだ無む駄だ足あしだ！　とっとと戻るぞ。街かい道どうで他の連中も待まってるんだ」

　外では奴隷商人たちのやりとりが続いている。

「だったらよ、ちょっと見てけばいいだろ。無駄足ついでにさ」

　この村に入るか入らないかで揉もめているようだった。彼らの位置から司し祭さいたちのいる馬小屋は見えないが、門の中に馬車を進めれば明かりに気づくに違ちがいない。

「あんなクズども、始末すれば済む」

　アダマスは砲剣を握にぎりしめる。死体を埋うめて馬車を隠かくせば見つからないはずだ。

「待って下さい、バルバートル卿きよう」

　と、ティアナが制した。

「街道に仲間がいると言っています。あの二人を始末しても、その者たちがここへ来るかもしれません」

「大した問題じゃない。その連中も始末すれば……」

「何人いるかも分からないのですよ？　また仲間を危険に晒さらすつもりですか」

「な……」

　アダマスはかっとして怒鳴り返そうとする──ふと、子供たちの視し線せんが自分から離れないことに気づいた。一挙一動を見張られているようで腹が立つ。

「なぜぼくを見ているんだ？　お前たちは。なにか文句でも……」

「君がぼくたちの隊長だからだよ、バルバートル」

　と、クリスが静かに口を開いた。

「この子たちは君を信頼してるんだ……ぼくたちだって本当は君を信じたい。頼むからもう少し冷静になってくれ」

　彼はごくりと唾つばを吞みこんだ。君を信じたい、という言葉が頭の中で反はん響きようする。今にも爆発しそうだった怒りがなぜか薄うすれていった。

「し、しかし、それならどうするつもりだ？　脅おどかせば帰るような連中じゃないぞ。殺す以外に方法はないだろう」

　沈ちん黙もくが流れる。今度はティアナも言い返せない様子だった。そんな都つ合ごうのいい方法があれば誰だれも苦労しない。

「おい、これを見ろ！」

　奴ど隷れい商人の片割れが声を上げた。

「馬車の轍わだちが中に続いていってるぞ。やっぱり誰か中にいるんだ」

「俺たちの入った時の跡あとだろうよ。昼間もここへ来たのを忘れたのか？」

「うるせえな。とにかく入るぞ！」

　ぎしっと音を立てて馬車が前進する。これで戦うしかなくなった。アダマスは砲剣を手に飛び出そうとする。うまく行けば音を立てずに二人とも殺せるかもしれない。

「ちょっと待まて、バルバートル」

　アバディーンにその肩をつかまれる。

「ティアナ、『ペイルライダー』の予備の弾だん丸がんあるか？」

　皇女は無む造ぞう作さに首のあたりから修道服の中に手を突つっこむと、大きな弾丸を取り出してパートナーの手に載のせた。

「なにをするつもりだ？　ちゃんとぼくに説明しろ」

　アダマスが詰つめ寄った。アバディーンは手袋を外し、右腕に広がった金色の印ムドラから、雷かみなりの竜ル気ンを弾丸に流しこむ。

「脅かして帰る連中じゃないって言っただろ……だったら他の奴やつらを脅かすんだよ」

「はあ？」

　穴あなから身を乗り出したアバディーンは、右腕を鋭するどく振って弾丸を放り投げた。ほとんど一直線に飛んでいった弾丸は、二本の門柱の間にあるぬかるみにずぶりと突き刺さった。そこへ馬たちが足を踏ふみ入れる。前まえ脚あしの一本に青い火花が散った。

（雷らい撃げきを地面に帯びさせたのか）

　馬は悲鳴を上げて立ち上がりかけた。傷を負うほどの強い竜ル気ンではないようだった。

「ちっ、どうしたんだ？」

　奴隷商人の一人が御ぎよ者しや台だいから飛び降りて、馬をなだめにかかった。村に入ろうと主張していた方の男だった。しかし、馬の方は必死に後ずさりしようとする。

「釘くぎでも出てたんじゃねえのか」

　御者台の上からもう一人が言った。

「やめとこうぜ。無理にここへ入ったら、馬どもが脚を傷めるかもしれねえ」

　地面に下りた男はしばし考えこんだ。アダマスは砲剣を握にぎったまま相手の様子を窺うかがう。それでも門の中へ入ってきたら、ティアナたちの意見など聞かずに殺すつもりだった。

　やがて、男は馬の轡くつわを取って方向を変え始めた。

「どうした？　諦あきらめたか？」

　御ぎよ者しや台だいに残っていた男がからかうように言った。

「馬に傷をつけたんじゃ頭とう領りようにどやされちまう。それで獲え物ものはいなかったなんて話になれば俺おれはクビだ。あのクソ農園に逆戻りなんてごめんだからな」

　馬車はゆっくりと遠ざかっていく。廃はい屋おくの中にいた全員がほっと息をついた。まだ安全とは言いきれないが、ひとまず危機は去さった。

「一組ずつ交替で朝まで見張った方がいいみたいだな」

　アバディーンの提案に、アダマスはひそかに舌した打うちする。この連中を殺す計画は中止にするしかない。誰だれにも気づかれずに武装した騎き士し候補と騎き竜りゆうを闇やみ討うちするなど至し難なんの業わざだ。次の機会を狙ねらうしかなさそうだ。

「それにしても、さっきは凄すごかったな、アバディーン」

　と、クリスが言った。

「ぼくだったらあんなにうまく投げられない」

　アダマスの胸に苛いら立だちが募つのった。自分には決して見せない笑え顔がおを向けている。たかが弾だん丸がん一つ投げただけで、いちいち誉ほめるような話か。アバディーンもアバディーンでへらへら笑っている。

「小さい頃ころから石投げは得意だったんだ。よくやってたし」

　彼はさっきやったように腕を振ってみせる。「神童」だったくせにずいぶん幼よう稚ちな遊びをやっていたものだ。まるで路地にいる平民の子供だ。

（ん……？）

　不意にアダマスは眉まゆを寄よせた。目の前のアバディーンの姿に漠ばく然ぜんとした違い和わ感かんを覚える。

（……なにか妙みようだ）

　些さ細さいなようでいて、決定的なことが食い違っているような。眉まゆに走る傷を撫なでながら、アダマスは一人佇たたずんでいた。いくら考えても答えは出なかった。
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　ジャンとティアナがクリスたちと交替して戻ってきた時、まだ馬小屋に明かりは点ついていた。ニール・エドワースがロウソクの炎ほのおを頼りに地図を眺ながめている。ティアナは寝ね床どこに割り当てられた屋根裏うらへはしごで上がっていったが、ジャンは足を止めた。ちょうど袖そでをまくっていた司し祭さいの二の腕に、黒い入れ墨ずみのようなものが見えたからだ。

（印ムドラ……じゃ、ないよな）

　かといって、船乗りが彫ほるような入れ墨ともデザインが違っている。花か弁べんを大きく広げた花となにかの数字。

「どうかなさいましたか？」

　司し祭さいは顔を上げて言った。ジャンは彼が地図を広げている樽たるの方へ近づいていった。ずらりと並んでいる棺かん桶おけの一つに躓つまずきそうになる。中では子供たちが抱き合って毛布にくるまっていた。疲つかれきっているのか、ジャンの足音にも目を覚まさない。

「……寝ないんですか？」

　と、ジャンは小声で尋たずねた。

「仮か眠みんは取りますよ。その前に明日のルートを確認していたのです」

　ジャンは地図を見下ろした。今いるケルチの村からタラス要よう塞さいまではまだかなりの距離がある。明日は強行軍になりそうだった。

「こっちはなんですか？　この細い線」

　海沿いの街かい道どうとは別に、内陸の森の中に一本の線が描えがきこまれている。

「土地者が使う古い間道です。残念ながらそろそろ雪に閉ざされる時期です。レガリオン軍の目も届とどいていないと思いますし、こちらのルートが確実に使えるなら安心だったのですが……」

「……それって今のルートじゃ不安ってことですか？」

　司祭は目と目の間を軽くつまむように揉もんだ。

「日が沈む少し前から、街道の上空を飛ぶ機甲竜ヒユドラの数が増えていることに気づきましたか？」

「え……？　ああ」

　曖あい昧まいにうなずいた。言われてみればそうだったかもしれない。

「それがなんなんですか？」

「あれは街道の監かん視しが厳しくなっている証しよう拠こです。検問もそうなるかもしれません。今までのように葬そう列れつだからといって通してくれるかどうか……」

　ジャンは驚おどろいていた。従軍経験のあるティアナでさえそこまで気づいていない。この司祭は人並み外れた洞どう察さつ力を持っている。

「あの、司祭さんって本当に司祭なんですよね？」

「どういうことですか？」

「頭も切れるし、とんでもなく口も巧うまいし……もともと詐さ欺ぎ師しかなんかじゃねえかって」

　ニールは眼鏡めがねを外して微笑ほほえんだ。素顔の彼は今までよりずっと若く見える。

「この場では証明のしようがありませんが、少なくとも詐欺師ではありませんね」

　と、彼は言った。

「わたしはマキナ教の教会で養やしなわれていた孤こ児じです。わたしを導みちびいて下さった司教ともども、ただの神のギアースですよ」

「ギアース？」

「ああ、申し訳ありません。古代語で歯車という意味です。わたしたちの教典では、唯ゆい一いつ神しんである機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナの僕しもべである人間を指すのです」

「はあ……」

　ジャンには今ひとつぴんと来ない話だった。海ユ洋ニ連オ合ンには一神教を信仰する者があまりいない。それぞれの島に古くから祀まつられている土地神を漠ばく然ぜんと拝おがむ、という程度だった。ジャンたちの父は竜りゆうという生き物を信奉し、ことあるごとに竜の話ばかりしていたが、「神」ととらえてはいなかったはずだ。

「マキナ教徒じゃない人間……俺たちもその歯車ギアースって奴やつなんですか」

「マキナ教の定義ではもちろんそうです。わたしたちは神によって作られた機械の部品のような存在であり、複雑に絡からみ合ってこの世界を構成しています。わたしたちにはそれぞれに与えられた使命があるのです。自分が本当はなにものであるか、なぜ存そん在ざいするのかを真しん摯しに問い、探求することがマキナ教の根こん幹かんです……竜族の排はい斥せきは、教義とは無関係だとわたしは考えています」

　なにを言っているのか今ひとつ分からないままだったが、とりあえずニールが聖せい職しよく者しやだということだけは納得できた。今までで一番いきいきしている。

「それにしても、あなたは不思議な方ですね」

「え？」

「レガリオン帝国によって祖そ国こくを滅ぼされたのに、レガリオンの血を引く者に必ずしも憎にくしみを抱いていらっしゃらない。キッドマンさんとも親しいご様子ですし」

　ジャンは気き恥はずかしくなった。互たがいに意い識しきしていることを暗あんに言われた気がする。

「アバディーン戦せん役えきと関係ない人を憎む気はないです……もちろん許せない奴らもいますけど。『黒の鉄姫』は許せないし、あの奴ど隷れい商人の奴らだって……」

　さっきのあの連中の会話を思い出すとまだ体が震ふるえる。あの檻おりがいずれセーロフ人でいっぱいになると思うと、今すぐ追いかけていって殺してやりたかった。

「彼らは確かに自分の使命を見いだせずにいる哀あわれな人々かもしれません……しかし、彼らが必ずしも憎むべき相手だとわたしは思いません」

「え、でも……」

　あの連中はここにいる子供たちを見つけたら、喜んで捕まえて本国へ送るだろう。

「ご存じですか？　レガリオン帝国の奴隷商人の多くは、奴隷出身の人々なのです」

　ジャンは啞あ然ぜんとした。もちろん今までまったく知らなかった。

「貧まずしいレガリオン人はしばしば子供を売ります。口減らしのために仕方なくそうする親もいれば、奴隷商人たちの甘かん言げんに騙だまされる親もいます。いずれにせよ、子供たちの運命は同じです。彼らは長い年月必死に働いて自由の身になりますが、そうなっても仕事がありません。農園の外のことをなにも知らず、教育も受けられなかった人々です。仕方なく自分と同じような境きよう遇ぐうの人々を捕まえる仕事に就つく……彼らが自分の仕事を好すいているとは限りません」

　ニールは地図を丁てい寧ねいに畳たたむと、足下に置いてあった小さな鞄かばんにしまった。

「さて、わたしたちも朝まで少し休むとしましょう」




　ジャンは重い足取りではしごを上がっていった。ついさっき司し祭さいから聞いた話がまだ頭から離れない。そういえば、さっきの奴ど隷れい商人たちも、農園に逆戻りするのはごめんだと言っていた──連中には連中なりの事情があるのかもしれない。

「……それがどうしたんだよ」

　と、彼はつぶやいた。事情があるからといって、他人を不幸に陥おとしいれる者を許すことはできない。被害を受ける者はそれとはまったく無関係の者たちなのだ。

　馬小屋の屋根裏うらには藁わら束たばが山のように積まれている。隅すみの方でアダマスとソーニャが死んだように眠っていた。ティアナはその反対側の隅で、両手を組んで仰あお向むけに横たわっている。修しゆう道どう女じよの姿でそのポーズを取っていると、死人にしか見えない。

　ジャンは彼女の隣となりに潜りこんだ。しばらくすると寒さが遠のいて、体に暖かみが戻ってくる。

「……アバディーン」

　ティアナのささやき声が聞こえてきた。彼女はいつのまにか目を開けている。

「まだ起きてたのかよ」

「眠れないのです」

　彼女はぽつりとつぶやいた。

「……そりゃそうだよな」

　いくら「最速の雷らい竜りゆう」でも緊張するのが当たり前だ。敵地のど真ん中にいるこの状況でぐっすり眠れる方がどうかしている──。

「ええ。いつも着ている寝間着がないのです。あれがあればぐっすり眠れるのですが……」

　思ったよりどうかしていた。

「……服のせいなのかよ」

「あなたのせいです」

「いや待まて。なに言ってんだ？」

「あなたが捨ててしまったではないですか。ルテニアの近くで」

「そ、そうだけど……」

　機甲竜ヒユドラに追われながらタラスに向かった時だ。確かに武器以外の荷物は投げ捨ててしまった。

「お前が捨てろって言ったんじゃねえか」

「あれは他の竜りゆうたちに言ったのです。わたしに荷物を軽くする必要はありませんでした……お気に入りだったのに……」

「だったら寝間着は捨てるなって叫さけべばよかっただろ」

「わたしをなんだと思っているのですか。あの緊きん迫ぱくした状況でそんなこと言えるわけがありません。どうかしています」

「ここで寝間着を気にしてるお前は十分どうかしてるよ……」

　ぼそぼそとどうでもいい会話を続けているうちに、ジャンは気分が落ち着いてきた。まるで騎士学院グランデコルからの帰り道に話している時のようだった。

「……そろそろ寝ます」

「寝間着はいいのかよ」

「我が慢まんします」

　それから、少し恥はずかしそうに付け加えた。

「あなたと話したので少し落ち着きました」

　胸がどきっと鳴った。ひょっとすると本当は緊張のせいで眠れないのかもしれない。ジャンと話をするためにわざわざ寝間着の話を持ち出した──いや、ティアナのことだからよく分からない。彼女は言いたくないことを言わない主義だ。

「アバディーン」

「まだなんかあるのか？」

「タラスに着いたら、あなたに話したいことがあります」

　ティアナの声は消えそうなほどか細かった。

「とても大事な話です。聞いてもらえますか？」

　そういえばセーロフに着く前の晩ばん、ジャンに話せないことがあると言っていた。今さら驚おどろくような秘密があるとは思えなかったが、パートナーの話はどんなことでも聞くのが義務だ。

「分かった。帰ったら聞く」

　と、彼は言った。
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　朝から空はどんより曇くもっていた。今にも雪が降り出しそうな天気だった。

　ジャンたちは子供たちの入った棺かん桶おけを荷馬車に載のせ、夜明けとともに出発した。

　昨日きのうよりも馬車の進みはいくらか早い。日にち没ぼつまでにタラス要よう塞さいに着かなければ、大橋が落とされてしまう。急がなければならなかった。

　ジャンは二台目の荷馬車の前で、馬の手た綱づなを握にぎっている。街かい道どうを行き来する兵士たちが増えていた。機甲竜ヒユドラもひっきりなしに上空を飛んでいる。前線に近づいていることが嫌いやでも実感できる。危険なのはこれからだった。

「……気をつけましょう」

　隣となりに近づいてきたティアナが低くつぶやいた。

「分かってる」

　と、ジャンは答える。

「そろそろ検問が……」

　突とつ然ぜん、一発の銃声が鳴り響ひびいた。レガリオン軍の銃のものだ。棒ぼう立だちになりかけたジャンに反応して馬の方も歩調を緩ゆるめる。首くび筋すじを叩たたいて歩くよう促うながした。

「なにがあったんだ？」

　ティアナからは返事がかえってこない。彼女は瞬まばたきもせずに街かい道どう沿ぞいの荒野を凝ぎよう視ししている。そこにはレガリオン軍の歩兵たちが十人ほど集まっていた。額ひたいの後退しかけた小男が、まだ硝しよう煙えんの出ている短銃を振り回してなにか言っている。

　セーロフ王国軍の軍服を着た若い女が、彼らの足下に横たわっていた。額を撃うち抜かれている。ジャンはぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。きっとセーロフ騎き士し団だんの一員だ。

「あの男が投とう降こうしてきた彼女を撃ったのです」

「えっ？」

　頭が混乱する──投降兵を攻こう撃げきするのは戦時協定で禁じられているはずだ。その時、小男の声が寒風に乗って切れ切れに聞こえてきた。

「この竜りゆうは最後まで投降しなかった、そう処理しましょう……」

「……噓うそだろ」

　と、ジャンは口の中でつぶやいた。そんな違い法ほう行為を堂々とやるのか。

「なにか敵軍の機密に繫つながるものを持っているかもしれません。探してみなさい」

　レガリオン軍の兵士たちが一斉に死体の周りに集まってごそごそと探り始める。

「あいつら……」

　怒りで頭が真まっ白になった。葬そう列れつを離れて駆かけ出そうとするジャンの腕を、ティアナが強い力でつかんだ。

「もう彼女は死んでいます」

　彼女は静かな声で言った。しかし、ジャンの腕に食いこんだ指が小こ刻きざみに震ふるえている。

「生きている者を救うのが優先です。アバディーン」

　ジャンは荷馬車に視し線せんを走らせる。もし隠かくれている子供たちが見つかったらどうなるか。投降兵を撃ち殺すような連中なら、子供だって撃ち殺すかもしれない。

「……分かった」

　ジャンがどうにか自分を抑おさえた時、

「ごきげんよう！　皆さんギアース！」

　甲かん高だかい絶ぜつ叫きようが耳に突つき刺さった。例の小男が酔ったような足取りで近づいてくる。返り血でぎらぎら光った顔に晴れやかな笑えみを浮かべていた。見ているだけでどす黒い憎ぞう悪おがこみ上げてきた。

　ニールが先頭の荷馬車を停止させる。仕方なくジャンもそれに従った。

「わたしはレガリオン帝国陸軍歩兵少しよう尉いアルフレッド・エルトンです！　あなた方はなにをしてらっしゃるのですか？」

　エルトンと名乗った男は短銃を手に持ったままだ。今にも銃口を上げて引き金を引きそうな気がした。

「わたしはニール・エドワース。この近くの教会で司し祭さいをしております。亡なくなられたケルチの村の皆さんを埋まい葬そうするために、この先の墓地へ向かっております」

　司祭は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしながら言った。死体を漁あさっていた兵士たちが、いつのまにか立ち上がってジャンたちを見つめていた。食べるものをくすねたのか、顎あごを動かしている者がいる。よどんだ目つきに寒さむ気けを覚えた。

「それは野や蛮ばん人じんにとっては光栄な話ですね！　あなた方は異い端たん者しやですが、ここでは大目に見ましょう。大いなる規律を世界にもたらすには寛かん容ようが必要ですから！」

　ジャンはうつむいたまま拳こぶしを握にぎりしめる。ここに「ペイルライダー」があったら撃うたずにいる自信がない。規律も寛容もこのレガリオン人は持ち合わせていない。この男こそ野蛮人だ。

「……お心遣づかい心より感かん謝しやいたします。なるべく早く埋葬を終えねばなりませんので、誠に申し訳ありませんが失礼いたします」

　ニールの落ち着き払はらった声が響ひびいてくる。前の馬車が再び進み始めた。ジャンも馬の手た綱づなを引いて歩き出す。エルトンという少尉の顔を見ないように通りすぎる。頭のおかしい連中から絶対にこの国を守らなければならない。

「お待まちなさい！　皆さんギアース！」

　不意にエルトンが走ってきて、ニールの前に飛び出した。ジャンたちは足を止めざるを得なかった。

「すっかり忘れていました！　この先の検問は通れなくなっているはずですよ。昨日づけでセーロフ人の葬そう列れつの通行を禁じる通達が出されたのです」

　ニールもさすがに言葉を失った様子だった。ジャンとティアナは顔を見合わせる。これで街道は使えなくなったも同然だ。

「それは困りましたね」

　司祭は静かに言った。

「わたしたちは一いつ旦たんケルチの村へ戻ることにいたしましょう。教えて下さってどうもありがとうございました」

「いいえ！　それには及びませんよ！　皆さんギアース！」

　エルトンは首を激しく振りながら絶ぜつ叫きようする。彼がギアースという言葉を口にするたびに、ジャンは激しい不快感を覚える。きっと敬けい虔けんなマキナ教徒なのだろうが、司祭と同じ宗教を信じているとはとても思えなかった。

「このわたしが協力して差し上げます。特別に通行できるよう、検問の兵たちを説得いたしましょう」

　ニールはどうするか迷ったようだった。おそらくこんな人間の力を借りたくはないはずだ。しかし、彼は深々と頭を下げた。検問を通り抜けなければならない。日にち没ぼつまではあまり時間がなかった。

「どうぞよろしくお願いいたします」

「礼など結構！　これもマキナ教徒としての務つとめです。大いなる規律を世界にもたらすには寛かん容ようが必要ですから！」

　それから、エルトンはにこやかに付け加えた。

「ついでに墓地までわたしたちが護ご衛えいして、皆さんの手伝いをいたしますよ。部下たちに穴あなを掘ほらせますので、この野や蛮ばん人じんどもの棺ひつぎを早く埋うめてしまいましょう」

　ジャンの背せ筋すじが凍こおりついた。




　レガリオン軍の兵士たちが黙もく々もくとシャベルを動かしている。塹ざん壕ごう掘ぼりに慣れているせいか、彼らの手て際ぎわはぞっとするほど鮮やかだった。みるみるうちに大きな穴あなができあがっていく。

　共同墓地は検問所からさほど遠くない場所にあった。古びた木の墓ぼ標ひようがいくつも地面に突つき刺さっている。ケルチの村の人々はあまりここへ足を踏ふみ入れないらしく、倒たおれてしまった墓標もいくつかあった。

　エルトンの小隊とともにここへ来るまでの間に、ジャンたちができることはなにもなかった。

「皆さんにも軍務がおありでしょう。後はわたしたちだけで葬そう儀ぎを執とり行いますので、これ以上のお気き遣づかいは結構です」

　ニールはエルトンに言った。もう何度も同じことを口にしているが、相手の答えはいつも一字一句変わらなかった。

「いいえ！　これもマキナ教徒としての務めです。大いなる規律を世界にもたらすには寛容が必要ですから！」

　ジャンはアダマスと一緒に棺かん桶おけを荷馬車から降ろし、穴のそばに積み上げているところだった。子供たちはほとんど物音を立てていない。葬列が止まったことに不安を感じてはいるだろうが、まだなにが起こるのか理解していないのだろう。

「こいつらを始末するぞ」

　荷馬車の方へ戻りながらアダマスがジャンに囁ささやいた。

「なにをぐずぐずしている」

「そうだけど……」

　ジャンは司し祭さいの様子を窺うかがう。彼があの少尉を説得することに期待していた。できるだけ危険は避さけたい。

「……わたしたちは準備ができています」

　背後を通りすぎながら、ティアナが囁ささやいた。「修しゆう道どう女じよ」たちは祈りを捧ささげるように荷馬車の前に並んでいる。クリスが車輪の裏うら側がわにこっそり手を伸ばすのが見えた。車輪の心しん棒ぼうにくくりつけられた「ファイアーフォックス」の位置を確かめているらしい。

「これぐらいでいいですか？」

　穴あなの底にいた兵士の一人が、手を止めてエルトンに声をかけた。深さは人間の腰ほどだが、横よこ幅はばがたっぷりある。十基の棺かん桶おけを納めるには十分だった。

「いいでしょう。さっそく棺ひつぎを降ろしましょう。これもマキナ教徒としての務つとめです！」

「怖おじ気けづくのもいい加か減げんにしろ。ぼくはやるぞ」

　アダマスが急かす。確かにもう迷っている場合ではない。

「……棺桶を降ろし終わってからだ」

　ジャンは言った。その方が子供たちに流れ弾だまが当たる危険が少ない。

　兵士の数はエルトンを入れて十三人。半数が穴を掘ほり、もう半数が周囲の警けい戒かいに当たっている。長銃を手に持っているのは穴の外にいる連中だけだ。他の連中は長銃を穴の縁ふちに立てかけている。墓地は林と丘で囲まれ、街かい道どうから見られる心配もない。今のところは機甲竜ヒユドラの姿も見えなかった。

　エルトンの号令で兵士たちは棺桶を一基ずつ運びこんでいく。音を立てて棺を落とすたびに、ジャンはぎくりと体を震ふるわせた。今にも棺桶の中で誰だれかが泣き出しそうな気がする。そうなったら戦いを始めざるを得ない。急に指先がすっと冷えていった。

（……人を撃うつんだ。俺が）

　今までもレガリオン軍と戦い、機甲竜ヒユドラを何機も撃ち落としている。しかし、直接人間を狙ねらって「ペイルライダー」の引き金を引いたことはない。意図的に人間を殺したことはなかった。

（今さらなに考えてるんだ）

　ジャンは目をつぶった。とっくに覚悟していたはずだ。これまで撃げき墜ついした機甲竜ヒユドラの乗り手たちも死んでいるかもしれない。深く考えることを避さけていただけだ。相手を撃たなければ自分が撃たれていた──。

（こいつらは投とう降こう兵へいだって殺す連中だ）

　ジャンの胸に憎ぞう悪おの火が宿った。甘あまい考えが通用する相手ではない。

　兵士たちは棺桶を穴の底に並べ終えた。アダマスがジャンの肩を軽く叩たたいて合図した。

「よし、そろそろ……」

　突然、近くの林から大きな二頭立ての馬車が姿を現した。アダマスもジャンも思わず立ちすくんだ。荷台には金属の巨大な檻おりを載のせている。ケルチの村に現れた奴ど隷れい商人の馬車だった。御ぎよ者しや台だいにはひょろりと瘦やせた目つきの鋭するどい男と、太たい鼓こ腹ばらの中年男が座すわっていた。どちらもカラスのように黒いコートを身に着け、腰には短銃を差している。

「やあ、軍の旦だん那な方がた」

　太たい鼓こ腹ばらの男がへつらうような笑えみを浮かべて言った。昨日きのうの夜、村に入ろうと主張していた方だった。

「こんな場所でなにをしていなさるんで？」

　奴ど隷れい商人はレガリオン軍の末まつ端たんの兵士たちに品物を渡して奴隷を受け取るという。この連中にとっては「取引先」だった。

「ケルチの村の野や蛮ばん人じんどもの埋まい葬そうを手伝っているところです！」

　ニールが口を開く前にエルトンが明るく言った。二人はちらっと視し線せんを合わせてから、不審そうにジャンたちを見渡した。

「そいつはまた妙みような話ですねえ」

　太った男が二に重じゆう顎あごを撫なでる。

「昨日、あの村には人っ子一人いませんでしたが」

「やっぱり隠かくれてたんだろ。だから俺おれが言ったじゃねえか」

　瘦やせた男が勝ち誇ほこったように言った。

「申し訳ありませんでした。その方のおっしゃる通りです」

　すかさずニールが深々とお辞じ儀ぎをする。

「わたしたちは馬小屋に隠れておりました。このあたりは盗とう賊ぞくもおりますので……誠に失礼をいたしました」

「この人たちは異い端たん者しやですが、一応はマキナ教徒です！」

　エルトンがジャンたちを指さしながら叫さけんだ。

「この場はどうか見逃してあげて下さい。大いなる規律を世界にもたらすには寛かん容ようが必要ですから！」

　しばらくの間、奴隷商人たちは小声で話し合っていた──やがて、二人同時に馬車から飛び降りた。瘦せた男が値ね踏ぶみするようにジャンたちをじろじろ眺ながめる。

「やっぱり全員俺たちに譲ゆずってもらえませんかね。もちろん、お代は支し払はらいます」

　太った男がニールから目を離さずに言った。エルトンが不快そうに眉まゆをひそめる。

「しかし、この人たちは……」

「こいつらはケルチの人間なんかじゃねえ」

　そう言いながら瘦せた男が短銃を腰から抜いた。

「あの村にはマキナ教の教会なんぞ建ってねえ。っていうか死人なんか出るわけもねえんだ。あの村の連中は死んだんじゃなく、隣となりの島へ逃げてったんだからな」

　墓地が水を打ったように静まりかえった。鳥の声も風の音も聞こえない。まったくの空白の時間が流れる。

　誰だれよりも早く反応したのはニールだった。

「わたしの子供たちよ、聞いていますか」

　彼はまるで空に向かって呼びかけるように言った。

「……手を叩たたきなさい」

　次の瞬しゆん間かん、ぱん、と二十人分の手て拍びよう子しが響ひびき渡った。生きた人間が棺かん桶おけの中に潜んでいるとは予想もしていなかったらしい。レガリオン軍の兵士と奴ど隷れい商人たちは虚きよを衝つかれて一いつ斉せいに墓はか穴あなを振り返った。

（今だ）

　ティアナとソーニャが同時に動いた。修しゆう道どう服ふくの裾すそをまくり上げて砲剣を取り出すと、それぞれのパートナーに向かって放り投げる。ジャンは伸び上がって「ペイルライダー」を受け取り、長銃を自分に向けている兵士たちに銃口を向けた。

（く……）

　一いつ瞬しゆん、彼らの姿が大きく迫せまってくるように感じられた。硬こう直ちよくしたジャンに向かって歩兵の一人が発砲する。すぐそばにあった墓ぼ標ひようが粉々に吹き飛び、細かな破は片へんが頰ほおにぶつかった。反射的に飛びのきながら引き金を絞しぼった。

　雷かみなりを帯びた巨大な光球が二人の兵士を吞のみこみ、地面をえぐり取りながら木立まで突つき抜けていく。兵士たちの死体すらその場に残らなかった。

　砲剣の威力を目まの当たりにした小隊の兵士たちは一斉に動きを止める。荷馬車の背後に隠かくれながら、ジャンは周囲に霧きりが立ちこめていることに気づいた。

　その霧はアダマスを中心に発生していた。彼の姿が白い色しき彩さいの中に埋まい没ぼつしていく。

（……氷の竜ル気ンか）

　空気の温度を下げることで霧を発生させている。以前、ジャンとの模も擬ぎ戦せんでも同じ戦法を使っていた。レガリオン軍の兵士たちはアダマスに向けて激しく発砲する。しかし、霧を身にまとったアダマスの正確な位置はつかめない。彼は白い霧ごと素早く移動し、兵士たちを次々と吞みこんでいく。そのたびに兵士が地面に倒たおれていった。

　やがて銃声が完全に止み、あたりが静まりかえった。墓地を満たしていた霧が風に流れ、アダマスと兵士たちの死体が姿を現した。

「案外、使えない男だな。ほとんどぼくが片づけたぞ」

　アダマスは自じ慢まんげに言った。確かに彼は敵を殺すことにまったく躊ちゆう躇ちよしなかった。ジャンはぼんやりと自分の両手を見下ろした。別に震ふるえてはいない。後悔もしていなかった。ただ、もう今までの自分ではない気がするだけだった。

「まだ終わっていません！」

　ティアナが叫さけびながら丘を指さした。生き残ったレガリオン人の兵士が二人、斜面を駆かけ上がっていくところだった。

「くそ……」
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　もう普通の砲剣の弾だん丸がんが届とどく距離ではない。

「馬を使うぞ！」

　アダマスが荷馬車に飛びついた。もう敵は丘の頂いただき近くまで達している。馬で追いついた時には反対側の斜しや面めんにいるだろう。街かい道どうを進むレガリオン軍から丸見えの位置だ。

（……手遅れか）

　その時、ジャンの隣となりに修しゆう道どう服ふくの少女が立った。「ファイアーフォックス」を構えたクリス・キッドマンだった。長距離射しや撃げきに特化したこの砲剣なら倒たおせるかもしれない。

　しかし、彼女はすぐに引き金を引こうとしなかった。ジャンははっとした。さっきまでの彼と同じように、クリスも直接人間を撃うち殺したことはない。

「ぐずぐずするなキッドマン！　早く撃て！」

　アダマスの怒ど声せいにもクリスは動かない──動けないのかもしれない。しかし、撃つなとは言えなかった。彼女があの兵士たちを殺さなければ、この場にいる全員が危険に晒さらされる。

　彼女は銃身を水平に保ったまま、ジャンにしか聞こえない声でつぶやいた。

「ぼくはいつも君のそばにいる……君を必ず守る」

　二発の銃声が続けざまに響ひびく。はるか彼方で二人の兵士がばったりと倒れた。クリスは淡々と「ファイアーフォックス」から薬やつ莢きようを排出した。
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　戦せん闘とうが終わった途と端たん、ニールは穴あなの底に飛びこんで棺かん桶おけの蓋ふたを次々と開けていった。子供たちが意外に元気よく飛び出してくる。誰だれも怪け我がをしてはいないようだった。嬉うれしそうに司し祭さいに飛びついてくる者もいる。

　さっきの子供たちの手て拍びよう子しがなかったら、ジャンたちが有利に戦えたかどうか分からない。司祭の機転に救われたようなものだった。

「……さい」

　背後からつぶやきが聞こえてくる。「ペイルライダー」ごと振り返ると、一人の兵士が地面に座すわりこんでがたがた震ふるえていた。どうやら一人だけ無む傷きずで生き残っていたらしい。ジャンよりも少し年上の若い兵士だった。

「我われらの運命を司つかさどる機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナ……どうか俺おれたちをお守り下さい。無事に故こ郷きようへ帰れますように……」

　ひび割れた唇くちびるが同じ文句を繰くり返す。彼はコートの左胸のあたりをぎゅっと握にぎりしめていた。ポケットにお守りでも入れているのかもしれない。

　ジャンは銃口を下ろした。戦意を喪そう失しつしている相手を撃うつ気にはならない。たとえ敵の死体を漁あさるような連中の一人でも。

「なにをしているのですか？　立ち上がってその野や蛮ばん人じんを仕留めなさい！」

　甲かん高だかい叫さけび声が耳に刺ささった。奴ど隷れい商人たちの馬車の下からエルトンが這はい出そうとしていた。アダマスの竜ル気ンを浴びたらしく、右腕と右足が真まっ白に凍こおりついている。

「機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナの名の下に敵を皆殺しになさい！　命尽つきるまで戦うのです！　さあ……」

　ジャンはエルトンを睨にらみつけ、「ペイルライダー」を向けながら大おお股またで近づいていく。小男の額ひたいと顔から血の気けが引いていった。彼は短い悲鳴を上げながら両手を挙げた。

「わたしは投とう降こうします！　抵抗しません！　戦時協定に基づいて捕ほ虜りよの待たい遇ぐうを要求します！」

　ジャンの頭の中でぷつんとなにかが切れた。自分が言ったことや、やったことを憶おぼえていないのか。たった今部下に死ぬまで戦えと命じておいて。さっきは投降してきた竜りゆう族ぞくを平然と撃ち殺しておいて。

「……勝手なことばっかり言ってんじゃねえぞ」

　この男なら殺してもいい。マキナの神とやらにも文句は言わせない。ジャンは砲剣の先せん端たんを男の額に突つきつけた。

「アバディーン！」

　ティアナの叫さけび声に指が止まった。

「わたしとの約束を忘れたのですか！」

　学院島が襲しゆう撃げきされた日のことが脳のう裏りに蘇よみがえった。契約を結ぶ時、ティアナはジャンに条件を出した──必要以上に殺さない。もしそれができなければ契約を解除すると。

「くそ」

　ブーツのかかとを地面に叩たたきつけた。ゆっくり息を吸って気持ちを落ち着かせる。そこへ馬車の下から黒いコートの奴ど隷れい商人たちも顔を覗のぞかせた。この男たちも無事だったらしい。

「こいつらはぼくたちの正体を知っているぞ。始末すべきだ」

　アダマスの言葉にエルトンの顔がさらに青ざめた。殺した方が安全なのは確かだったが、ジャンは首を横に振った。

「俺たちは竜騎士ドラグーンを目指してるんだ……敵だからって汚い手でこっそり殺したりできねえだろ」

　なぜかアダマスは酢すでも飲んだように顔をしかめる。まるで思い当たるふしでもあるようだった。

「ま、まあ、そうだな……だったらこいつらを縛しばり上げて、すぐ出発するぞ。時間がない」

「あの……アダマス様」

　荷馬車のそばにいたソーニャがおずおずと口を開いた。

「なんだ、後にしろ」

「でも……その、荷馬車が……」

「黙だまれ。うるさいぞ」

　ソーニャは傾かたむいた荷馬車を必死に指さしている。ジャンはあっと声を上げそうになった。

　車輪の一つが壊こわれて車しや軸じくから外れてしまっている。さっきの戦せん闘とうで流れ弾が当たったに違いない。

　荷馬車の一台が使いものにならなくなっていた。




　生き残ったレガリオン軍の兵士と奴隷職人たちを縛り上げて墓はか穴あなに降ろすと、騎士学院グランデコルの生徒たちはさっそく話を聞かれないところまで離れた。

　司し祭さいと子供たちはレガリオン人の死体の前で手を組んで目を閉じている。敵の兵士たちに黙もく禱とうを捧ささげている様子だった。

「これからどうする？」

　そう言ってジャンは他の者を見回す。自分たちは窮きゆう地ちに追いこまれている。まだタラス要よう塞さいへの道のりは半分残っていた。こうしている間にも時間は刻こく々こくと過ぎていく。

「もう葬そう列れつのふりをするのは無理です」

　ティアナが言った。

「馬車も一台しかありませんし、別の方法を考えるべきでしょう」

「でも、あの子たちをどうやって運んだら……検問もあるし……」

　と、フリデリカ。ジャンはニールたちを振り返った。黙もく禱とうに飽あきてしまったのか、サーシャがこっそり彼に向かって手を振っている。途と端たんに隣となりにいたヘルダが頭を押さえつけて注意する。

「どんな方法にせよ、街かい道どうを使うのは危険だと思います。レガリオン軍はセーロフ人が通ることを警けい戒かいしているようですし……」

　クリスが腕を組んで考えこむ。女の格好をしていてもしぐさがどこか男っぽい。男装のくせが抜けないようだった。

　ふと、ジャンは昨日きのうの晩にニールと話したことを思い出した──森の中を抜ける間道がある。ただ、この季節では雪に閉ざされているかもしれない。

「……ここから先は空を飛んで戻ったらどうだ？　ぼくたちならかなりの速度が出せる。機甲竜ヒユドラに追われても、タラスまでなら辿たどり着けるかもしれない」

　アダマスが声を低めて言う。今さらの提案にジャンは呆あきれた。

「俺おれたちだけじゃ二十人も運べないだろ。前にも話したじゃねえか」

「もともと二十人を運ぶのは無理だったんだ。ぼくたちは十分やった。運べる人数だけを運んだとしても、ぼくたちを責められる者は誰だれもいないさ」

「なに言ってんだあんたは！」

　ジャンの声がつい大きくなった。

「他の子供は置いてきぼりかよ？　このへんの村には食い物もねえんだぞ！」

「君はそうやって正義の味方ぶっていれば満足のようだが、このままでは一人も救えないぞ。文句があるなら今すぐ方法を教えろ。レガリオン軍に疑われずに、二十人を日にち没ぼつまでにタラス要よう塞さいへ運ぶ方法をだ」

　ジャンはなにも言えなくなった。そんな都つ合ごうのいい方法などあるはずがない。しかし、諦あきらめるつもりもなかった。子供たちを救うと誓ちかったのだ。

　彼は墓地を見回した。なにかヒントぐらいはあるかもしれない。

　黙禱を終えた司し祭さいたちは、なぜか奴ど隷れい商人の馬車を取り囲んでいた。子供たちが興味をそそられたらしかった。ヘルダとその仲間たちが歓声を上げながら檻おりに入ろうとしている──そこに入れられることの意味が分かっていないようだ。

　ニールも熱心に御ぎよ者しや台だいを覗のぞきこんでいる。奴隷商人と同じ色の服を着た司祭がそうしていると、遠とお目めには彼自身が馬車の持ち主のように見えた。

　突然、天から光が下りてきた気がした。

「あっ……」

　ジャンはつぶやいた。これならうまくいく。おそらく他に方法はない。問題はそれが可能なのかどうか──そして全員がやってくれるかどうかだ。不ふ愉ゆ快かいな思いをさせることだけは間ま違ちがいない。

「司祭さん！　……それにクリス！」

　ニールが訝いぶかしげに振り返る。

「な、なに？」

　と、クリスも言った。

「二人にやってもらわなきゃならないことがあるんだ」




　　　　９




　大きな檻おりを載のせた二頭立ての馬車が木こ立だちの中を走っていた。

　あまり日の射さない間道には、数日前降った雪がまだ溶けずに残っている。吹きさらしの御ぎよ者しや台だいはひどく寒い。ぶかぶかの襟えりや袖そでから風が入りこんできて、クリスは身みを縮ちぢこまらせた。サイズの合わない奴ど隷れい商人の黒いコートは、安やす物ものの煙草たばこの臭においがした。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　隣となりに座すわっているニールが言った。彼も同じ色のコートを着ているが、こちらは少し袖が短すぎる。どちらもさっき奴隷商人たちから奪うばったものだった。

「大丈夫です。それよりも彼らの方が……」

　クリスは檻の方を振り返った。修道女と農夫の格好をした仲間たちが、子供たちと一緒に座っている。全員手かせをはめられてがたがた震ふるえている。ただ、発案者のアバディーンは満足げな顔つきだった。

（……こんな方法を思いつくなんて）

　元レガリオン人のニールとクリスを奴隷商人に変装させ、残り全員は捕まったセーロフ人のふりをする──クリスには想像もつかない方法だった。

「……噓うそをつくことに慣れておられるようですね」

　手た綱づなを握にぎりながらニールは言った。近眼のための眼鏡めがねを外して目を細めているせいか、いつもより人相が悪く見える。ただ、口調としぐさはまったく変わらない。

「彼は皆を助けるために必死になっているだけです」

　クリスはむっとして言った。

「いいえ、アバディーンさんに限った話ではありません。どの方もそうです」

　ニールは静かに首を横に振った。

「こんな状況下でも、皆さんは学生とは思えない判断力や行動力を発揮しておられます。どの方も普段から秘密を抱えて、日々を乗り越えていっている……そんな気がするのですが」

「全員がそうではないと思いますけど」

　彼女は素そっ気けなく言った。もちろんクリスとフリデリカは秘密を抱えているし、アダマスやソーニャも裏うらでなにか企たくらんでいそうだ。ティアナもまさに自分の気持ちを押し隠かくしている。

（アバディーンはそんな人じゃない）

　彼には秘密などないように見える。正直で飾かざらない性格だった。クリスの正体を隠かくすために、協力してもらっていることが後ろめたいほどだ。彼のような人が騎き士しにはふさわしい──。

（あれ？）

　クリスは首をかしげた。葬そう列れつや奴ど隷れい商人のふりをすることを思いついたのは、その「正直」なヴィクトル・アバディーンだった。

「自分を偽いつわる者は必ずその報むくいを受けますよ」

　またその話か、とクリスは呆あきれた。

「だったら司し祭さいさまも報いを受けるんですね。ぼくたちよりも噓うそがうまいんだから」

　皮肉のつもりだった。どんな手厳しい反論が飛んでくるかと身構えていたが、ニールは苦しげに顔を歪ゆがめた。

「ええ、必ず報いを受けるでしょう。生き残るために無数の噓をついてきましたから。神の国へ召されないと覚悟しています」

　悲痛な言葉にクリスは口をつぐんだ。つくづくニールという人間が分からなかった。さっき戦いで死んだ兵士たちを略式で弔とむらい、葬列の偽ぎ装そうに利用したイシクの修しゆう道どう院いん長ちようの亡なき骸がらも埋まい葬そうしていった。

　司祭として殊しゆ勝しような態度だったが、戦いの前にレガリオン軍の隙すきを作ったのはニールだ。死んだ修道院長を検問の通過に利用したのも彼だった。忍耐強く穏おん和わな好人物に見えて、生き残るためには手段を選ばない。クリスが亡ぼう命めいする前に知っていたどんな聖せい職しよく者しやとも違う。彼の方こそなにか秘密を抱えていそうだった。

　影の向きからすると、もう午後にはなっているようだ。馬車は快調に進んでいる。この速度で行けば、日没までにタラス要よう塞さいへ着けるかもしれない。

（間道を通り抜けられるといいけど）

　道が少しずつ細く険しくなり、雪も増えていることが気がかりだった──この間道は冬になると通れなくなるという。どこかで先へ進めなくなるおそれがあった。

　いくつか急なカーブを曲がったところで、前から二頭立ての馬車が現れた。レガリオン軍のものではないが、こちらと同じように大きな檻おりを積んでいる。乗っているのは黒いコートを着た男たちだった。クリスの胸がひやりとした。

（奴隷商人たちだ）

　間道は二台の馬車がやっとすれ違えるほどの幅はばしかない。ニールは道の端はしに馬を寄せて停めさせた。このまま相手が通りすぎるのを待まつつもりらしい。

「あなたはなにも喋しやべらないようにして下さい」

　ニールはそう言って背後の檻を振り返った。

「皆さんもです。子供たちをお願いします」

　アバディーンの顔に不安がよぎる。いくら司祭の機転が利くとはいえ、奴隷商人のふりなどできるのか──しかも相手は本物の奴ど隷れい商人だ。

　前方から近づいてきた馬車は、クリスたちの隣となりで停止した。檻おりの中に「獲え物もの」は一人もいないようだが、それとは別に座ざ席せきがある。黒いコートを着た男たちが全部で五人座すわっていた。

「よう、兄弟。ずいぶんと繁はん盛じようしてるじゃねえか」

　手た綱づなと鞭むちを手にした初老の男が身を乗り出してきた。伸びきった半白の髪かみとひげが顔を覆おおっている。他の男たちはずっと若く体格もいい。長銃を肩にかついでいるのは、人々を追い立てるためだろう。

「どこで手に入れたんだ？　こんなにたくさんの獲物をよ」

　不意にニールは顔を上げて、けけけと下げ卑びた笑い声を立てた。あまりの変化にクリスは驚きよう愕がくした。今までとはまったく別の人間が現れたようだった。

「見せつけるようですまねえな、兄弟。こいつらはケルチの村でとっ捕まえた連中だ。うまいこと穴あな倉ぐらに隠かくれてやがったが、日が暮れてから行ってみたらちょうど晩ばんメシの支し度たくの真まっ最中でな。キツネ狩りとおんなじ要領で、餌えさを漁あさりに来たところを狙ねらったってわけよ」

　言葉遣づかいはもちろんのこと、アクセントも普段とまるで違う。昨日きのうの晩に現れた奴隷商人とぞっとするほどよく似にていた。

「キツネ狩りか、うまいこと言いやがる」

　初老の男もひげを震ふるわせて笑い──ふと、表情を改あらためた。

「それにしてもお前さんたちはずいぶん若えな。今まで見たことのねえ顔だ」

「まだ駆かけ出しさ。ケチな雇とらわれの身だよ」

「だが、そっちの奴やつはなんなんだ？　まだほんのガキじゃねえか」

　遠えん慮りよのない視し線せんを感じてクリスは体を硬かたくする。ニールはふんと鼻を鳴らした。

「こいつはただの使い走りでね。うちの頭領と来たらまともな助手も寄こしてくれねえんだ。ご覧の通りの愛あい想そのねえ役立たずだよ。夜の相手にもなりゃしねえ」

　そう言ってクリスの頭を軽くこづいた。彼女は顔を真まっ赤にしてうつむいた。司し祭さいが下品きわまりない冗じよう談だんを飛ばしたことに衝しよう撃げきを受けていた。それが奴隷商人たちの目には、自然な恥はじらいに映ったらしい。どっと笑い声が起こった。

「……お前さん、生まれはどこだ？」

　と、初老の男は言った。彼だけは笑っていなかった。

「なかなか口はうめえし目め端はしも利きそうだが、お前さんみてえな同業がいれば、今まで噂うわさになってそうなもんだ。詳しい素す性じようが知りてえ」

「だから駆け出しって言ってるじゃねえか」

　ニールは大げさに肩をすくめてため息をついた。それでも男はニールから目を離そうとしない。いつのまにか腰の短銃に手をかけていた。クリスはうつむいているふりを続けながら、御ぎよ者しや台だいの足下に隠してある「ファイアーフォックス」にそろそろと手を伸ばした。

　ニールが腕をつかんでその動きを止める。

「まったく、この稼か業ぎようで素す性じようを訊きかれるなんて驚おどろきだぜ」

　彼は苦笑しながら男たちに右腕を向け、袖そでをまくり上げて二の腕を晒さらした。大きな花と数字の列が黒い線で刻みこまれている。なにかの入れ墨ずみのようだった。

「これで分かんだろ？　俺おれがどこの誰だれか」

　初老の男はそれをまじまじと見つめていたが、不意ににやっと笑った。

「なるほど。そいつは確かに間ま違ちがいようがねえ……手間を取らせて悪かったな、兄弟。年を取ると疑り深くなっていけねえ」

　手た綱づなを軽く振って馬車を前へ進める。クリスはほっと息をついた。

　皆が見つめる中で、司し祭さいは元通り右腕を袖の中にしまった。いかがわしい男たちが一目で疑いを解いてしまった。どういう意味がある入れ墨なのだろう。

（この人は、一体……）

　ただの聖せい職しよく者しやではない。そもそも、聖職者ですらないかもしれない。彼が亡ぼう命めい前になにをしていたか、知っている者は誰もいないのだ。

「まだ気を抜かないで下さい……終わっていません」

　ニールがいつもの彼に戻って言った。いつのまにか奴ど隷れい商人の馬車が横向きに停まっている。黒いコートの男たちが長銃をこちらに向けていた。

「言っとくが、逃げても無む駄だだぜ」

　初老の男が言った。

「なに、大した話じゃねえ。同業のよしみで獲え物ものを半分分けてもらえねえかと思っただけだ。この島の奴やつらはほとんど逃げだしちまってるんでな。仕事にならねえから困ってたんだ。一つ相談に乗っちゃくれねえか」

　誰がどう見ても相談している態度ではない。ただの脅きよう迫はくだった。

　しばらくの間、ニールは黙だまって顔をしかめていた──突然、馬たちに鞭むちをくれた。驚いた二頭は足並みも揃そろえずに走り出す。蛇だ行こうする馬車に向かって、奴隷商人たちの長銃が一いつ斉せいに火を噴ふいた。檻おりの中で子供たちが悲鳴を上げる。

「クリス！」

　と、アバディーンが叫さけんだ。

「分かってる！　みんな伏せて！」

　他の者は手かせをしていて、反撃できるのはクリス一人だ。彼女は「ファイアーフォックス」を手に取ると、檻の格こう子しをつかんで横に身を乗り出した。片手だけで砲剣を構え、遠ざかろうとする敵の馬車に炎の竜ル気ンをこめた弾だん丸がんを放つ。弾丸は寸すん分ぶん違たがわず車輪に命中して燃え上がった。

　これで彼らは追ってこられなくなった。風にまぎれて腹立ちまぎれの罵ののしりが聞こえてくる。もうクリスたちが奴ど隷れい商人を装う意味はない。連中はこちらが竜騎士ドラグーンの集団だと気づいたはずだ。そのことをレガリオン軍に報告するだろう。

「本格的に追っ手がかかる前に、全速でタラス要よう塞さいへ向かいます！　後ろの皆さんは手かせを外して、怪け我がをしないようにつかまって……」

　ニールの言葉が途中で途切れた。前方に目を凝こらしたクリスも息を吞のんだ。左右を岩に挟はさまれた隘あい路ろが、雪の吹きだまりで完全にふさがれてしまっている。周囲は木立に囲まれていて迂う回かいもできない。危き惧ぐしていたとおり、この間道は通れなくなっている。

（言っとくが、逃げても無む駄だだぜ）

　さっきの奴隷商人の言葉を思い出す。彼らは森の向こうからやってきたのではない。もともとクリスたちと同じ方角に向かっていて、ここから先に進めずに引き返してくる途中だったのだ。

「……仕方がない。戻りましょう」

　ニールが手た綱づなを引いて馬車を停めようとする。

「いいからそのまままっすぐ進んで！」

　叫さけんだのはフリデリカだった。クリスは驚おどろいてパートナーの方を振り返った。彼女は立ち上がって檻おりの格こう子しをつかんでいた。

「なにしてるのよ、クリス。腕の見せどころでしょ」

　と、笑いながらウィンクする。

「それともあたしが変身してやっちゃっていいの？」

「……あ」

　確かに戻る必要などない。もともと雪のことなど心配する必要もなかったのだ。

　クリスは御ぎよ者しや台だいに腰を下ろすと、吹きだまりに「ファイアーフォックス」の狙ねらいをぴたりと定めた。右手を通じて莫ばく大だいな炎の竜ル気ンが流れこんでいく──弾だん丸がんに蓄積されるのを待まって、彼女は引き金を引いた。

　薄うす暗い木立を明るく染めながら、一ひと筋すじの炎が矢のように間道を奔はしる。わずかな間を置いて，雪の塊かたまりが爆発するようにはじけ飛んだ。隘路の向こうの視界が開ける。

「一気に間道を抜けましょう！」

　ニールが叫んだ。

　馬車は車輪を軋きしませて間道をひた走った。行く手を阻はばむ雪の塊が現れるたびに、クリスが「ファイアーフォックス」で破壊する。一度も停まることなく彼らは森を抜けて荒野へ飛び出した。

　そこでは地上軍同士の激しい戦せん闘とうが行われたらしい。どちらの軍か見分けがつかないほど汚れた兵士の死体が転がったままになっている。

　柵さくや塹ざん壕ごうを迂回しながら、馬車は低い丘をいくつも越えていった。レガリオン軍の歩兵部隊に時々見つかったが、攻撃される前に彼らはその場から遠ざかっていた。幸いにして機甲竜ヒユドラの哨しよう戒かいには出くわさなかった。

　砲剣を抱えて御ぎよ者しや台だいにしがみついていたクリスは、不意に風の質が変わったことに気づいた。潮しおの香りが漂ってきている。もう海のそばまで来ているのだ。

「あの丘を越えれば、タラス要よう塞さいが見えるはずです」

　ニールは前方を指さした。檻おりの方を振り向くと、誰だれもが安あん堵どの表情を浮かべている。空は濃こい雲に覆おおわれているが、西の方角には晴れ間が見えている。太陽はまだ地平線の上にあった。日にち没ぼつまでには十分な時間が残されている。

　二頭の馬は体から湯ゆ気げを放ちながら、しっかりした足取りで斜面を上っていった。クリスたちは丘の頂いただきに出る──と、ニールが突然馬車を急停止させた。前方に投げ出されそうになって、クリスは慌あわてて御者台にしがみついた。

「ど、どうしたんですか？」

　ニールは返事をしなかった。

　クリスは目の前に広がる光景に啞あ然ぜんとした。海沿いに建っていた要塞が、黒煙を吐はきながら炎上していた。建物の大半はガレキの山と化している。城じよう壁へきは完全に崩くずれ落ち、見張り塔とうも基礎しか残っていなかった。

（襲しゆう撃げきされた……？　いや、違う）

　要塞の背後から隣となりの島へ伸びている大橋が、途中でぶつりと断ち切られている。まるで巨人の足に踏ふみ抜かれたようだった。

　なにが起こったのか、クリスにもやっと分かった。

　タラス要塞はすでに廃はい棄きされ、大橋は落とされている。

「……どうして」

　彼女はつぶやいた。まだ日は沈んでいない。タラス守備軍の指し揮き官かんヴェルトフは、大橋を落とすのは二日後の日没だとはっきり言っていた。

「予定が早まったんだ」

　彼女の背後でアバディーンがぽつりとつぶやいた。

「きっとレガリオン軍の援えん軍ぐんが来たせいだ」

　どこからか機甲竜ヒユドラの駆く動どう音おんが聞こえる。

　西の空に残っていた晴れ間が、雲に覆おおわれて消えていく。西セーロフ島に取り残された人々の上に、音もなく雪が降り始めた。
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　木こ立だちの奥に向かって丸い大おお穴あながずっと続いている。破壊されたというよりは消失したという表現がふさわしい痕こん跡せきだった。仮か面めんをかぶったヴィクトル・アバディーンは、墓ぼ標ひようのそばに立ってその異様な光景を見つめていた。

　細かな雪が墓地に降り続いている。

「その赤毛の少年が武器を使ったらこうなったというわけか？」

　彼の足下には大きな墓はか穴あながあり、手を縛しばられた四人の男たちが震ふるえながら身を寄せ合っていた。小隊長らしい小男と若い兵士に奴ど隷れい商人が二人──奴隷商人は服をはぎ取られていた。

「はい！　そうです！　おぞましい怪かい物ぶつの所業でした！　竜りゆうに取り憑つかれた怪物です！」

　エルトンと名乗る小男が甲かん高い声で叫さけんだ。生き残っているのはこの四人だけだ。十数人もの兵士がほとんど抵抗できずに殺されていた。

（小隊程度では彼らに歯が立たないのも無理はないな）

　兵士たちの死体は穴のそばに並べられ、毛布で丁てい寧ねいにくるまれていた。弔とむらいのつもりらしい。

　ヴィクトルは朝からジャン・アバディーンの足取りを追っていた。

　発ほつ端たんはごく些さ細さいなことだった。司令部に集まった情報を整理していた彼は、沿岸地域の警備に当たる部隊の歩ほ哨しようから奇妙な報告が上がっていたことに気づいた。二日前の深夜にイシク方面へ飛ぶ竜を何体か見たという。深夜に哨しよう戒かいする機甲竜ヒユドラを敵軍と見み間ま違ちがえる例が後を絶たなかったので、この報告もその一つとして処理されていた。

　彼の興味を引いたのは、「目もく撃げき」された一体が金色の竜だったことだ。海ユ洋ニ連オ合ンで金色の竜と言えば皇女ティアナレルドだけだ。騎士学院グランデコルの選抜隊はその日の昼間にタラス要よう塞さいに到着している。しかも目撃された場所はタラスとイシクのちょうど中間地点に当たっていた。

　そこで部下を率いてイシクの町に行ってみたが、人の気配はどこにもない。周辺の検問所でなにか普段と変わったことはないか尋たずねたところ、マキナ教徒たちの葬そう列れつが通っていったという答えが返ってきた。農夫姿の赤毛の少年と金きん髪ぱつの修しゆう道どう女じよがその中に混じっていたと聞いて、ヴィクトルの疑念は確信に変わった。

　ジャンとティアナがなんらかの理由でイシクへ行き、葬列に化けてタラス要塞を目指しているのだ。ヴィクトルは部下とともに葬列の足取りを辿たどって街かい道どうを下り、ようやくこのケルチに近い墓地まで辿り着いたのだった。

「……他にもレガリオン人の顔をした修しゆう道どう女じよの狙そ撃げき手しゆと、冷気を操あやつるバルバートル人の少年が砲剣を使っていたんだな？」

「はい！　そうです！　おぞましい怪かい物ぶつの所業でした！　竜りゆうに取り憑つかれた怪物です！」

　エルトンは何度もうなずきながら同じ文句を繰くり返す。おそらくクリス・キッドマンとアダマス・バルバートルだろう。むろん彼らのパートナーも同行しているはずだ。

「戦せん闘とうの後、彼らはどうした？」

「この者たちの馬車を奪うばって、林の方角へ向かいました」

　小男は奴ど隷れい商人たちを指さした。途と端たんに半はん裸らの男の一人が立ち上がって身を乗り出してくる。

「あいつらは俺たちの服まではぎ取っていきやがったんです！　二十人もセーロフ人のガキを引き連れて！　是ぜ非ひ取り返して下さいよ！」

　馬車や服だけではなく、子供たちまで自分のものだと思っている口ぶりだった。ヴィクトルはその言葉を聞き流しながら、木立の奥に続く小道に目を凝こらした。

（間道を使ったな）

　彼の頭の中には西セーロフ島の詳しよう細さいな地図が入っている。冬の近づいた今は雪で閉ざされているかもしれないが、あの連中ならものともしないだろう。もう今ごろは間道を抜けているはずだ。

（相変わらずお前は面おも白しろいよ、ジャン）

　ヴィクトルはふっと笑った。どうして葬そう列れつに化けているのか不思議でならなかったが、棺かん桶おけに子供たちを隠かくしていたという話を聞いて納得した。

（たかが二十人を助けるためにここまでやるとは）

　この二日間、騎士学院グランデコルの選抜隊は、隊長と副隊長と最も優秀な狙撃手を欠いていることになる。今でさえ大いに混乱しているはずだ。もしジャンたちの帰還を阻そ止しすれば、ほとんど機能しない集団と化すだろう。

「タラス要よう塞さいの跡あと地ちへ向かうぞ」

　ヴィクトルは背後で待たい機きする部下たちに声をかけた。タラス要塞の守備軍はとっくに東セーロフ島へ撤てつ退たいしている。ジャンたちは大橋を渡れずに立ち往おう生じようしているに違いない。

「……この者たちをどういたしますか？」

　と、部下の一人が問いかけてくる。

「ああ、そうだったな」

　彼は穴あなの縁ふちからエルトンを見下ろした。

「エルトン少しよう尉い、君は今朝グロリア殿でん下かの名で下された命令を憶おぼえているか？」

　小男はへつらうような笑えみを浮かべた。思い出せないのか、忘れたふりをしているのか、どちらにしても不快な反応だった。

「葬列が来ても検問を通すなという命令だ。なぜ君はそれを実行せず、敵軍の通行に手を貸した？」

「わたしはマキナ教徒です！　神の国の実現に邁まい進しんせねばなりません！」

　エルトンは胸の車輪を指し示しながら絶ぜつ叫きようした。

「大いなる規律を世界にもたらすには寛かん容ようが必要ですから！」

　ヴィクトルはプラネッタの大会で率いていた、機械のように自じ我がを持たない部下たちを思い出した。どんな宗教であれ、盲もう信しんしかできない者は判断力の必要な局面で役に立たない。

「では、神の国で部下たちに詫わびるといい。君の失敗が招いた結果だ」

　彼は長銃を構えると、至近距離から禿はげ上がった額ひたいを撃うち抜いた。穴あなの中にいた奴ど隷れい商人たちが悲鳴を上げて後ずさる。若い兵士は膝ひざを抱えたまま反応しなかった。小さな声で祈りの文句を唱え続けていた。

「若い兵士の縄ひもだけは解いてやれ。他の二人は放っておいて構わん」

　そう言い残して墓地の外へ歩き出した。

「諸君！　出発だ！」

　仮面をつけた部下たちが自みずからの機体に向かって走り出した。自我を持たない信者とは違って、彼らはそれぞれが適切な判断を下すことができる。この侵しん攻こう計画に向けて、ヴィクトルが自ら鍛きたえ上げてきた精せい鋭えいたちだった。

　墓地を取り囲むように着陸している二十機の機甲竜ヒユドラが一いつ斉せいに始動する。「最速の雷らい竜りゆう」に迫せまる性能を持つ最新鋭機だ。金属の獣けものが呻うなり声を上げているかのようだった。

　思ったよりも早く彼らの実力を試すことができそうだ。




　ティアナは高台にある茂しげみに隠れて、砂浜を見下ろしている。

　コートを着こんだ歩兵たちが間隔を空けて立ち、対たい岸がんの東セーロフ島を監視していた。敵軍の接岸に備えているのか、小型の大砲もいくつか配備している。海岸からやや離れたところでは、歩兵の集団が列になって塹ざん壕ごうを掘ほっていた。どのような陣じん容ようなのか詳しく確認したかったが、雪のせいで視界が悪かった。これ以上偵てい察さつしていると発見されるかもしれない。

　彼女は向きを変えて茂みの奥に戻っていった。修しゆう道どう女じよのベールにかかった雪を払はらいながら、背中を軽く震ふるわせる。体の芯しんに寒さが染み入ってくるようだった。竜りゆうの姿に戻ればこんな寒さなどまったく気にならないのだが。

　茂みを抜けると切り立った崖がけがあり、その突とつ端たんに針しん葉よう樹じゆが何本か生えている。ジャンたちはその下に集まって雪をしのいでいた。寒さのせいか子供たちはめっきり無口になり、黒いコートを着たニールにぎゅっと身を寄せている。

「……どうだった？　そっちの海岸は」

　ジャンが尋たずねてくる。ティアナは首を横に振った。

「見張りの兵がかなりいます。目立たないようにここから飛ぶのは難しいですね」

　全員が押し黙だまった。ティアナたちは馬車を捨てて、タラス要よう塞さいに近い海岸に身を潜めていた。東へ渡る大橋が落ちた以上、空を飛んで子供たちを海かい峡きようの向こうへ運ぶしかない。しかし、すでに海岸はレガリオン軍に押さえられている。目立たない出発地点を探すだけでも容よう易いではなかった。

「とにかく隣となりの島へ運べばいいじゃないか。連中に見つかったら撃げき退たいすればいい。君たちにはその程度の自信もないのか？」

　アダマスがふんと鼻で笑った。ジャンが彼を睨にらみつける。

「一回で運べるんだったらそれでもいいけど、ここには二十人いるんだ。何回かに分けて運ばなきゃならない。俺たちが飛んでる時に見つかったら、こっち側で待まってる子供たちも見つかるんだぞ」

「では、このまま時間が過ぎるのを待つつもりか？　これ以上敵が集まってきたら、ぼくたちは身動きすらできなくなる。まだ奴やつらがこの周辺を掌しよう握あくしきっていない今のうちに出発するしかないだろう」

　かすかに蒸気船の噴出音が聞こえる。すでにレガリオン軍の一部はこの海峡に入っているようだ。主力艦隊とそれを護ご衛えいする機甲竜ヒユドラ部隊もそのうちきっと姿を見せる。これまでレガリオン軍が海峡に軍を進めていなかったのは、大橋の爆破を警けい戒かいしていたからだろう。もう彼らがためらう理由はない。

　ジャンは唇くちびるを嚙かんでいる。ティアナには彼の気持ちが手に取るように分かった。アバディーン戦せん役えきの時、彼と同じ境きよう遇ぐうの子供たちが大勢アバディーン島に取り残されてしまった。全員を救えないことをなにより恐れているのだ。過去の記き憶おくを刺激されると、いつも彼は冷静さを失う。

「わたしもバルバートル卿きようにおおむね賛成です」

　それでもティアナは言った。

「今が最後のチャンスです。注意すれば見つからないように運べるかもしれません。雪のせいで彼らの視界も悪くなっているはずですし」

　アダマスが軽く目を瞠みはった。ティアナが自分の肩を持ったことに驚おどろいたようだが、彼女はジャンを信じていた。彼にはいざという時の決断力が備わっている。きちんと話せばきっと分かってくれるはずだ。

（たぶん、ヴィクトル・アバディーンのことも）

　ティアナはクリスに感謝していた。東セーロフ島に着いたら、なにもかも打ち明けて隠かくしていたことを謝あやまるつもりだった。ジャンを信頼するようクリスに言われなかったら、決心がつかなかったかもしれない。

「分かった、そうしよう」

　ジャンはうなずいた。気持ちが通じ合ったようで、ティアナの胸が温かくなった。

「年の小さい順から何人かずつ……」

「おい、そこのお前ら！」

　突然、崖がけの下からしわがれた怒鳴り声が響ひびいてきた。ティアナたちが振り向くと、沖おきの方から小さなタグボートがゆるゆると崖に近づいてきている。乗っているのは軍人ではなく奴ど隷れい商人たちだった。きっと捕らえた人々を洋上に停めてある奴隷船へ運ぶためのボートだ。今まで誰だれも接近に気づかなかった。

「獲え物ものを独ひとり占じめしやがって！　どこのどいつだ？」

　崖の縁ふちに立っているニールに向かって、甲かん板ぱんに立っている男が笑いながら声をかけてくる。彼を同業者だと思いこんでいるらしい。こんな大声で話していたら、砂浜の方にいるレガリオン軍に気づかれるかもしれない。

（……どうする）

　タグボートは崖のほとんど真下で停まった。あの船を沈めるのは簡単だが、騒ぎを大きくするのは危険だ。相手はニールの返事を待まっている。司し祭さいが口を開こうとした時、

「ティアナ！」

　ジャンが「ペイルライダー」をつかんで走り出した。ティアナはパートナーがなにを考えているかはっきり分かった。彼女はジャンを追い抜いて崖に駆かけ寄り、海に向かって大きく飛んだ。

　真まっ逆さまに落下しながら竜りゆうの力を解放する。まばゆい光に包まれた彼女が金色の竜の姿に戻った時、その背中にジャンがひらりと降り立った。

「行きます！」

　ティアナは翼つばさを広げ、タグボートに向けて斜ななめに降下する。驚おどろきとも恐怖ともつかない大声を上げて、奴隷商人たちが長銃を構える。その刹せつ那な、ティアナは彼らの真上から雷らい撃げきを浴びせた。鋼鉄の船体を青い蛇へびのように雷撃が走り、男たちは武器を手放しながらばったりとその場に倒たおれた。

　甲板に飛び降りたジャンは、すぐさま機関室を制圧するために船内へと下りていった。ティアナもすべきことは分かっていた。人間の姿に変身し、操そう舵だ室しつの扉とびらを開ける。

「この鱗うろこの化ばけ物ものが！」

　おそらく船長と思われる、熊くまを思わせる恰かつ幅ぷくのいい男が腰に差した短銃を抜こうとする。ティアナは姿勢を低くして男の手を上から抑えると、伸び上がりながら肘ひじで力いっぱい男の顎あごを打った。首から上を揺さぶられた男ががくりと膝ひざを突つく。

　これでタグボートはティアナたちのものだ。この船で子供たちを海かい峡きようの向こうへ運ぶ──それがジャンのアイディアだった。このボートが近づいてきたのは逆に幸運だったかもしれない。とにかく、クリスたちの力を借りて子供たちを乗せて、気絶している奴隷商人たちを岩場に下ろすつもりだった。

（あ……）

　狭せまい操そう舵だ室しつに横たわる男をまたごうとして、ティアナは足を止めた。男の着ているコートの袖そでがまくれて、毛むくじゃらの太い腕が見えている。そこには大きな花と七桁けたか八桁の数字が黒い色で刻きざみこまれている。さっき間道でニールが見せたものとそっくりだった。

（これは……？）

　ティアナの中にくすぶっていた疑問が頭をもたげた──この印しるしは一体なんなのか。

　ニール・エドワースが後ろ暗い過去を持っていることは、さっきの奴ど隷れい商人との会話で察しがついていた。しかし、そう単純な話ではないかもしれない。

　これはならず者が見み栄えを張って彫ほる類たぐいのものではない。よく見ると花ではなく数字の方が重要なようだった。おそらくなにかの識別番号だろう。特とく殊しゆな囚しゆう人じんか、秘密結社の一員か、あるいは軍人か、それとももっと別のなにか。

　いずれにせよ、ただの司し祭さいの腕にあるはずがないものだ。彼女は操舵室の外へ出て、崖がけの縁ふちに立ったままのニールを見上げる。

　一体、あの男は何者なのだろう？




　　　　２




「どうなってんだ、これ」

　アバディーンは操舵室の舵輪を握にぎりしめながら言った。海の近くの町に住んでいても、タグボートを操そう縦じゆうしたことはないらしい。後ろに立っていたクリスは伸び上がって操そう作さ盤ばんを覗のぞきこんだ。貿易商人の娘むすめとして育った彼女は、船については一通りの知識がある。

「あの、そこの……」

　と、言いかけた時、

「これでしょう。このレバーです」

　ひょいとティアナが彼の横から身を乗り出すと、手を伸ばして金属のレバーを軽く引いた。すでに蒸気機関は動いている。激しくなり始めた雪の中を、タグボートはゆっくり前進を始めた。

「ほら、これで動き始めました。対たい岸がんまで慎しん重ちように進みましょう……なんですか？」

「あ、あんまりくっつくなよ！」

「狭いのですから仕方がないでしょう」

　クリスはいたたまれなくなってうつむいた。ティアナに三人で話があるからと呼ばれて来たのだが、二人がいちゃいちゃしているところを見せつけられるのは嫌いやだった。

「あの、ぼく、外に出てます……」

「待まって下さい。話が済んでいません。とても大事な話です」

　ティアナが振り返って言った。アバディーンはぽかんと口を開けている。なんの話が始まるのかまったく分かっていないらしい。クリスはひそかに身構える。きっとケルチの村で話したとおり、「彼に言えなかった秘密」を話してしまうに違いない──。

「ニール・エドワースのことです」

　クリスの体から力が抜けていった。考えてみれば、こんな状況でティアナが彼に告白などするはずがない。先走って想像した自分が恥はずかしかった。

「彼がどうかしたんですか？」

「この中でレガリオン帝国にいた時の彼を知っているのはあなただけです……本当に彼は司し祭さいなのですか？」

　クリスは言葉に詰つまった。どうやらティアナも似にたような疑問を抱いているようだ。窓まど越ごしに甲かん板ぱんを見ると、ニールは船首に立って東セーロフ島をじっと見つめている。

　タグボートは東西両岸のちょうど中間あたりに来ていた。背後のレガリオン軍もこちらに警けい告こくを発してくる様子がない。そろそろ海岸に並べられた大砲の射しや程てい外がいに出るはずだ。

　脱出行は順調に進んでいた。

「実はぼくにもよく分からないんです」

　と、クリスは小声で言った。

「亡ぼう命めいする時に初めて会ったので、彼が司祭をしていた時のことはなにも知りません。以前の彼を知る人にも会っていませんし」

「やはりそうですか」

　ティアナがうなずいた。

「二人ともなに話してるんだ？」

　舵だ輪りんを握にぎったアバディーンが口を挟はさんだ。

「まさか司祭さんが怪あやしいって言ってるんじゃねえよな？」

「時々、彼は司祭らしからぬ態度を取っています。それに腕に描かれた奇妙な印しるし……本当は何者なのか、問いただす必要があります」

「噓うそがうまいだけだろ。そんな悪い人じゃねえって」

　彼は笑え顔がおで言った。

（神の国へ召めされないと覚悟しています）

　ニールの口にした言葉がクリスの頭をよぎった。悪人には見えない人物だが、妙みような言動が多いのも確かだ。ティアナが警けい戒かいするのも無理はないと思った。

　不意に重い炸さく裂れつ音おんがどこかから響ひびいてきた。クリスたちは操そう舵だ室しつの中で凍こおりついた。白い水柱がすぐ横で立ち上がり、飛沫しぶきを浴びながらタグボートがぐらぐら揺れた。

　明らかにこのタグボートが砲撃されている。

「そんな、さっきまでなにも……」

　クリスは背後の西側の海岸を振り返った。しかし、レガリオン軍の大砲のそばに人員は配置されていない。むしろ兵士たちは砲ほう撃げきに驚おどろいている様子だった。

「違ちがう、クリス！　前だ！」

　アバディーンが舵かじを切りながら言った。

「セーロフ王国軍が撃ってきたんだ！」

　彼女は絶句した。なにが起こったのかやっと吞のみこめた。このタグボートは軍船ではないが、明らかにレガリオン帝国で造られた船だ。民間船に偽ぎ装そうした工作艇ていだと思われたとしても不思議はない。

（まさか味方に撃うたれるなんて）

　やっとここまで来たというのに──。

　その時、操そう舵だ室しつの扉とびらが開いて、全身を飛沫しぶきで濡ぬらしたニールが飛びこんできた。

「白しら旗はたを揚あげましょう！　このままでは危険です」

「分かった！　クリス、頼む！」

　砲撃に負けない声でアバディーンが怒鳴った。彼女が操舵室の外へ飛び出そうとした時、雪の中から黒い砲弾が姿を現すのが見えた。

（あ……）

　一いつ瞬しゆん、時間が静止したような気がした。砲弾は向きを変え始めていた舳へ先さきに激突し、轟ごう音おんとともに爆発する。黒煙と赤い炎が噴出し、船体が激しく振動する。操舵室の窓まどガラスが割れ、クリスたちは折り重なるように床ゆかに倒たおれた。




　火薬の臭においのする寒風が操舵室に吹きこんでくる。

　気が遠くなったのはほんの一瞬だったらしい。ジャンは目を開けて体を起こし、下になっているティアナの頰ほおを軽く叩たたいた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶ……」

　はしばみ色の目がぱちりと開いた。思ったよりもずっと近い距離で視線が合う──慌あわてて互いに目を逸そらした。

「こ、ここは大丈夫です。あなたは早く外の様子を」

　ジャンは壁かべにもたれているクリスとニールを横目で見た。二人とも顔をしかめながら目を開けようとしている。怪け我がをしているわけではなさそうだった。

「分かった！　任せる」

　彼は「ペイルライダー」をつかんで操舵室を飛び出した。煙のせいで甲かん板ぱんもはっきり見通せないが、音を聞く限りでは東セーロフ島からの砲撃は続いている。もう一度命中したら即そく座ざに沈没だ。

　白旗を揚げている暇ひまはない。銃口を真上に向けて引き金を引いた。雷かみなりを帯びた巨大な白い光球が空へと上っていく。対たい岸がんの砲兵からも見えているはずだ。

　念のためもう一発撃うとうとした時、ぴたりと東からの砲ほう撃げきが止んだ。ここにいるのが砲剣の使い手──竜りゆうと契約を結んだ人間だと気づいてくれたらしい。

　ジャンが安あん堵どの息をついたその時、金属の軋きしむ耳障ざわりな音が耳に刺さった。ぐらりとタグボートが船首方向に傾かたむく。視界を塞ふさいでいた黒煙が風に流れて、船首が姿を現した。

「え……」

　ジャンは息を吞のんだ。船の舳へ先さきが握にぎりつぶされたようにひしゃげていて、原型を留めていなかった。すでに浸しん水すいが始まっている。

（この船はもうすぐ沈む）

　ぞくっと全身に震ふるえが走った。船首がこれだけ破壊されているのだ。船倉にいる子供たちはどうなっているだろう。甲かん板ぱんにある入り口から階段を駆かけ下りようとした時、

「なにやってんのよ、そんなとこで！　邪じや魔まなんだけど」

　子供の一人を背負った修しゆう道どう服ふく姿すがたのフリデリカが姿を現した。慌あわてて道を空けると、フリデリカに続いてヘルダたちがどっと甲板に飛び出してきた。

「とう！　敵はどこだ？」

　白い息を吐はきながら木剣を構える。ジャンは噴ふき出しそうになった。その後から子供たちが続々と姿を現した。皆、すすで真っ黒に汚れているが、怪け我がはしていないらしい。

「全員無事だったんだな」

　と、フリデリカに尋たずねる。

「船首の方にたまたま誰だれもいなかったから。音に驚おどろいて気絶しちゃった子がいるぐらい。この子とか」

　と、背中を向いて見せる。背せ負おわれているのはサーシャだった。

「バルバートルとソーニャはどうしたんだ？」

「まだ下にいるわよ。ほら、あれ」

　彼女の指さす方を見ると、いつのまにか船首とその近くの海面が透明な氷で覆おおわれている。タグボートの傾かたむきも止まっていた。おそらく氷の竜ル気ンで船体に開いた穴あなを塞ふさいだのだろう。

　そこへアダマスたちが姿を現した。ジャンの視線に気づくと、彼はいかにも不快そうに頰ほおを歪ゆがめた。

「なにをじろじろ見ているんだ？」

「あんたが水を止めてくれたんだろ？　ありがとう」

　この二人がいなかったら、今ごろ全員海かい峡きように投げ出されていたかもしれない。この水温では間ま違ちがいなく落ちた途と端たんに凍とう死ししていた。

　礼を言ったにも関わらず、アダマスはちっと舌した打うちしながら横を向いた。

「とりあえず沈没を遅らせただけだ。浸水を完全に止めることはできない。あと十分保てばいい方だろうな」

　ジャンはうなずいた。だとしたらやることは一つだ。

　ティアナたちが操そう舵だ室しつの扉とびらを開けて姿を現す。ジャンは甲かん板ぱんに揃そろった一人一人の顔を見渡した。イシクから一人も欠けることなくここまで来ることができた。必ず全員を安全な場所まで送り届とどけるつもりだった。

「対たい岸がんまであともう少しだ。残りは何人かずつ空を飛んで運ぼう」

　彼は声を張り上げた。後は時間との勝負だ。ジャンは頭の中で素早く計算する。十分ではそう何度も東の岸と往復はできない。せいぜい三往復が限度というところだ。二十人を運ぶには一いつ騎きにつき三人ずつ運ばざるを得ない。竜りゆうたちの動きが鈍にぶくなってしまうが、他に選せん択たく肢しはない。この近辺に機甲竜ヒユドラ部隊が現れないことを祈るばかりだった。

（……せめてもう一騎いればな）

　時間も人ひと手でも足りない──が、手をこまねいていたらますます時間を失う。

「一騎につき三人乗って……」

　ジャンの声は砲ほう撃げきでかき消された。タグボートの周囲に何発もの砲弾が落ち、船体が激しく揺れる。子供たちが悲鳴を上げながら近くの大人たちにしがみついた。

「くそっ！　なんでまた……」

　もう味方だと分かったはずだ。怒りをこらえながら三度「ペイルライダー」を撃うとうとしたジャンは、音の聞こえてくる方角がさっきと違うことに気づいた。

　今度は東ではなく西の海岸からだ──撃っているのはレガリオン軍だった。さっきジャンが砲剣を使ったことで、連中もここにいるのがレガリオン人ではないと知ったのだ。

　傾かたむいた船体の周囲に水柱が林立する。命中精度は低いが素早く装そう塡てんして発射できるらしい。一発でも甲板に落ちればジャンたちは終わりだ。

　高い軌き道どうを描く砲弾の一つが、ジャンたちにまっすぐ向かってきた。反射的に「ペイルライダー」の銃口を上げて引き金を引いた。白い光に包まれた砲弾が空中で消失する。

（危ねえ）

　わずかに気を緩ゆるめた瞬間、ほとんど同じ軌道で別の砲弾が落下してくる。恐怖で全身が棒ぼうのように硬こう直ちよくした。他の騎き士し候補たちは砲弾の存そん在ざいに気づいていない。

　間に合わない、とジャンは悟さとった。

　突とつ然ぜん、視界の外から円形の影が現れ、砲弾と空中で交差する。柔やわらかい果実のように砲弾が真っ二つに切断されて爆発した。細かな黒い火薬を浴びながら、ジャンは背後を振り返った。降りしきる雪の中から青い竜が迫せまってくる。

（あれは……）

　褐かつ色しよくの肌はだを持つ糸目の少年が、竜の背から飛び降りて甲板に着地した。騎士学院グランデコルから支給された防具と防寒着を身にまとっている。

「…………ん」

　彼はジャンに向かって短く挨あい拶さつした──現れたのはラシード・カリクマーンだった。彼の騎き竜りゆうのアネモネもその背後に降り立ち、瞬しゆん時じに人間の姿を取った。青い髪かみをゆるく結んだ小こ柄がらな少女。

「…………助けに」

「来ました！」

　二人は力強く言った。




　　　　３




　甲かん板ぱんに立ったラシードはいきなり右手を高く挙あげた。ジャンは彼の装備が以前と少し違うことに気づいた。右手に虹にじ色いろに輝かがやく竜りゆう鱗りんの鎖くさりが巻きつけてある。そこへ奇妙な風切り音とともに、円形の物体が彼めがけて迫せまってきた。彼は無造作にその物体をつかんで動きを止める。

　それは湾わん曲きよくした大きな竜鱗の刃だった。さっき砲ほう弾だんを切り裂さいたのは、回転しながら飛ぶこの刃だったらしい。

（……ラシードの新しい武器か）

　急いで加工されたのか、ところどころ形がいびつだ。もともとこの武器には曲線を描いて飛ぶ性質が備わっているのだろう。風の竜ル気ンをこめて、さらにその性質を増ぞう幅ふくさせているのだ。砲剣を持つことができないラシードの飛び道具のようだった。

「それで、なんでお前らがこんなとこにいるんだよ？」

　ジャンは尋たずねる。

「…………すまん」

　ラシードがぽつりと言った。

「はあ？　なんで謝あやまるんだ？」

「わたしたち色々頑がん張ばってたんですけど、みんながいなくなったのを隠かくしきれなくなって……思ったよりも早く要よう塞さいから撤てつ退たいすることになっちゃうし……」

　アネモネが必死に説明する。なにを言っているのか理解するまで時間がかかった。そういえばタラス要塞を出る時、なるべくジャンたちの不在を知られないようにすると言ってくれていた。

「みんながここへ戻ってきたらきっと海かい峡きようを渡るはずだから、せめて待まってようってラシードくんと話し合って、ずってこのへんを飛んでたんです。ね？　ラシードくん」

「…………ん」

「お前ら……」

　戻ってくるのが遅れたのはジャンたちの方だ。それなのに二人は本気で反省しているようだった。タラス要塞から守備軍が撤退した後も、危険を冒おかしてこの空域で待ち続けていてくれた。

　ジャンの胸が熱くなった。迷惑をかけたのはこっちの方なのに。

「バレて当たり前だろ。お前らのせいじゃない。助けに来てくれてホントに感かん謝しやしてる」

　ラシードたちがほっとしたように笑い、甲かん板ぱんに立っている人々を見回した。

「……ところで、なにがあったんですか？　みんなすごい格好だし……」

　アネモネが目を丸くするのも無理はなかった。ティアナたちは修しゆう道どう服ふく姿すがたで、ジャンとアダマスは農夫に化けたままだ。クリスに至いたっては奴ど隷れい商人のコートを着こんでいる。色々なことがありすぎて一言で説明できそうにない。

「だらだら話している時間などないだろう！」

　アダマスが焦じれたように叫さけんだ。

「今がどんな状況か分かっているのか？　少しは頭を働かせたらどうだ」

　アダマスの言うとおりだった。レガリオン軍の砲ほう撃げきはますます激しさを増している。ジャンはラシードたちの肩をぐっとつかんだ。

「この船はもうすぐ沈む。二人とも子供たちを東の岸に運ぶのに協力してくれ。一いつ騎きにつき二人ずつだ。三往復すれば全員運べる」

　ラシードとアネモネが無言でうなずいた。彼らが加わったことで少し楽になった。無理に三人ずつ運ぶ必要はなさそうだった。

　ジャンは自分のパートナーを振り返った。

「ティアナだけは三人ずつ運んでもらっていいか？」

「それは構いませんが……」

「俺おれは全員が退去するまで船にいる。お前だけで子供たちを運べ」

　ティアナが不審そうに首をかしげた。

「どういうことですか？」

　答えようとした途と端たん、頭上から降ってくる砲ほう弾だんに、ジャンは「ペイルライダー」を向けて引き金を引いた。緊張のためか手のひらに汗がにじんでいる。絶対に外すことのできない射撃だった。

「こういうこともあるからな。船を沈めるわけにはいかないだろ」

　海かい峡きようを渡る子供たちだけではなく、ここで待たい機きしている子供たちの安全も守らなければならない。船の護ご衛えいは絶対に必要だった。

「……分かりました」

　ティアナがうなずいた。ラシードが歩み寄り、自分の胸を指さした。

「…………俺も」

「俺も残るって言ってます。ラシードくんなら、さっきみたいに砲弾を破壊できますから」

　アネモネが後を引き取って説明する。確かにもう一人いれば心強かった。

「分かった。頼む」

　と、ジャンは言った。




　砲ほう弾だんの降る中を、竜りゆうたちが海岸とタグボートを往復している。ほんの数分で雪が激しくなり、もう東西どちらの海岸も甲かん板ぱんから見ることはできなかった。

　当然、レガリオン軍からもはっきり見えていないはずだが、まだ砲ほう撃げきをやめようとはしていない。雪が目に入るせいで、ジャンには砲弾を見分けるのが難しくなっていた。

（……クリスにいてもらってもよかったかもな）

　目のいい彼女なら、砲弾の接近に必ず気づくだろう。彼女も船に残りたかったらしく、恨めしそうにジャンの方を見つめていた。ただ、彼女には空中で子供たちを守って欲しかった。そちらにも護ご衛えい役やくは必要だ。

　すでに大半の子供たちを海岸へ運び終えている。残っているのは司し祭さいとサーシャとヘルダだけだった。司祭は眠ったままのサーシャを抱いたまま甲板にうずくまっている。ヘルダはその隣となりに座すわりこんで空を見上げていた。

　雪の向こうに砲弾がうっすら見えた気がした。目を凝こらして確認しようとした時、隣にいたラシードが腕を大きく振って竜りゆう鱗りんの武器を放り投げる。吸いこまれるように刃は空へ消えていき、大きな爆発音が起こった。やがて鎖くさりで覆おおわれた右手に武器が戻ってくる。

「すごい武器だな、それ」

　鉛なまり色いろの空を見たままで言った。

「…………ブーメラン」

　と、ラシードは言った。

「古代の記録に、ある」

　さすがカリクマの王族だと思った。旧きゆう文明時代の武術や武器について、カリクマには貴重な資料が残っているという。ラシードは幼おさない頃ころからその方面の知識を叩たたきこまれてきたのだろう。

「…………お前たちを守るために、アネモネと一緒に考えた」

「え？　俺おれたちって？」

「…………お前と、ティアナ様。俺とアネモネの、命を助けてくれた。だから、今後は俺たちが守る」

　どうもルテニアで助けたことに恩おんを感じているらしい。色々ありすぎてジャンはすっかり忘れていた。

「いちいち気にすることじゃねえだろ。一応、俺たちが殿しんがりだったし……他の奴やつがああなったって、同じことやったと思うぞ」

「…………分かってる。でも、俺とアネモネは感謝してる。だから、そう決めた」

　ラシードにしては珍めずらしくよく喋しやべっている。こんなに会話が続くのは初めてだ。それだけ彼にとって重要なことだったのだろう。ここまで感謝されるとむずがゆいが、同時に嬉うれしくもあった。

「分かった。気持ちは受け取る」

　と、ジャンは言った。

「でも、一方的に俺おれたちを守るとかはなしだ。お互い守り合うことにしようぜ」

　クリスとも似にたようなことを話し合った気がする──このまま子供たちを送り届とどけても、この戦争が終わるわけではない。本当の意味で始まるのはこれからだ。皆で協力し合わなければ生き残れない。

「…………ん」

　ラシードは深くうなずいた。

　レガリオン軍の砲ほう撃げきは少しずつ間遠になり、やがて完全に止んでしまった。雪で視界を奪うばわれて諦あきらめたのか、他の攻撃を準備しているのか、どちらなのかここからでは分からない。

　静せい寂じやくがジャンたちのいるタグボートを包んだ。

　羽根のような大きな雪せつ片ぺんが波の上に降り注いでいる。この船が沈没しかけていることも、たった今砲撃に晒さらされていたことも噓うそのようだった。

「あ……」

　司し祭さいが声を上げる。

「どうしたんですか？」

「いいえ……眠ってしまいました。起きなさい、ヘルダ」

　隣となりで膝ひざを抱えていたヘルダが、顔を伏せて動かなくなっている。まさかと思ったが本当に寝息を立てている。

「こんなところでよく眠れるな」

　ジャンは呆あきれて言った。

「緊張がほどけたのでしょう。砲撃も止みましたし、他の子供たちもそばにいませんから……もう少しですから、起きなさい」

　よほど疲つかれているのか、それでもヘルダは目を覚まさなかった。栗くり色いろの髪かみにみるみるうちに雪が積もっていく。ニールはサーシャを抱いたまま、仕方なく自分のコートを脱いで、彼女の頭にすっぽりかぶせた。そうしていると本当の親子のようだった。

　降りしきる雪を縫ぬって、ティアナたちがタグボートに戻ってきた。クリスがフリデリカの背から甲板に下りる。ジャンがほっと息をついて「ペイルライダー」を下ろした時、ティアナとフリデリカが人の姿に戻った。

「……え？」

　ジャンは戸と惑まどい気味に二人を見る。もう出発するだけだというのに、なにをしているのだろう。

「ニール・エドワース、あなたに話があります」

　ティアナは厳しい声で言った。

「おい、まさか……」

　司し祭さいの正体をこんなところで問いただすつもりらしい。口を挟はさもうとしたジャンを無視して、ティアナはアネモネとラシードの方を向いた。

「その子供たちを乗せて、上空で待たい機きしていて下さい。ソーニャたちと一緒に。もしなにか異変があったら、先に海岸へ飛んで構いません」

　そういえばこの場にアダマスたちがいない。目を凝こらすと灰色の竜りゆうがタグボートの上をゆっくり旋回していた。ジャンとティアナとクリス、それにフリデリカを加えた四人で、司祭と話すつもりらしかった。

　アネモネたちは事情を知りたそうな顔つきだったが、軽々しく訊きくべきことではないと悟さとったらしい。眠ったままの二人の子供をニールから受け取って、甲かん板ぱんから空に飛び去さっていった。

「……海岸に着いてからいくらでも話せばいいんじゃないのか？」

　と、ジャンはティアナに言った。

「海岸にはセーロフ王国軍の砲台があります。この人に軍の配置を見せていいとは限りませんから……話はそれほど長くかかりませんし」

　ジャンの心臓がどくんと音を立てた。パートナーがなにを考えているのか分かった──ニールがレガリオン軍のスパイだと疑っているのだ。クリスもフリデリカも黙だまったままだった。ということは、ティアナの意見に賛成しているということだ。

「あなたは誰だれなのですか、ニール・エドワース」

「わたしはマキナ教の司祭です」

　穏おだやかにニールは答えた。しかし、眼鏡めがねの奥の両目にはかすかな緊張が宿っている。

「ただの司祭にしては、あなたはあまりにも噓うそが巧たくみです。周囲の者を操あやつる術すべも心得ています……この脱出行を通じて、あなたはずっとわたしたちをうまく誘ゆう導どうしてきましたね」

「……誘導とはなんのことでしょう」

　と、ニールは言った。

「救きゆう援えんの電信がタラスにうまく届かなかったことに、あなたは最初から気づいていましたね。だから葬そう列れつに化けて脱出するつもりで準備を進めていた……わたしたちが現れたことがむしろ想定外だったのではないですか」

「なぜそうお考えなのです？」

「イシクの町に棺かん桶おけは並んでいましたが、遺い体たいはどこにも安置されていませんでした。修しゆう道どう院いんの院長を除けば、あの町で亡なくなった人をわたしたちは一人も見ていません」

　ジャンは記き憶おくを辿たどった。衣類を探すために家々にも入ったが、確かにあの町には遺体がまったくなかった。どこかに安置されているという話も聞いていない。

　もちろん、だからといってティアナの言っていることが正しいとも思えなかった。どう考えても筋すじの通らない点がある。

「ちょっと待て……葬そう列れつに化けようって言い出したのは俺おれとお前だろ？」

　と、ジャンは指し摘てきする。

「ええ。でもあの時の会話をよく思い出してみて下さい。街かい道どうの通行が例外的に許可されていることを、この人は最初からほのめかしていました。棺ひつぎを運ぶ荷馬車があると口にしたのも彼です。わたしたちは彼のもたらした情報から、葬列の偽ぎ装そうを思いついたのです」

「申し訳ありませんが、すべては偶ぐう然ぜんではないでしょうか」

　ニールはまったく動じることなく言った。

「亡なくなった方々をあなた方が目にすることがなかったのはたまたまです。皆さんも亡なき骸がらの場所をお訊ききになりませんでしたから。わたしはほのめかしたのではなく、ただ思ったことを口にしただけです。お二人はそこから葬列の偽装を思いつかれただけなのでは？」

「一度だけならわたしもそれで納得するでしょう」

　ティアナは一歩も引こうとしなかった。

「でも、偶然が起こりすぎています。ケルチの近くの墓地で、わたしたちがどうするか話し合っていた時、あなたは奴ど隷れい商人の馬車を子供たちと一緒に見ていましたね。わたしたちはそれで奴隷商人になることを思いつきました。さっき海岸で立ち往おう生じようした時もそうです。いつのまにかあなたは崖がけの縁ふちに移動していました。沖おきにいたタグボートに自分を発見させるためではなかったのですか？」

「……お話を伺うかがっていると、むしろすべてが偶然と思えるのですが」

　ニールは苦笑しながら言った。

「そもそも、そんな些さ細さいなヒントで答えを導みちびき出せる者などいないでしょう。あなた方こそ、ただの学生ではないことになる」

「それは自白ですか？　わたしたちが自じ力りきで答えを出してきたというあなたの説明には、ますます無理が生じることになりますね」

「ですからただの偶然だと申し上げているのです……それに、あなたのお話が真実だとしても、わたしの行動はすべて子供たちや皆さんを助けるためのものです。わたしが孤こ児じを逃がそうとする司し祭さいでないとしたら、一体どのような意図を持つ何者だとおっしゃるのですか？」

　ジャンは違い和わ感かんを覚え始めていた。ニールの弁明は筋すじが通っているし、納得もできる。しかし、真実を訴えているにしては妙みように醒さめている。いわれのない非難を受けている者の怒りが感じられなかった。言葉とは裏うら腹はらに、偽いつわりを口にしていると自覚しているように見える。

「わたしにはあなたが何者か分かりません。ただ、どうしても一つだけ答えて欲しいことがあります」

　ティアナはニールの右腕をまっすぐ指さした。

「その腕に刻きざまれているのはなんの印しるしですか？」

　初めてニールの顔色が変わった。彼は右腕を隠かくすようにそっと腕を組むと、遠い目で甲かん板ぱんを見下ろした。長い沈ちん黙もくが流れる。雪が白い膜まくのように沈みかけた船を覆おおい始めていた。

「やはり、あなた方は噓うそに長たけている」

　彼はかすれた声でつぶやいた──それは敗北宣言に聞こえた。

「分かりました、お話ししましょう……最初からあなた方を騙だますべきではなかったのでしょうね」

　彼は上着の袖そでをまくり、右腕を冷気に晒さらした。大きな花と数字がくっきりと描えがかれている。

「この印は……」

　翼つばさを広げた黒い影かげが音もなく滑すべるように降下してきたのはその時だった。最初はアネモネかソーニャだと思った──普通の竜りゆうより一回り大きいと気づいた後も、危険だとは思わなかった。見慣れた竜の体つきにあまりにもよく似にていたからだ。

　黒い機甲竜ヒユドラは船尾に近い操そう舵だ室しつの上にずしりと降り立った。

　ジャンたちは身動きもできなかった。黒い髪かみをなびかせたやや小こ柄がらな男がその背に乗っている。以前騎士学院グランデコルに潜入していたスパイ──プラネッタの大会でジャンたちと戦った仮面の男だった。

（推進機関を止めて、雲の上から滑かつ空こうしてきたのか）

　近づいてきても気づかなかったわけだ。

　突然、頭上から甲高い駆く動どう音おんが響ひびき渡る。雲の中から何十機もの機甲竜ヒユドラが続々と姿を見せていた。彼らは雪を追うように一気に高度を下げてくる。アネモネとソーニャが旋せん回かいをやめ、東の海岸へ向きを変えた。

「ちょうどいいところへ来てくれたな、諸君」

　突然、今までとはうってかわった明るい声でニールが叫さけんだ。彼はジャンたちに背を向けて、仮面の男に直立の姿勢を取った。甲板にかつんと靴くつ音おとが響く。どこからどう見ても軍人のしぐさだった。

「わたしはレガリオン帝国陸軍情報局ニール・エドワース大たい尉いである。グロリア・レガリオン殿でん下かより密命を受け、この二年間、敵地での情報収集に当たってきた。諸君らに保護を要請する！　これが情報局員の認識票だ」

　ニールは露あらわになった右腕を仮面の男に見えるように掲かかげた。

（噓だろ……）

　あれはスパイの証あかしだったのか。ニールは首だけをねじ曲げて、呆ぼう然ぜんとするジャンに笑いかけた。

「このセーロフ侵しん攻こう作戦にあたっての情報収集がわたしの任務だった。君のパートナーが見破ったように、次は東セーロフ島へ潜入してそちらの陣じん容ようを偵てい察さつするつもりだった……この場は君たちを見逃そう。その代わり、子供たちをよろしく頼む。彼らに罪つみはない」

　息をすることも忘れたまま、ジャンはその場に立ちつくしていた。騙だまされていたことがはっきりしたというのに、それを受け止めることができなかった。今にもなにかの間ま違ちがいだと言ってくれる気がした。神について真剣に語り、子供たちを優しく世話していた人間がレガリオン軍のスパイだったなんて──。

「アバディーン！」

　ティアナの叫さけびでやっと我われに返った。もう彼女は竜りゆうの姿に戻っている。一いつ瞬しゆん、悠ゆう然ぜんと自分たちを見下ろす仮面の男と視し線せんが合った。今回も糸を引いていたのはこの男かもしれない。

　ジャンはぎりっと歯を食いしばって走り出した。今はヘルダたちを無事に運ばなければならない。ここでやるべきことは何も残っていなかった。

　彼はパートナーの背に飛び乗って、雪の海の上に飛び出した。
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　砲台の内側に張られた大きな天幕の下で、毛もう布ふにくるまった子供たちが湯ゆ気げの出るカップを抱かかえている。砲台の兵士たちが配ってくれたものらしい。ジャンたちは砲身を囲む土ど塁るいのそばに立ち、ぼんやりと黙だまりこくってその姿を眺ながめている。

　こうして東セーロフ島の海岸に無事辿たどり着いたというのに、達成感はまったくない。重苦しい空気が彼らの間に流れていた。

　突とつ然ぜん、欠けたカップがジャンの鼻先に突きつけられる。無ぶ精しようひげを生やしたセーロフ人の砲兵が、笑いながら隣となりに立っている。無言でカップを受け取ると、ポットに入った茶を注いでくれた。

「悪かったな、さっきは撃うっちまって。あんたたちが誰だれだか分からなくてよ……無事でなによりだった」

　彼は曖あい昧まいにうなずく。ここは東セーロフ島の海岸に造られた砲台の一つだ。タグボートの舳へ先さきを破壊したのはこの砲台から発射された砲ほう弾だんだったらしい。

「レガリオン軍のど真まん中を突破してきたんだってな。大したもんだよ」

「…………いや」

　やっとのことでそれだけ言った。その突破も全部敵のスパイのお膳ぜん立だてだったらしい。自分たちはただ踊らされていただけだ──無事この砲台に辿り着けたのも、ニールが自分たちを「見逃して」くれたからだ。

　砲兵は他の生徒たちにもカップを渡し、順番にポットの中身を注いでいった。

「もうすぐセーロフ騎き士し団だんのお偉えらいさんがこっちに来るそうだ。もう少しここで待まっててくれ」

　そう言い残してせかせかと早足で去さっていった。彼とすれ違ちがうように、司し祭さいのコートをかぶったヘルダが近づいてきた。立ち止まってぐるりとジャンたちを見回す。口を開く前からなにを言いたいのか分かった。

「司祭さまはどうしたの？　隊長」

　と、アダマスに尋たずねる。カップの中身を口にしようとしていた彼は、ちらりとヘルダの顔を眺ながめた。

「ここにはいないぞ。スパイだからな」

「バルバートル！」

　ジャンは声を上げた。他にもっと言い方があるはずだ。

「スパイってなに？」

　ヘルダは首をかしげる。まだ知らない言葉だったようだ。

「ねえ、司祭さまは？　どこに行ったの？」

　ジャンはごくりと唾つばを吞のみこんだ。誰だれかが説明しなければならない──自分の耳で聞いたジャンですらまだ信じられない思いだった。

「それは……」

「ちょっと待まって」

　不意にクリスが口を開いた。

「……さっきの彼の話、少しおかしくないかな」

　彼女は土ど塁るいにもたれて立っているティアナの方を向いた。

「ぼくは聞いたことがあるんです……レガリオン軍はスパイに元レガリオン人を使わないって。彼はずっとセーロフで活動してきたようなことを言っていましたけど、亡ぼう命めい者しやはどこに行っても白い目で見られてしまうんです。情報を集めるなんて難しいんじゃないでしょうか」

　亡命者である彼女の言葉には重みがあった。彼女もずっと騎士学院グランデコルでスパイ呼ばわりされてきたからだ。確かにスパイを送りこむなら、亡命者をわざわざ使う必要はない。レガリオン人でない外見を持つ者の方がはるかに都つ合ごうがいい。

「実際、レガリオン軍が送りこんでいるスパイの大半はレガリオン人ではなく、寝返った海ユ洋ニ連オ合ンの人間だと言われています」

「……それはただの噂うわさだろう。どこまで本当かどうか」

　アダマスが顔を引きつらせている。ティアナが狙そ撃げきされた時、クリスがスパイだと騒ぎ立てたのはこの生徒会長だった。自分が非難されているように感じたらしい。

　ふと、ジャンは仮面の男を思い浮かべた。あの男もひょっとするとレガリオン人ではないのかもしれない。出身を隠かくすために仮面を使ったとしても不思議ではない。

「確かにあなたの言うとおりですね」

　しばらく考えてから、ティアナはクリスに言った。

「でも、あの腕の印しるしは……」

　再ふたたび沈ちん黙もくが流れる。軍の認識票だとニールははっきり言っていた。

　ふと、ぽかんと口を開けているヘルダが目に留まった。頭上で交わされている会話の意味がまったく分かっていない様子だった。ジャンはしゃがみこんで彼女に視し線せんを合わせる。

「お前、司し祭さいさんのここにあった印、なんなのか知ってるか？」

　ジャンは自分の右腕を示しながら言った。それほど期待していたわけではなかったが、ヘルダはあっさりうなずいた。

「知ってるよ。メンカでしょ」

「メンカ？　……ああ、綿めん花かってことか」

　つまり木も綿めんの原料だ。レガリオン帝国は綿花の生産が盛んだと聞いているが、軍の認識票にしては妙みようなデザインだ。

　いや、そもそも本当にあれは認識票だったのだろうか。

「他になんか言ってたか？」

「うん。なんかね、小さい頃ころ、あの花ばっかり摘つんでたんだって」

　突然、頭の中ですべて一つに繫つながった気がした──そういうことだったのか。もっと前に気づくべきだった。ジャンは弾はじかれたように立ち上がった。

　あの印を初めて見た時のことが蘇よみがえる。ケルチの村の馬小屋で彼が口にしたのは、ただのたとえ話ではなかった。遠回しに自分自身の過去を語っていたのだ。

「……あの噓うそつきめ」

　そうつぶやいて、ジャンは「ペイルライダー」をつかんだ。




「今後は決して身分を偽いつわったり、他人を騙だましたりしてはいけません……どんな人間も本当の自分からは逃れられないのですから」

　かつてニール・エドワースは、カリクマの港で少女にそう言った。いずれなにか大それたことをするかもしれないと思ったからだ。大人しいようでいて、強い意志を内に秘めた少女だった。ほんの少し、神の道に入る前の自分に似にていた気がした。

　身分を偽ったり、他人を騙したりしてはならない。どんな人間も本当の自分からは逃れられない──彼を受け入れてくれた司教も常々そう言っていた。おおむね正しい言葉だと思う。

　しかし、なにごとにも例外はある。

　心の奥でいつも引っかかっていた。もし「本当の自分」が噓つきだった場合はどうすればいいのだろう。人を騙すことに天性の才能があった場合、そのような者はどうやって善ぜんを為なせばいいのか──。

　ニール・エドワースは目を開けた。

　彼は眼鏡めがねのレンズに張りついた雪を払はらった。タグボートの船首はもう波の下にすっかり沈んでいる。傾かたむきの大きくなった甲かん板ぱんの上で、彼は仮面の男と対たい峙じしていた。雲の上から舞い降りてきた機甲竜ヒユドラの群れが周囲に滞空し、ニールの方に首を向けている。いつでも殺せるという威い嚇かくのつもりらしかった。

「……さて、そろそろ本題に入ろうか」

　仮面の男は口元に笑みを浮かべて言った。

「君は何者だ？」

「先ほど言ったことが聞こえなかったのか？　わたしはグロリア・レガリオン殿下の密命を受け、この地で活動してきた……」

「それは噓うそだ」

　相手はあっさり否定した。

「噓かどうかはグロリア殿下にお会いすれば分かる。わたしを殿下のもとに連れて……」

「わたしはグロリア殿下の参さん謀ぼうを務つとめ、諜ちよう報ほう活動も統とう括かつしている。君のことなど聞いたことはないな。そもそも陸軍情報局など存そん在ざいしない」

　さすがのニールも口をつぐまざるを得なかった。本物のスパイがこんなところに現れるとは予想していなかった。

　この男を欺あざむくことは不可能だ。

　背後を振り返ると、騎士学院グランデコルの生徒たちは見えなくなっている。きっと海岸に無事ヘルダたちを運んでくれたことだろう。もう時間稼かせぎをする必要はない。

「わたしはニール・エドワース……マキナ教の司し祭さいです」

　いつもの口調に戻って彼は言った。

「司祭にしては堂に入った演技だったよ」

　と、仮面の男は言った。

「わたしは君たちの足取りを追ってここまで来た。どうやら検問を突破できたのは、君の機転が大きかったようだな」

　竜りゆうの少女に詰きつ問もんされた時と似通ったやりとりだった。最初からあの生徒たちを信用して、本当のことを打ち明けるべきだったかもしれない。司祭であることを疑われないようさりげなく誘ゆう導どうしたつもりが、かえって信用を失う結果になってしまった。

「司祭になる前はなにをしていた？」

　仮面の男は重ねて言った。ニールは答えなかった。相手の質問の意図が分からなかったからだ。

「その腕の印しるしは綿めん花かをかたどった焼き印だろう。数字は管理番号だ」

　ニールはひそかに息を吞のんだ。レガリオン人でもこの焼き印の意味を知る者は少ないはずだ。

「君は元もと奴ど隷れいだな、エドワース」

　どこまでも広がる白い綿花畑の光景がありあり蘇よみがえった。それが彼の思い出せる最初の記き憶おくだ。雪に覆おおわれたこの海かい峡きようの眺ながめに少し似にている──ただし、綿めん花かは決して溶けることがない。すべて人の手で摘つまなければならなかった。

　物心ついた時、ニールはすでに綿花農園にいた。三歳か四歳か、はっきりした年齢も分からない。疫えき病びようで両親が死んだ後、親しん戚せきの誰だれかが奴ど隷れい商人に売り飛ばしたようだった。

　農園では何百人もの奴隷たちが、ぬかるみに這はいつくばって綿花を収穫していた。誰の両手も鋭するどいトゲで血だらけだったが、綿を汚すと容よう赦しやなく管理人の鞭むちが飛んできた。脱走しようとする者はほとんどいなかった。成功しても行くあてなどなかったからだ。

　長い間、ニールは自分を農園主や管理人たちと同じ人間だと思っていなかった。ほとんど口を利くこともなく、家畜と同じように床ゆかも窓まどもない小屋に寝起きしていた。薄うす汚れた器に口を付けてみな食事をしていた。ひどく不潔な環境で、病気になると感染を防ぐために林へ放り出される。自力で回復できない者は息を引き取り、そのまま野犬たちの餌えさになった。

「……そうです」

　と、ニールは低くつぶやいた。

「わたしは綿花農園で育ちました」

「その後はなにをしていた？」

　ニールの胸がきりっと痛んだ。この男はすべて察した上で尋たずねている。これまでの罪つみを告白させようとしているのだ。

「……奴隷商人です」

　正確には奴隷商人たちの助手だった。彼らに金で買い取られ、貧ひん民みん街がいを回っていた。仕立てのいい服に身を包み、農園で「幸せに」暮らす子供を演じるのがニールの「仕事」だった。

　農園には年に七十日も休みがあります、無料の学校や病院もあるんです、自由に手紙のやりとりができるのはもちろんのこと、年に一度は親元へ帰ることができます、食べるものは豊富で宿舎は清潔で旦だん那な様さまは親切で──。

　ニールは次々と噓うそを吐つく天才だった。貧しい親たちの誰もが彼のはきはきした受け答えを信じた。売られた方が息子や娘も幸せだと思いこみ、笑顔でわが子を檻おりつきの馬車に送りこんだ。一体どれほど多くの子供たちを奴隷の身分に落としたのか思い出せない。百人から先は数えるのもやめていた。

（必ずぼくは報むくいを受ける）

　いつしか彼は恐れを抱くようになった。悪あく夢むに悩まされ眠れない日々の中で、自分の救われる道を求め続けていた。

　そんなある日、首都マグナスの貧民街で車輪を掲かかげた教会を見つけた。神の道へ進むしかないとその瞬しゆん間かんに確信した。奴隷商人が目をそらしたわずかな隙すきに、彼は馬車を飛び降りて教会の門に駆かけこんだ。

　年老いた司教は迷うことなく元奴隷の少年を受け入れてくれた。弾だん圧あつされつつある宗派に属する司し教きようも孤こ独どくであり、ニールを弟で子しというより孫まごのように扱った。ニールが初めて得た無条件の愛情だった。この十年あまり、彼は自みずからの罪つみを償つぐない、一人でも多くの人々を救うためだけに生きてきた。

「……わたしが軍人でないと見抜きながら、どうしてあの少年たちを逃がしたのですか？」

　ニールは仮面の男に言った。この男は彼の噓うそを黙だまって聞き流していた。暴露しようと思えばいくらでもできたはずだ。

「騎士学院グランデコルの者たちのことなら、君よりもわたしの方がよく知っている……どうせすぐに君の噓を見抜いて戻ってくるだろう。その前に君と話をしたかった」

　さっきからニールは奇妙な違い和わ感かんにとらわれていた。この男とは初対面の気がしない。声の調子や言葉遣づかいでうまく隠かくしているが、おそらくニールよりも年下のはずだ。体格や顔の輪りん郭かくが誰だれかによく似にている。

「本当にわが軍の大たい尉いになる気はないか？　ニール・エドワース」

「……え」

　ニールは啞あ然ぜんとした。

「万が一、ここを切り抜けて子供たちの下へ戻っても、海ユ洋ニ連オ合ンにはもう君の居場所はない。その卓たく越えつした能力をわたしの下で存分に活いかしてはどうだ？　わたしは部下の過去を問とわない。今、ここにいる者たちも出しゆつ自じはさまざまだ。君と同じように異い端たんとされたマキナ教徒もいる」

　彼はそう言って仮面をつけた部下たちを見渡した。

「君の本質は司祭に向いていない。別の道を選ぶべきだ」

「……わたしに本物のスパイになれということですね」

　相手はうなずいた。

「むろん、君が育てていた子供たちの安全と生活は保障する。この戦争が終わったら、君たちがともに暮らせる家を提供しよう。今までこのような話を君にした者が、セーロフ王国にいたか？」

　ニールはふうっと深く息をついた。この男の言うとおり、子供たちと合流したところで、セーロフ人たちがマキナ教の司祭を受け入れるとは思えない──問題は子供たちがその巻き添えを食うことだった。イシクの町の人々は孤こ児じたちを見捨てて逃げていったが、それと同じことが今後も起こるかもしれない。

「お断りします」

　しかし、ニールは顔を上げてきっぱり言った。

「わたしは噓を言っていない。約束は必ず守るよ」

「分かっています。ただ、わたしにはあなた方の行いが正しいと思えません……たとえ噓をついていても、正しい道を進む方々に子供たちを託たくします」

「それはアバディーンの王子とその仲間たちのことだな」

　仮面の男は皮肉めいた口調で言った。

「噓うそつきの司し祭さいは偽いつわりの竜騎士ドラグーンを信じるというわけか」

　ニールは確信していた。きっとあの少年たちは、あらゆる手段を使って子供たちを守ってくれるはずだ。自分がそうしてきたように。彼らにはいざという時の判断力と決断力が備わっている。

「こちらの提案を拒否されたとあっては仕方がないな」

　仮面の男はニールの胸に長銃を向けた。

「敵軍の逃亡に手を貸した反はん逆ぎやく罪ざいで、君を処しよ刑けいするしかない」

　雪の降りしきる中、ニールは無言で銃口を見つめた。誰だれかに殺されることはずっと以前から覚悟していた。これが今までついた無数の噓の報むくいだとしたら、むしろ幸運だったと言っていい。もっと無む惨ざんな死を迎えるものと思っていた。

「無事、神の国に入れるよう祈っている。わたしは君にその資格があると信じる」

　ニールは心の中で自らの神に祈った。

　我われらの運命を司つかさどる機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナよ、どうかわたしの子供たちと、彼らを守ろうとする者たちをお助け下さい。わたしの死後の安あん楽らくの代わりに。

「そのような資格など不要です」

　彼は静かに微ほほ笑えんで言った。
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「もとから期待しておりません」
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　西の方角からレガリオン軍の銃声が響ひびいてきた。

　ティアナの背に乗っていたジャンはぶるっと体を震ふるわせた。嫌いやな予感がする。

　ジャンたちは砲台を飛び出して、タグボートへ戻ろうとしていた。すぐ後ろにフリデリカとソーニャが、少し遅れてアネモネが飛んでいる。ニールが自分たちを逃がすためにスパイのふりをしたのは間ま違ちがいない──しかし、あの仮面の男にそんな小こ手て先さきの噓うそが通じるとは思えなかった。相手は本物のスパイであり、「黒の鉄姫」の側近中の側近だ。

「アバディーン！　十時の方角！」

　フリデリカの上でクリスが叫さけんだ。ほとんど沈みかけたタグボートと、それを取り囲む機甲竜ヒユドラが雪の向こうに見える。

『全ぜん騎き停止！　その場で待たい機き！』

　ティアナが叫んだ。彼女たちが同時に急停止し、ジャンは頭をぶつけそうになった。

「なんだ？　どうしたんだよ？」

　誰だれも返事をしない。しんとあたりが静まりかえった気がした。ジャンは邪じや魔まな雪を払はらいのけて、海面に目を凝こらす。

「あ……」

　タグボートの甲かん板ぱんに黒くろ髪かみの男が大の字に倒たおれている。体から噴ふき出した鮮せん血けつが、傾かたむきかけた船首に向かって川のように流れていた。

「司し祭さいさん……」

　ジャンは小さくつぶやいた。まるでその声を聞きつけたように、瀕ひん死しの司祭がわずかに顔を上げてジャンに視線を向けた。彼の口がかすかに開く。なにを言おうとしているのかはっきり分かった。どうか子供たちを──。

　ひときわ大きな波をかぶったタグボートが大きく揺れた。海水が引いていった時、ニールの体はもうどこにもなかった。

　仮面の男は長銃を構えたまま、上空のジャンたちを見上げた。司祭を撃うったのは間ま違ちがいなくあの男だ。

「あの野郎！」

　ジャンはタグボートに「ペイルライダー」の銃口を向け、迷うことなく引き金を引いた。かろうじて海上に残っていた操そう舵だ室しつとマストが吹き飛ぶ。命中したかどうか確かめようと、目を凝こらしたジャンは啞あ然ぜんとした。タグボートの残ざん骸がいの周囲から、すべての機甲竜ヒユドラが姿を消していた。

『全ぜん騎き散開して雲に入って！　真下にいます！』

　ティアナの張りつめた声がびりびり響ひびいた。身を乗り出して見下ろそうとした途と端たん、銃声とともに弾だん丸がんが髪かみの毛をかすめていった。

「な……」

　いつのまにか機甲竜ヒユドラ部隊は真下の死角に移動していた。海面を蹴けるように波立たせ、一いつ斉せいにジャンたちの方へ迫せまってくる。

（こいつら……）

　プラネッタの大会で戦った機甲竜ヒユドラも速かったが、この機体はそれ以上だ。竜りゆうたちは四方に散りながら雲を目指して急上昇する。ジャンはティアナの首くび筋すじに片手でしがみつき、「ペイルライダー」を構えながら振り返った。

　二十機ほどの機体はきれいに四隊に分かれると、それぞれ竜たちを追跡し始める。アネモネたちが明らかに距離を詰つめられていた。ジャンは二人を追う機甲竜ヒユドラたちに狙いを定めて発砲した──舞い落ちる雪を跳ね飛ばしながら、巨大な光球が空中を奔はしった。二、三機は仕留めたつもりだったが、思ったよりも敵の反応が早い。かろうじて最後尾の翼つばさの一部を破壊しただけだった。その一機はバランスを崩くずして海面へと降下していく。

　一機落とされたことで機甲竜ヒユドラたちの追撃の速度が鈍にぶった。アネモネがわずかに敵機を引き離すのを見た瞬しゆん間かん、視界が濃こい灰色に包まれた。たちまち冷気が顔の感覚を奪うばっていく。雲の中に入ったのだった。

『このまま皆を連れて帰投しましょう。現状では不利です』

「冗じよう談だんじゃねえ！　司し祭さいさんが殺されたんだぞ！　お前も見ただろ！」

　ニールは武器一つ持っていない、ただの民間人だった。そんな人間を銃殺するなど絶対に許せなかった。

「あの仮面野郎と決着つけてやる！」

『あまり彼に近づくべきではないと思います』

　ティアナは妙みように弱々しい声で言った。

「はあ？　なに言って……」

　視界が突然開けて、まぶしい夕日が目に飛びこんできた。オレンジ色に染まった雲海がはるか彼方かなたまで続いている。今までとはまったく違う光景に、一瞬ジャンは目を奪うばわれた。背後で黒い機甲竜ヒユドラが、駆く動どう音おんとともに雲を突つき抜けてきた。目を細めて敵影の数を確認する──全部で五機。ただし、乗り手の中にあの仮面の男はいないようだ。

　ティアナがさらに垂直に上昇して敵機を引き離そうとする。しかし、彼らの姿は一向に小さくならなかった。ぴたりと彼女についてきていた。

（やっぱり、前とは性能が違う）

　白い硝しよう煙えんと薬やく莢きようをばらまきながら、レガリオン軍の兵士たちは連発式の長銃で射しや撃げきしてくる。ジャンも機甲竜ヒユドラの群れに向かって発砲した。胴どう体たいを吹き飛ばされた一機が墜つい落らくしていったが、他の四機は攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。

『本気を出します』

　ティアナの上昇速度が急激に増した。地面に引き寄せられそうになるのを必死にこらえる。彼女は体をひねりながら縦たてに急旋せん回かいし、今度は雲に向かって垂直に落下する。敵の群れとすれ違いながら、ジャンはさらにもう一機の翼つばさを破壊した。

『旋回性能はまだまだですね』

　頭の中にティアナの勝ち誇ほこった声が聞こえてくる──ジャンはむしろ戦せん慄りつを覚えていた。逆に言えば、上昇性能や速度は竜りゆう族ぞく最速を誇るティアナに追いつきつつあるということだ。この機甲竜ヒユドラにまったく歯が立たない竜族も大勢いるはずだ。

　不意に正面の雲の中から、別の一隊がぬっと姿を現した。一いつ斉せいに金属の顎あごを開いて火炎を放出する。ティアナは姿勢を水平に戻して、隠かくれかけている太陽の方角に向かって飛んだ。

　ジャンの首くび筋すじにぞわりと悪お寒かんが走る。今のは明らかに待まち伏せだった。

　なにか様子がおかしい。

「待てティアナ、なんか……」

　最後まで言い終える間もなかった。前方の雲の中から、さらに別の機甲竜ヒユドラたちが姿を現した。視界が大きく回転し、ティアナが再ふたたび上昇に転じる。

『あ……』

　ティアナが初めて驚おどろきの声を上げた。すでに頭上から七、八機が急降下してくるところだった。ジャンは慌あわてて「ペイルライダー」で攻撃する──二機の機甲竜ヒユドラが巨大な白い光に吞のみこまれ、黒い金属の破は片へんをまき散らした。翼の一部が回転しながら迫せまってきて、ジャンの右腕を浅く切り裂さいた。

「うっ」

　愛用の砲剣が手を離れ、雲の中へ沈んでいった。

　ティアナが空中に静止した。二十機近い機甲竜ヒユドラに取り囲まれ、長銃の銃口を向けられている。

（最初から俺たちだけを狙ねらってたんだ）

　ティアナの動きを完かん璧ぺきに読み切って、総がかりで追いつめたのだ。

「二ヶ月ぶりだな、竜の皇女」

　聞き覚えのある声が頭上から降ってくる。二人の前に仮面の男を乗せた機甲竜ヒユドラがゆっくりと降下してきた。

「新型の性能試験としてはまずまずの結果だよ。予想以上でも予想以下でもない」

　ジャンは右腕を押さえつけながら男を睨にらみつけた。コートの袖そでが破れて、血がにじんでいる。

『大だい丈じよう夫ぶですか？』

「ああ、大した怪け我がじゃない」

　と、彼はつぶやいた。問題はどうやってこの状況を切り抜けるかだ。そう簡単に隙すきを見せてくれる相手ではない。せめて敵てき機きがもう半分だったら──。

「またなにか考えているようだな」

　仮面の男は笑いを含んだ声で言った。

「お前のすることはいつも面白いよ、ジャン」

「馴なれ馴れしく話しかけるな！　仮面野や郎ろう！　司し祭さいさんを殺し……て……？」

　ジャンの声は小さくなり、途中で消えてしまった。

「……今、なんて言った？」

　自分を「ジャン」と呼んだ気がする──そんな馬ば鹿かな。きっとただの聞き違いだ。しかし、仮面の男はさらに言葉を続けた。

「本名で呼ばれるのは久しぶりかな？　ジャン・アバディーン」




　ティアナたちを取り囲む機甲竜ヒユドラ部隊から少し離れた場所に、小さな雲がぽつんと浮かんでいる。周囲を警けい戒かいしていたレガリオン軍の兵士たちもまったく注意を払はらっていなかった。

　ゆっくりとだが不自然な動きで、その雲は彼らから遠ざかろうとしていた──もう少し近づいてみれば、中心にいる灰色の竜りゆうとバルバートル人の少年にきっと気づいたことだろう。

「もっと多く霧きりを出せ、ソーニャ。外から見えるぞ」

　と、アダマス・バルバートルは言った。彼らは氷の竜ル気ンで周囲の大気を凍こおらせて、雲に偽ぎ装そうして戦場から離り脱だつするするつもりだった。平地なら簡単なことだが、気圧のせいか竜ル気ンの調整が難しい。

『は、はい……すいません。あの、でも……』

「なんだ？　手短に言え」

『……ほ、本当に、ここから逃げてもいいんでしょうか……？』

「バカを言うな！　逃げるわけではないぞ。助けを呼びに行くだけだ」

　アダマスは強い口調で言った。内心、笑いをこらえるのに必死だった──この数日間、殺したくて仕方がなかったアバディーンとティアナを、自然な形でレガリオン軍が始末してくれる。後はあの二人が抵抗して、仮面の男と相打ちになってくれれば最高なのだが。

『なにやってるの、あんたたち』

　突然、頭の中で声が聞こえた。アダマスの背中がかすかに震ふるえた。苦労して作った「雲」の中に、いつのまにかフリデリカとクリスが入ってきている。やはりアダマスたちの姿が見えてしまうらしい。ソーニャを罵ののしりたい気分だった。

「君たちも無事だったんだな、よかった」

　クリスがほっとしたように胸に手を当てた。一いつ瞬しゆん、アダマスはそのしぐさに目を奪うばわれた。今すぐクリスの白い横顔を殴なぐりつけたくなった──いや、本当に殴りたいのは男に見とれた自分自身かもしれない。

『まさか、みんなを置いて逃げるつもりだったんじゃないわよね？』

　フリデリカが厳しい声で言った。

「な、なにを言っている……ぼくたちは……」

　口ごもりながら反論しようとすると、

「フリデリカ、バルバートルたちはそんなことをしないよ」

　と、クリスがたしなめる。こっそりアダマスは歯ぎしりした。普段はあの赤毛と反抗的な態度ばかり取るくせに、なぜこんな時に限って友達面で弁べん護ごするのか。この手できっと色々な者を手玉に取っているに違いない。怒りと苛いら立だちで腹が煮にえくり返っていたが、なぜかクリス本人にはそれを口に出せなかった。

「言いがかりもいい加減にしろ。ぼくとソーニャはアバディーンたちを救うために、奴やつらの死角へ移動していただけだ」

　と、彼は胸を張った。ソーニャは空気を読んで黙だまっている。クリスの表情がぱっと明るくなった。

「よかった。それなら君に協力して欲しいことがあるんだ」

　黒い瞳ひとみがアダマスをじっと見つめている。視し線せんを逸そらすこともできなかった。

「な、なんだ？」

「君の言うとおり、アバディーンたちを助けるんだ」

　と、クリスは言った。




　ジャンは雷かみなりに打たれたように動けなかった。頭の中が真まっ白になっていた。

（どうして……俺おれの名前を）

　アバディーン王国にもう一人王子がいたことを知る者はほとんどいない。まさかレガリオン帝国に名前が伝わっているとは想像もしていなかった。

「まだティアナから話を聞いていなかったのか？」

　訝いぶかしげに仮面の男が問といかける。ジャンはぎょっとして自分の騎き竜りゆうに視線を落とした。

「……まさか、お前が言ったのか？」

　ジャンは小声で言う。それでもティアナは返事をしなかった。

「ぼくが彼女に訊きく必要などないんだよ」

　仮面の男は静かに首を横に振った。

「ジャン、まだ分からないのか？」

　彼の口調にジャンへの親しみがこもった。その呼びかけに古い記き憶おくが蘇よみがえってくる。首都サン＝クレルの王城で、誰だれよりも長く時を過ごした相手。自分の話を誰よりもよく聞いてくれた相手。時々、ジャンが王城から連れ出して遊びに行った相手。自分の分身と言ってもいい、もう一人の──。

「う、噓うそだろ……」

　ジャンはもつれた舌したでつぶやいた。そんなことがあるわけがない。きっと自分を騙だまそうとしているだけだ。第一、髪かみの毛の色からしてまったく違う。

「まだ信じられないようだな」

　突とつ然ぜん、仮面の男は黒くろ髪かみを取り去さった。ジャンはもう少しで声を上げるところだった。黒いかつらの下から出てきたのは燃えるような赤い髪だった。

「三年……いや、やがて四年か。ずいぶん昔の気がするよ」

　後頭部に手を回して、男は仮面を外した。ジャンとほとんど変わらない顔がその下から現れる。紫むらさき色いろの双そう眸ぼうがジャンを正面から見つめた。

「兄としてお前に会うのは久しぶりだな、ジャン」

　と、ヴィクトル・アバディーンは言った。




「え……？」

　クリス・キッドマンは思わず「ファイアーフォックス」の照準から目を外した──はるか彼方にいるアバディーンとレガリオン軍のスパイを凝ぎよう視しする。

　まるで鏡かがみを合わせたように二人は同じ顔だった。

[image: ]

（……どういうこと？）

　彼女の並外れた視力はスパイの瞳ひとみの色もはっきり捉とらえていた。赤い髪と紫むらさき色いろの目は、アバディーン王家に生まれた者の証あかしだったはずだ。

「キッドマン、なにをやっているんだ！　早く敵を撃うて！」

　アダマスの声に我われに返った。クリスは顔と銃身以外の全身を小さな雲にくるまれている。ソーニャとアダマスの持つ竜ル気ンの力だった。

　雲に偽ぎ装そうして敵に近づき、あの仮面の男を狙そ撃げきする──それがクリスの立てた作戦だった。

『大きい声出すんじゃないわよ。クリスの気が散るでしょ』

　フリデリカが言った。距離がある上に雲の中にいるので、クリス以外の者にあの男の素顔は見えていない。

「ちょっと待まって……風のせいでうまく狙ねらいが定まらないんだ」

　懸けん命めいに気を静めながらクリスは言った。これは絶対に他人に洩もらしてはいけない秘密だと直感していた。きっとアバディーンにとって不利になる。自分の胸だけに留めておこうと心に決めた。

　今の問題はあの男を撃っていいのかどうかだ。

（あの男もアバディーンの王族……？　でも、まさか……）

　アバディーンの王族がどうして「黒の鉄姫」の側近を務つとめているのか。同じ顔をした二人の少年はどういう関係なのか──いくら考えても分からなかった。




「お前が兄さんのわけねえだろ！　兄さんは死んだんだ！　正体を現せ！」

　ジャンの叫さけびを聞きながら、ヴィクトルは哀あわれみを覚えていた。冷静に事実を受け入れることができないようだった。昔からジャンはあまり理解の早いほうではなかった。

「お前が兄さんだって言うなら、証しよう拠こを……」

　ヴィクトルは左手を見せるように掲げる。ジャンはびくっと体を震ふるわせた。

「あの日、式典の前にこうして手を合わせたことを憶おぼえているか？」

　と、彼は静かに言った。

「お前がぼくの震えを止めてくれただろう」

　レガリオン軍が首都サン＝クレルを制圧した日──王城の控え室でのできごとだ。緊張していると言ったヴィクトルを、ジャンが励はげましてくれた。あのことを知る者は他に誰だれもいない。

　ジャンはまじまじとヴィクトルを見つめた。どうやら兄だということは吞のみこめたようだった。

「兄さんはあの広間で生き埋うめになったはずだ……どうやって生き延びたんだ？」

　どこから話すべきか、ヴィクトルは一いつ瞬しゆん迷った。あの日、緊張していたのは式典の前だったからではない。打ち合わせの時間どおりに機甲竜ヒユドラ部隊が現れるか、彼らが攻撃のポイントを外さずに大広間を破壊できるか心配だったからだ。

「……レガリオン軍の捕ほ虜りよになったのか？」

　ジャンはあえぐように言った。かすかにヴィクトルの口元に苦笑が浮かんだ。

「はっきり言ってくれ……あの『黒の鉄姫』に捕まったんじゃねえのか？」

　弟はもう答えを知っている。今、口にしているのは質問ではなく、単なる願望にすぎない。もうすべてを知るべき時期に来ている。それを受け止められるかどうかは本人次第だ。

「……ジャン」

　ヴィクトルは優しく諭さとすように言った。

「アバディーン王国を滅ぼしたのは、このぼくだ。ぼくはグロリア・レガリオンと共きよう謀ぼうして、多くの人々を殺した。もちろん、お前もあの時に殺すつもりだった」

　式典の最中、ジャンが家庭教師のブレロと話す姿は視界に入っていたが、その後広間を出たことには気づかなかった。

　ジャンはたまに予想もつかない行動を起こす。戦火をくぐり抜けてフリデク島へ脱出したことも、自分の名を騙かたって竜騎士ドラグーンを目指したことも、ヴィクトルの想像を超こえていた。

　しかし、それも今日で終わりだ。ジャンとティアナをここへ呼んだのは、この機甲竜ヒユドラの性能を試してもらうためだった。

　この機体はティアナをモデルに開発されたものだ。もちろん彼女を超えたとは言いがたいが、アバディーン戦せん役えきでは機甲竜ヒユドラ部隊が総がかりでも落とせなかった彼女を、この数で追いつめることができた。もう少し調整すれば、より完かん璧ぺきな機体が仕上がるだろう。

　実戦のデータが得られた今、もうこの二人に用はない。騎士学院グランデコルから消えてもらっていい頃ころ合あいだった。

「ぼくはずっと竜りゆうのいない世界を実現したいと思ってきた。そうすればこの星は昔のように自然な形に戻る。竜騎士ドラグーンが提供している力は人間にとって不要なものだよ。ぼくはマキナ教徒ではないけれど、ずっとそう思ってきたんだ」

　ヴィクトルは弟に向かって語りかける。

「お前がぼくの考えを理解してくれるかどうか分からない。ただ、もうお前はぼくの仇かたきを取る必要はないはずだ……お前はぼくを殺せないだろうし、ぼくも二度お前を殺したいと思わない。だから、竜騎士ドラグーンをやめてフリデクに戻ってくれないか？　お前がただのジャンに戻ってくれれば、ぼくもお前に手を出すつもりはない」

　沈ちん黙もくが流れる。ヴィクトルは周囲の部下に軽く目で合図した。もし、ジャンが拒きよ否ひすれば二人ともこの場で殺すつもりだった。

　ジャンは血の気けが失せた顔をヴィクトルに向けた。

「……一つだけ、訊きいていいか？」

「ああ、もちろん」

「俺おれが元もとの自分に戻るって言ったら、ティアナはどうなる？」

　ヴィクトルは瞬まばたきをした。その質問が出てくるということは、弟は完全には冷静さを失っていないということだ。

「……殺すつもりか」

　一いつ瞬しゆん、ヴィクトルは答えに詰つまった。個人的に彼女には親近感を抱いていた。ヴィクトルと同じように、自分の噓うそに周囲を巻きこむことを厭いとわない者だからだ。しかし、竜りゆうはこの世界で不要な存そん在ざいだというのが彼の信念だった。

「お前の頼みであれば、生かしておいてもいい」

　ティアナから目を離さずに言った。さっきから彼女は無言を貫つらぬいている。ジャンが武器を持たない以上、戦えるのは彼女だけだ。部下たちもそれを理解した上で監視している。おかしな動きをすればその瞬しゆん間かんに蜂はちの巣すだった。

「噓だ」

　ジャンはきっぱり言った。

「今までにもそうやって大勢を騙だまして、殺してきたんだな。さっき司し祭さいさんを撃うった時だってそうだ」

「彼には噓を言っていないよ。それに、騙すことや殺すことはお前だってやっていることだ。自分が誰だれの名前を名乗って、何人の兵士を殺したか忘れたのか？」

　ジャンはぐっと答えに詰まった。怒りをこらえるようにうつむいて動かなくなった。

　全員の視線がジャンたちに集中する。今にもなにかを始めそうな雰ふん囲い気きだったが、予想に反してティアナは動こうとしなかった。

　なにか様子がおかしい。ふと、ヴィクトルは足下から吹き上げてくる不自然な風に気づいた。反射的に機甲竜ヒユドラを操そう作さして機体を傾かたむける。真下から飛来してきた竜りゆう鱗りんの刃が愛機の翼つばさを切り裂さいた。

（……これは）

　青い竜に乗った長身の少年が眼がん下かの雲海に浮かんでいた。ラシード・カリクマーンとアネモネだった。きっと雲の中に隠かくれて、ジャンたちの救出の機会を狙ねらっていたのだろう。ジャンが顔を伏せていたのはラシードたちの動きを見ていたからだ。そういえば、あの二人は学院島でも似たようなやり方でグロリアの機体を狙っている。

　ヴィクトルは長銃を構えようとしたが、翼の一部を切られたせいで姿勢が安定しない。部下たちが降下して反撃しようとした時、ラシードは竜鱗の武器らしきものをヴィクトルに向けてもう一つ放った。今度は刃ではなく長い棒ぼうのような形状だ。風の竜ル気ンによって加速された武器を、ヴィクトルの乗った機甲竜ヒユドラはどうにか避よけた。

　武器はそのまま天空に向かって飛んでいく──ふと、彼はいつのまにかティアナの姿が目の前から消えていることに気づいた。彼女はラシードの投げた武器を追って垂直に上昇していた。

（そういうことか）

　今、投とう擲てきされた二つめの武器はラシードのものではなかった。ジャンの砲剣「ペイルライダー」だ。ラシードは拾い上げたジャンの砲剣を渡すために今の攻こう撃げきをしかけたのだ。

　空中で「ペイルライダー」を受け止めたジャンは、振り返ってヴィクトルに銃口を向けた。角度も距離も申し分ない。翼つばさを破壊されたヴィクトルの機甲竜ヒユドラは機き敏びんに動くことができなかった。

　しかし、ジャンは構えたままで引き金を引かなかった。

（ぼくを殺せないのか）

　彼の手の震ふるえまで見えるようだった。祖国を滅ぼした大たい罪ざい人にんと知ってもなお、ジャンにとってヴィクトルは血を分けた兄弟なのだ。

　ティアナは向きを変えて東へ飛び去さろうとする。部下たちがその後を追い始めたが、突然銃声が鳴り響ひびき、先頭の一機が炎に包まれた。どうやらこの空域のどこかに狙そ撃げき手しゆがいる。おそらく、クリス・キッドマンだろう。

（……そろそろ、潮しお時どきだな）

　ここは東セーロフ島に近い。ジャンたちを追跡して倒たおすことは可能だが、深追いすれば敵の援えん軍ぐんも現れる。これ以上の損害を出す必要はない。

「これより首都ルテニアに帰投する」

　音声無線で部下に呼びかけながら、ヴィクトルは遠ざかっていく黄金の竜りゆうを振り返った。

（ぼくを殺す唯ゆい一いつの機会だったのに）

　その甘あまさが身を滅ぼすと、遠からず知ることになるはずだ。

　黒い機甲竜ヒユドラが次々と向きを変えていく。夕日が雲の下に隠かくれ、夜が訪れようとしていた。







　　　終章







　ティアナたちはセーロフ騎き士し団だんの案内でカフカース要よう塞さいに到着した。東西セーロフ島を結んでいた大橋の、東側の入り口であるカフカース大門を守る要塞だ。西側の大門を守っていたタラス要塞と双ふた子ごのように似にた構造になっている。

　タラス要塞の守備軍は要塞と大橋を破壊した後、そのまま対たい岸がんのカフカース要塞に入っていた。隊長や副隊長を欠いた騎士学院グランデコルの選抜隊も同行していたという。

「お前さんたちをなんらかの形で処分せねばならん」

　と、渋しぶい顔でヴェルトフは言った。彼はカフカース要塞守備軍の指し揮き官かんとなっている。

「一応、わしらの指揮下に入っとったわけだからの。わしらの命令にない行動を取ったのは軍律違い反はんになる」

　それはティアナたちも覚悟していた。間の悪いことにカフカース要塞には、騎士学院グランデコルの教官たちの義勇部隊も到着している。レガリオン軍の輸送部隊を辺へん境きようで叩たたく作戦に参加した後で、セーロフ王国へ来たのだという。

　学院長が選抜隊に与えた指示はセーロフ騎士団の指揮下に入ることで、ティアナたちは騎士学院グランデコルの規律をも破ったことになる。ヴェルトフと教官たちが処分を検討する間、一行はコンビごとに与えられた小部屋で待たい機きしていた。

「……何度も話そうとしていたのです」

　二人きりになると、ティアナはジャンに言った。要塞に着いてからジャンは一言も口を利かない。目を合わそうともしなかった。

「でも、どうしても言い出せませんでした。もしあなたが知ったら、わたしと一緒にいてくれなくなるような気がして……あの、寒いですか？」

　ジャンは右腕の包帯を撫なでながら、黙だまって外を見ている。見えるのは窓まど枠わくに降り積もった雪だけだ。窓の向こうは漆しつ黒こくの闇やみだった。

「無事に要塞へ戻ったら言うつもりだったのです。大事な話があると言っていたでしょう？　あれはこのことを……」

　ゆっくりと彼が振り返った。ティアナはぞっとして口をつぐむ。今まで見たことのない暗い目でティアナを眺ながめていた。

「あの……」

「一緒にいさえすれば、後はどうだっていいのか？」

　彼は乾かわききった低い声で言った。

「俺がなに考えてるのかは気にならなかったのか？　俺は兄さんの名前を名乗って、兄さんと殺し合ったんだぞ。ひょっとしたら、俺は気づかないまま殺してたかもしれない……それとも、それがお前の望みだったのか？」

「いいえ、違い……」

　違わないかもしれない、とティアナは思った。あの男がジャンと戦って死んでくれることを、心のどこかで望んでいたかもしれない。そうすればこんな風ふうに後から責められることもない。すべてを知られずに済む──。

「……ごめんなさい」

　ティアナの謝しや罪ざいにもジャンは関心を示さなかった。自分の両手の印ムドラをじっと見つめている。

「この三年間、兄さんたちの仇かたきを討うつことばかり考えてきた……その気持ちがあったから、ここまでやってこられたんだ」

「ジャン、わたしは……」

「俺は兄さんを撃うてなかった」

　彼の声が震ふるえを帯びた。

「あんなにはっきり言われても、兄さんがやったなんて信じられないんだ。次に会っても撃てないかもしれない……これからどうすれば……」

　突然、扉とびらが前まえ触ぶれもなく開いた。顔を出したのはアダマスとソーニャだった。

「ヴェルトフ団長が呼んでいる。協議が終わったそうだ」

　と、アダマスが言った。




　アダマスは他の生徒たちと一緒に要よう塞さいの廊ろう下かを歩いていた。彼は前を歩いているアバディーンの背中を凝ぎよう視しした。レガリオン軍との戦せん闘とうの後からずっと様子がおかしい。むっつり黙だまりこくって誰だれとも話そうとしない。

（あいつがなにか言ったわけでもなさそうだな）

　ティアナを狙そ撃げきしたことで、アダマスはあの仮面の男に脅おどされている。もしその一件が知られたら身の破滅だが、そんな気配もなさそうだった。ただ疲つかれているだけかもしれない。気のせいかラシードやクリスも元気がないように見える。

（結局、アバディーンたちを始末できなかった）

　はらわたが煮にえくり返る思いだった。殺す機会は何度もあったというのに。いや、まだチャンスはある。さっきの戦いでアバディーンは利き腕を傷めた。ティアナさえいなければどうにか──。

（……ん？）

　アダマスの頭の中でなにかが引っかかった。彼は神経質に眉まゆの傷を撫なでる。つい最近同じような違い和わ感かんを覚えた気がする。一体いつのことだっただろう。

　突然、アバディーンが足を止める。ぶつかりそうになったアダマスは舌した打うちした。

「なにをやっているんだ？」

　赤毛の頭越ごしに前を見ると、薄うす暗い通路に木剣を手にしたヘルダが立っていた。イシクの子供たちもカフカース要よう塞さいに連れてこられている。

「……司し祭さいさまはどこにいるの？」

　彼女は硬かたい表情で言った。

「さっき、迎えに行ってくれたんでしょ？　どこにいるのか、みんな知らないって言うの」

　木剣を握にぎりしめた手が震ふるえている。きっと要塞中の誰だれもが言葉を濁にごしたのだろう。子供たちの泣き顔を見たがる者などいるはずがない。

「司祭さまはどこにいるの？　隊長！」

　急に指名されてアダマスは顔をしかめた──なぜこの少女は自分ばかりに尋たずねるのか。しかし、こんな時でも臆おくさないのが上に立つ者のつとめだ。彼は間を取ってゆっくりと息を吸いこんだ。

「……司祭さんは戻ってこない」

　と、アバディーンが沈んだ声で言った。余計な口出しにアダマスはむっとした。

「レガリオン軍に殺された……俺たちが着いた時にはもう撃うたれてたんだ」

　ヘルダの目と口が大きく見開かれた。それから木剣を握り直し、猛もう然ぜんと駆かけだした。アダマスたちを突き飛ばすようにすり抜けようとする。アバディーンが手を伸ばして木剣をつかんだ。

「待まて！　どこに行くんだ？」

「決まってるでしょ！　司祭さまの仇かたき討うちに行くんだ！」

「なに言ってんだ、落ち着け！　レガリオン軍は海の向こうにいるんだぞ！　お前にそんなことできるわけねえだろ！」

　しばらく木剣を取り返そうともがいていたが、それが無理と分かるとアバディーンをきっと睨にらみつけた。その目にはアダマスがひるむほどの強い憎しみがこもっていた。

「だったらあんたたちが仇を取ってよ！」

　少女の両目からぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだが流れた。

「司祭さまを殺した奴やつを殺してきて！　竜騎士ドラグーンなんだから、戦ってきてよ！」

　彼女は通路に座りこんで、声を上げて泣き始めた。アダマスは黙だまっているアバディーンに不審を抱いた。この単純男はいつもならまっさきに「俺が仇を取ってやる」と宣言しそうなものだ。

　アダマスはアバディーンの全身を眺め回した。やはり様子がおかしい。彼は右手に木剣を提さげて、ぼんやり立ったままだ。遠い昔、武術大会でアダマスに傷をつけた時も、こんな風に無関心な態度を取っていた。

（あっ……）

　彼は目を見開いた──違い和わ感かんの理由がようやく分かった気がした。




「まあ、軍律違い反はんなのは確かじゃが、お前さんたちは命がけでセーロフの領民を救ってくれた……わが王もそのことにお喜びでな。大目に見てやって欲しいとさっきわざわざ伝令を遣つかわされた。わが国としては特別にお咎とがめはなしじゃ」

　そうヴェルトフが言うと、一列に並んでいた生徒たちの緊張がほどけた。指し揮き官かんの部屋には老人の他にマグノリアも待まっていた。協議は主に二人の間で行われたらしい。

「ただ、それはあくまでセーロフ王国側の処しよ分ぶんだ」

　彼女の方は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔つきで言った。ジャンたちの行動に腹を立てているのだろう。

「キッドマン、フリデリカはともかく、隊長のバルバートル、副隊長のアバディーンが隊を離れた責任は重い。両名を解任し、ギル・デムランを新たに隊長とする」

　ジャンはその処分を遠い気持ちで聞いていた。さっきのヘルダの泣き声がまだ耳に残っている。

（だったらあんたたちが仇かたきを取ってよ！）

　幼おさない頃ころのジャンもあんな目をしていた。大事なものを奪うばわれた人間の目だ──しかし、今の彼には仇を取るとは言えなかった。その相手は自分の実の兄なのだ。色々なことが起こりすぎて、気持ちが整理できなかった。

「そんなことが納得できるとお思いか！」

　指揮官の部屋に太い声が響ひびき渡った。顔を上げると、アダマスが体を震ふるわせていた。

「どうしてぼくが隊長職を解かれなければならないんだ！」

「今、言ったはずだぞ、バルバートル。お前も頭の悪いクズの仲間入りか？」

「冗じよう談だんじゃない。先ほども説明したとおり、ぼくはアバディーンとキッドマンが怪あやしげな行動を取る理由を突き止めようと……」

「他の者にそれを告げずに、単騎で行動したのはお前のミスだ。それとも、そうしなければならない理由でもあったのか？」

「そ、それは……」

　アダマスの視線が空を泳ぎ、ジャンの右腕に注がれた。彼の口元に酷こく薄はくな笑えみが広がった。ジャンは不吉な予感がした。

「……それは安よう易いに口に出せないような、重大な疑惑があったからです。だから周囲の者たちに告げることにも慎しん重ちようにならざるを得ませんでした」

「……一体なんの話だ？　バルバートル」

　マグノリアは眉まゆをひそめる。突然、アダマスは腰のケースから砲剣の弾だん丸がんを取り出し、ジャンの顔に向かって投げつけた。傷めた右腕を動かしてどうにかそれを受け止める。

「な、なんだよ！　どうかしてんじゃねえのか？」

　異様な行動に誰だれもが啞あ然ぜんとした。しかし、アダマスだけは喉のどを鳴らして笑っている。

「今のを見ましたか？」

「見たが、それがどうかしたのか？」

「こいつはヴィクトル・アバディーンではありません！　ただの偽にせ者ものだ！　本当の奴やつは左利きなんだ！　こいつとは利き手が違ちがう！」

　不意を打たれてジャンは青ざめた──確かにヴィクトルは左利きだったが、数年前に一度会っただけのアダマスが、そんな細かいことを憶おぼえているとは想像もしていなかった。

「バルバートル卿きよう」

　ティアナが呆あきれたように言った。あんな話をしたばかりだというのに、彼女はまったく動じた様子を見せなかった。

「彼は昔から右利きだと思いますが。左利きだったという証しよう拠こでもあるのですか？」

「証拠はぼくのこの傷だ！」

　アダマスは自分の右目の上を走る傷を指さした。

「この傷は四年前にヴィクトル・アバディーンにつけられたものだ。ぼくはあいつの利き手を憶えている。そもそも右利きの人間は向かい合った敵の右半身を斬きりにくい……それぐらいのことは子供にだって分かることだ……」

「言いがかりもいい加減になさい。なんの証拠にもなっていません」

　聞いているうちに拍ひよう子し抜ぬけしてきた。隊長の任を解かれた怒りに我われを忘れているだけで、大した根こん拠きよはないらしい。

「きっとこいつはヴィクトルの兄弟かなにかなんだ。そう考えれば今までのこいつの不自然な行動もすべて筋すじが通る……お前たちもそう思ったことはないのか？」

　突然、アダマスはクリスやラシードたちを振り返る。ジャンははっと息を吞のんだ。ラシードやクリスはヴィクトルが仮面を外すところを見ているかもしれない。迂う闊かつにも今までその可能性をまったく考えていなかった。

「……ぼくは思ったことはないですけど」

　クリスは戸と惑まどったように言う。

「悪いけどあたしもよく分かんない」

　と、フリデリカ。ラシードとアネモネも揃そろって首を横に振る。

「わたしも全然そう思わないです……ラシードくんは？」

「…………思わない」

　ジャンはかえって不自然さを感じた。四人ともヴィクトルの素顔を見なかったとは思えない。ひょっとすると、誰だれかがジャンをかばっているのかもしれない。

「言いたいことはそれだけか？　バルバートル」

　マグノリアは呆れたようにそっぽを向いたまま言った。アダマスは青ざめた顔を悔くやしそうに歪ゆがめている。

「でも、確かにこいつは……」

「もう口を利かなくてもいいぞ。黙だまっていろ、バルバートル」

　アダマスの告発はまったく無意味なものになりそうだった。

　ジャンは安あん堵どよりも空むなしさを覚えていた。疑いを晴らしたところで、これからどうするのか。血の繫つながった兄と戦う決心はまだついていない──しかし、戦わなければヘルダのような子供たちが増える一方だ。

　彼にはどうしたらいいか分からなかった。

「……お前の告発など聞くまでもなく、こいつはヴィクトル・アバディーンなどではない」

　マグノリアが言葉を続けた。思いに沈んでいたジャンはのろのろと顔を上げた。

　今、自分がなにを耳にしたのか理解できなかった。

「……え？」

「お前たちに話したかどうか忘れたが、わたしはティアナ様とアバディーンのやっている不正行為を調べるよう、学院長に頼まれていてな……フリデク島に赴おもむいたついでにふと思い出したのだ。ここはあのクズが潜伏していた島だったと」

　ジャンの全身が凍こおりついた。フリデク島にはリンケの孤こ児じ院いんがある。ジャンを知っている人間が今も大勢住んでいる。

「不思議なことにヴィクトル・アバディーンという少年を知る者は誰だれもいなかった。聞くことができたのは、ジャンという少年の話ばかりだ」

「それはきっと……」

　口を開きかけたティアナを遮さえぎって、マグノリアは話を続けた。

「きっと偽ぎ名めいを使っていたのだろう、わたしもそう考えた」

　教官は相変わらず横を向いたままで言った。その視し線せんの先には古びた木の衝つい立たてがある。どうやらその奥にあるものを気にしているようだった。

「しかし、せっかくなので近きん隣りんの辺へん境きようの島々を回って、アバディーン人の亡ぼう命めい者しやたちに会ってみた。すると面白い話を聞くことができた。アバディーン王家には、ヴィクトルの他にジャンという双ふた子ごの弟がいたそうだ……ただ、二人の王子の顔を見分けられる者は誰一人として見つからなかった」

　マグノリアはようやくジャンの顔を正面から見た。いつものように威い圧あつ感かんのみなぎる目つきだった。結局、彼女がなにを言おうとしているのかよく分からない。

「アバディーン」

「はい」

「そこは『はい、先生』だ……やり直せ」

「……はい、先生」

　ジャンがわけも分からずに答えると、また衝立の方を振り返った。

「今の答えでどうだ？　確信が持てたか？」

「ええ、十分です」

　衝つい立たての奥からしゃがれた声が返ってきた。ジャンは気が遠くなりかけた。その声には聞き覚えがある。物心ついた時から、毎日のように耳にしてきた声だった。

　粗そ末まつなコートを着た小こ柄がらな男が、ゆっくりと杖つえをつきながら姿を現した。緑色の髪かみには白いものが混じり、額ひたいや頰ほおの皺しわも増えているが、風ふう貌ぼうは昔とあまり変わらない。

　視力を失っているらしく、両目を閉じたままだった。

「……ブレロ先生」

　と、ジャンは震ふるえる声でつぶやいた──生きていたんだ。

　レガリオン軍の襲しゆう撃げき前、ジャンがサン＝クレルの王城で最後に話した人物だった。驚おどろきと懐なつかしさが同時に胸にこみ上げてくる。

「そう。ガスパール・ブレロ先生だ。お前たち兄弟の家庭教師だったそうだな。今の彼に顔を見分けることはできないが、二人の口調の違いをよく憶おぼえているそうだ……さて、ブレロ先生、答えてもらいたい。声変わりしているとは思うが、今喋しやべっのがヴィクトルかジャンか区別がつくか？」

「ええ、もちろんです」

　ガスパールは目を閉じたまま、笑え顔がおをジャンに向けた。

「久しぶりですね、ジャン・アバディーン王子」







　　　あとがき




　こんにちは、三み上かみ延えんです。

『偽いつわりのドラグーン』も四巻を出すことができました。

　前巻の舞台は暑い土地でしたが、この巻ではうって変わって冬の北国です。この本が出る頃ころはちょうど夏真っ盛りなので季節感ゼロ……まあ、その、少しでも涼すずしさを感じていただければ幸いです。




　この小説を書いている最中、皇こう居きよの見学に行ってきました。皇居と言うと東京の中心にあるあの場所です。

　おそらく日本で最も警備が厳重な施設の一つでしょう。正月などの特別な時期は別として、中に入れるとは思っていませんでした。しかし少し調べてみると、予約制でいくつかの施設を見学できるのです。もちろん足を踏ふみ入れることができる場所はごく一部ですけど、それでも門の中に入ることはできます。

　個人的に見たかったのは江戸城の城しろ跡あとです。個人的によく忘れそうになるんですけど、明治維新前まで現在の皇居の場所には徳川家の居きよ城じようがありました。今も城じよう壁へきや建物の一部は当時のまま残っています。

　なんで見たかったのかというと、この巻で攻城戦を書くつもりだったからです。

　……もうお読みになった方はご存じでしょうが、結局城なんかほとんど出ない話になりました……そもそも作中に出てくるような城とはタイプが全然違いますし。結局仕事サボって皇居観光に出かけただけじゃねえかとつっこまれると一いつ瞬しゆん言葉に詰つまるのですが、城門や城壁を間近で見ることでなにかイメージがつかめるんじゃないかと思ったのです。特につかめませんでした。

　江戸城は途と方ほうもなく大きな城で、むしろ近づくと全体像がよく分からなくなる感じ。外堀の長さが十五キロもあったそうですから当たり前なんですが、残っている建築物だけでも相当なものです。

　デジカメで撮った画像を眺ながめながらつくづく考えこんでしまいました。かえって混乱して話をイメージしにくい……だったら書くのはやめよう、城から出発して戻ろうとする話にしたらどうか、という発想の転換が今回の話の出発点です。

　ってなんだかあんまりいい話になってませんね。結構すごいことを思いついた気分だったんですが。

　というわけで、戦場を通り抜ける話になりました。

　さて、このシリーズでは「戦争」というものが重要な要素になっています。書き始めてから何度か訊きかれたのですが、登場する国家に特定のモデルはありません。基本的にいつの時代、どこの地域でも起こるかもしれない事柄を扱っているつもりです。もちろん竜りゆうはいませんし大陸も沈んでいませんが。

　この巻で物語は大きく動きます。ネタバレできないことが多いんですけど、次巻はレガリオン軍と海ユ洋ニ連オ合ン軍の「戦争」を正面から扱った話になるはずです。この巻以上に主人公たちは苦難に遭あうことになりそうです。




　最後になりましたが、イラストの椎しい名な優ゆうさん、担当の高たか林ばやしさん、この本の出版に関わって下さったすべての皆さんにお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　そしてこの本を手にとって下さっている皆さんに変わらぬ感謝の意を。

　よろしければ次巻もお付き合い下さい。


三み上かみ 延えん
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三み上かみ 延えん

神奈川県出身。東京都在住。あとがきにも書きましたが皇居に行ってきました。江戸城の城壁や櫓のいくつかは今なお健在でした。これも城壁を撮った一枚……ですけど、よく見るとそのすぐ下にバレーボールのコートっぽいものが。憩いの場なんでしょうか。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞＜金賞＞受賞者。電撃文庫では、『モーフィアスの教室』『月と貴女に花束を』等のイラストを担当。画集に『椎名優画集 天球綺譚』『同Ⅱ 幻燈庭園』等がある。
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